
―
ヽ
谷ヾ

会
ド～
ノ
ご
ざ
ざ

東 側 周 溝

‐
‐
‐
キ
＼
幕
部
劃
副

ｇ
δ
ｏ
ｏ
∞
出
淵
＋

儀

い

日

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
［
召
＋

鈷

ｒｉロ

，
Ｓ

ｏ
ｏ
［
［
Ｈ
＋

』

停

任
］一

前 面 テ ラ ス 状 施 設

TP+120000m

TP+118000m

TP+116000m

|

｀ゝ`
＼＼___ノ ″

五_/

仏＼_物_欠_三十~
競

第41図 シシヨツカ古墳全体図 (1/250)
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S が
TP+122000m

TP+121000m

むョギ (年 3層 以下脈集盛土)

緑黒色 (75Gヽ a/1)粘 質土 (耕土)

明黄褐色00YR6/8)粘質土 (床土 )
黄褐色 (25ゝ

′
5/3)砂 質土

灰色 (10Y5/1)粘 質土 (炭化物含む )

灰色 (10 ・ヽ5/1)粘 質土 (細砂 )

灰色 (10ヽ
′6/1)粘 質土

黄褐色 (10YR5/6)砂質土 (炭化物を含む )
におiい黄協色 (10YR5/4)砂質土
黄褐色 (10YR5/6)砂質土 (炭化物を含む)

M「  b'

TP+122000m

TP+12■000m

10灰 色 (10Y5/1)砂 質上
11黄褐色 (10YR5/6)粘質土
12黄褐色 (2う V5/6)粘質土
13福色 (10ヽ R4/4)粘質土 (炭化物少量含む )
14黄 掲色 (10YRS/6)粘質土
15灰 色 (10Y5/1)砂 質土
16黄褐色 (10YR5/S,砂質土
17灰 色(10Y5/1)粘 質土
18黄 褐色 (10YR5/6)粘質土 (lm程度の炭含む)
19黄掲色 (10YR5/6)粘質土
OO褐灰色(10YR4/1)十占質土プロック(礫含む )
21灰 オリーブ色(5Y5/2)砂 質土
じ9明 黄褐色 (10YR6/S)粘質土ブロック
E3灰色 (10ヽ′う/1)砂 質土
94明 黄掲色(2 5YS/6)砂
95褐色 (10ヽ R4/6)砂質土
26オ リーブ褐色 (10ヽ R4/4)砂質土
27暗灰黄色 (!うヽ

′
4/9)砂 質土 (炭化物と際含む )

98黄褐色 (10ヽ′R5/6)砂 質土

29にぶい芸褐色 (10ヽ′R4/3)砂質上 (威 化物含む )
30灰オリーブ色(5Y5/1)粘 質土
31暗灰黄色 (⊇ うY4/ど)砂質土 (須恵器細片含む)
32明黄褐色 (10YR6/3)粘質土
83黄褐色 (10YR5/6)粘 質上 (炭化物少量含む)
34灰色 (10Y5/1)砂 質土
85に零い黄褐色(10YR4/3)粘質土
36掲 色 (10YR4/4)砂質土
37明黄褐色(10YR6/6)粘質土
3Sにぶい黄褐色(10YR5/3)砂質上
39灰黄褐色 (10YR4/α )砂質上
40にふい黄褐色 (10ヽ′R5/3)砂質土
41灰色 (10ヽ .5/1)粘質土 (炭化物と礫含む)
4t黄褐色 (セ 5ヽ′5/4)砂 質土
13黄褐色 (10YR5/8)砂質土
44黄掲色 (1い R5/8)粘 質土
15灰 色(10Y5/1)粘 質土
16黄掲色 (10YR5/0砂質土 (炭 化物含む )
17褐灰色 (75ヽ′R1/1)砂質土
4S黄掲色 (Pら 5ヽ/4)lb質 土
49黄褐色 (10ヽ R5/6)粘 質上
50にぶい黄褐色 (10YR5/9)粘質土
51掲灰色 (7ら IヽR4/1)砂 質土 (少し粘性あり)

57掲灰色(7 5YR4/1)砂 質土 (腱 多く含む)
5Sに ■́い黄褐色 (25ヽ '6/3)砂質土 (炭化物含む )
う9オ リープ灰色(10YS/1)粘 質土 (粘性強い)
60に ホい掲色(7 5YR5/4)粘 質土
61黄掲色 (10ヽ R5/6)粘 質土 (粘性強い)
62灰色 (75Y5/1)粘 質土
63褐色(7 6VR4/4)格 質土
64明 黄IB色 (10平 R6/6)粘 質土
65黄褐色(10VR7/S,砂質土
66褐灰色(10,R4/1)粘 質土
67明 黄偶色 (C5ゝ 7/6)砂
6S波黄色 (25ヽイ7/1)砂
60明 黄偶色(10YRS/6)粘 質土 (粘土プロック含む)
70掲灰色 (7 5YR4/1))砂 質土 (礫多く含む)
71黄掲色 (9 5YS/3)粘 質上
79にち言い黄掲色 (10YR6/4)砂質土
73褐色 (7も YR4/3)粘 質土
?4福灰色 (75ヽ′R4/1)砂 質土 (粘性あり)
75黄褐色 (10ヽ R5/8)粘 質土
76明黄褐色 (10YR7/6)砂質土
77明 黄褐色 (10YR6/6)粘 質土
7S明 黄協色 (10ゝ

′
R6/6)粘 質土 (粘性強い)

79侶灰色(7 5YR4/1)砂 質土 (礫多く含む )
SOに ドい黄褐色(10YR6/4)粘質土 (礫含む )
31に ぷい黄橙色 (10ヽ R6/4)粘質土
82黄福色 (E5Y5/3)粘 質土 (礫多く含む )
83明 緑灰色 (7 5GYS/9粘 質土プロック
S4明 黄IB色 (ら Rヽ5/6)砂質土
85褐色 (10YR4/4)粘質土
86明黄掲色 (10YR6/S)粘質土 (fs性 強い)
S7明蓑掲色 (10ヽ R6/6)粘 質土 (礫含む・粘性強い〉
SS明黄掲色 (10ヽイR6/6)粘 質土 (粘性強い)
39黄褐色 (10ヽ R5/6)粘 質土
90にがい黄ItL色 (10VR5/4)粘 質土
ψl黄掲色 (95ヽ′5/3)粘 質土
9也 にぶい黄掲色 (ユ Oヽ

′
R5/4)砂 質土

υ3暗灰黄色 (25Y4/9)砂 質土
91黄偶色(10YR5/6)砂 質土 (細かい粘質土プロックを多く含む)

Na

掲灰色 (75ヽ R4/1)粘 質土
オリーフ灰色 (10Yも /1)粘 質土
灰色 (5ヽ 1/1)粘 質土
にぶい黄褐色 (10ヽ

アR6/3)砂質土 (少 し粘性あり)
明黄褐色(10YR6/6)粘質土 ll占性強い)

bい (順集盛土 ,
緑黒色 (75Cヽ

′!/1)粘 質上 (耕土)
明掲色(75ヽ

′
Rう/6)砂 質土 (床土)

に示い美掲色(10ヽ
′R5/3)砂 質上

麻土 (隼 6トレシチ西側断面8層に同じ)
に ,(い黄15色 (10YR4/3)砂質上

笹ξl浩選齢 (請野彦怪整棘じ)

:学葉魯||||:砕睡抄推緊メ
偶色 (75ヽ

′
R4/4)''質土

婆僑置岳士t譴チ(阜缶階 &と
(炭 化物と騨含む)

にポい黄褐色 (10YRう /4)粘 質土
明緑灰色 (7 5GYS/じ )牝上ブロック
黄褐色(19YR5/6)砂質土
掲色 (10ヽ

′
R4/4)砂 質上

言ξヨ彗肌そ景争騨謝
括獣脇 盤 憾催発古貯含D
灰十リーブ色 (5Y5/α )粘質土
灰色(10Y6/1)砂 質土

13

90

95

!6黄褐色(10YR5/6)粘質上
,7灰色(10Y6/1)砂 質上
tS偶灰色(7/5YR4/1)F/質土 (少 し粘性あり)
20黄掲色(10YR5/6)粘質土
30黄褐色 (10YRう /6)砂 質土
31掲灰色(7 5YR4/1)砂 質土 (騨多く含む)
99黄 i邑色(10YR5/6)砂質土
93明 黄掲色 (10YR6/6)粘質土
34明 緑灰色 (7 5CYЬ /1)粘 土ブロック,
35に Sい黄偶色(10YR5/3)イ占質土
36灰色(5Y5/1)粘 質土
37掲灰色(10YR4/1)砂質上
aS黄掲色(10YR5/6)粘質上 (粘性強い)
39褐灰色 (10YR4/1)佑質土
40明 黄掲色 (10YR6/6)粘質土 (粘土プロック含む )
41明 緑灰色(10CY7/1)砂
49明 黄掲色 (C5Y7/6)砂
43明 縄色(7 5YR5/6)砂 質土
44暗オリーブ色 (うY4/3)砂

::糧
y五
干鳥ケ:1慧営≧

質土

   ＼

1き 灰色 (Sヤ 5/1)l●質上 (礫含む )
49黄偶色(10YR5/6)砂質土
50灰 色(10Y4/1)性 質上 (降含む )

0                        2m 0             5m
|

墳丘盛土断面図 (1)
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第 3段西側盛土および南北断面図

第 3段天丼石上盛土東西断面図

第42図 (1/40)



TP+121000m  60

どc(第1ヽ 34層版築盛上)
T.T黒 色(7 5GVE/1)粘質上 (排土 )
黄燈邑(1い R7/1)砂 質上 (耕 土多く混じる)
庶上 (塙 6トレテチ画側断面4層 に同じ
灰色 (5ヽ おれ)砂∞土 (礎 含む )
明褐 L(75ゝ R5/6)Tケ 質土
にすい黄偶色(10ヽ R5/3)砂質土
に Sし 黄ヽ渇色(10了 R4/3)砂質上
に匈 黄ヽ掲色(10ヽ R5/4)粘質土
黄褐邑(10ヽ R5/6)'チ 質土
に いゝ黄掲 邑(l ClhiR5/4,砂 質土
II明 黄禍色 (10ヽ R6/6)Vケ 質土(5mm程度の牌含む )
It鰐 色(10ヽ R1/4)砂貨土 (礫多くB~む ,
13掲 a(10vR4/4)砂貨土 (礎 含む ,

TP+1210001m

d― d'断面
1黄掲色 (10ヽ R5/S)砂質土
2灰 黄己 (E5ヽ 6/2)粘 質土
3掲色 (10ヽ R4/6)粘質土
4明 黄掲色 (10ヽ R6/6)粘質上
5明緑灰色(75Cヽ 8/2)粘 土ブロック
6に 工い黄掲邑(10YR5/4)砂質土

第 3段天丼石上盛土および撹乱土南北断面図

辞電吾1黎)稲せ渉躍誂
リ

31暗十リーブ色 (5ヽ′4/3)砂頃上
32橙 色 (75ヽ R6/S,粘質土 (礫 含む )
33褐灰色 (1い R4/1,I1/質 土 (騨 含む )
31にポい黄偶色(loYR5/4)砂 質上

N c ::肥憲憬曇岩蟄脇(雫号ぜ詩堤禦習
以下の牌含む)

37に ,Sい黄掲色(10YR6/4)砂 質上

認餐言置岳i隅璧量土衛m程度の礫含d
10灰 白色

`E5Y7/1)砂
質土 (細礫含む ,

41に いい黄褐色(10VR4/3)粘 質土
42にボい黄褐色(loYR5/4)粘 質上

1:髪信雹再程岳」ガ湯警竺
砂質±6剛以下の礫含む)

15灰黄褐色(10YR5/E,砂 質土
lS黄仄 色

`E5Y7/1)粘
質士

47に いゞ黄掲色(loYR6/4)ft質 土

i:渓落琶岳i鰐省イ離
6mЩ以下の礎含n

50明 掲色(75ヽ′RS/6)1と 質土
51明黄褐色(10VR6/6,粘 質土
5E灰黄色 (85ゝ 6/a)佑質土
53暗 i島 色(15Y5/,)砂 質土

:甘 怪信ヒ奄:臥岳チllじ堅望I雷予塁fmげ
下の騨きめ

5心 掲灰色 (10ヽ Rう /1)砂質上 (旧 排士 ,
57黄 笹色(10ゝ 'R7/8)砂 質土f5nm以 下の礎含む ,

`3黄
灰色(E5ヽ 6/1)砂質土 (旧 耕土)

59に不い黄褐色 (10ヽ RS/3)砂質土 (5mm以下の礫含む)
601B色 (10ヽ .R4/4)砂 質土
61にポい黄禍色(loYR6/4)砂 質上
6也 黄褐 L(10ゝ R5/6)砂質上 (礎 H~む )
63に ´ゞい黄f島 色 (10ヽ R5/4)砂 質土 (礫 含む )
S4褐 色 (10ヽ R4/1)1//質 上 (汚れた感じ)

14灰芭 (7ら 1ヽ′ 1)砂質土 (lcm程 度の礫含む)
,5明 1島芭 (75ヽ R5/8)粘質土
16に 工い黄褐色 (10ヽ R5/4)砂質土
17黄掲色 (10ヽ Rら /6)砂 質土
(粘性あり。上面耕上混じる)
,8黄掲色 (10ヽ R5/6)粘質土
19黄 iB色 (10ヽ R5/6)砂質土 (粘性あり)
20黄掲色 (lflh R5/6)砂質土
21明黄椙色 (10ヽIR6/S,粘 質土
22黄掲色 (10ヽ Rう /8)粘 質土 (礫含む )
23明黄掲色 (10ヽ R6/6)粘質土
24掲 K色 (10ヽ R4/1)砂質土
25に いヽ黄掲色(10YR4/3)粘質土
26掲 邑 (10ヽ R4/4)砂質土
27褐 色 (10ヽ R4/6)帖質土
28+リーブ灰色(E5GY6/1)砂質土
29に Sヽい黄†B色 (10VR5/4)粘質土 (礫含む)
30暗灰贅芭 (15ゝ 5/也 )砂質土 (礫含む )
31黄灰色 (95ヽ 1/1)砂 質土
32黄仄色 (空 らヽ 4/1)砂 質土 (礫含む)
33+'一ヤ灰色 (!5Gヽ 6/1)砂
(5mm程 度の礫多量に含む)
34に いヽ黄掲色 (10 ・ヽR5/4)砂質土 (礫含む)
35に S(い黄掲色 (10ヽ R4/3)粘質土

:,嘗暦雹岳歓 :泥子緞警量
土(lcm程 度の礫含む)

38司
'-7掲
色(95Y4/4)砂 質土

39に 工い黄掲邑(10VR5/3)倍質土
40黒 i島 色 (E5ヽ 3/2)粘 質土
41黄掲色 (15ヽ 5/3)粘 質土
42掲 色 (10ヽ R4/4)粘質土 (鉄分沈着 )

14に よい黄,3色 (10ヽ R5/1)粘質土
15黄褐色(10YR5/6)砂 質土
16褐灰Ё (7 5γ R4/1)砂質土
17にポい黄褐色(10YR5/3)粘 質上
をS明緑灰色(7 5CY3/1)粘土プロック
19灰 オ サーブ色фY5/E,帖 質上
CO掲灰色(10釈 4/け 粘質土
El黄偶色(10釈5/6)粘質土 (粘性強い)
3じ 黄掲色(10釈7/6)砂質土
E3明黄褐色(10YR6/6)粘 質土
E4褐灰色(19YR4/け 砂質土
E5黄禍色(10VR5/6)ts質 土
E6明褐色(7/5YR5/6)粘 質土 (粘上ブロック含む )
E7黄掲色(1いR5/6)粘質土

7黄掲こ (2う 5ヽ/3)粘 質土
8明 黄i島邑 (10ヽ R6/6)砂質土
9黄褐色 (11ヽ Rる/8)粘 質土
iO椙 色 (10ヽ R4/4)粘質土 (第5層の粘上プロック含む)
11明 黄掲色 {10ヽ R7/6)砂質土 (1～ 2cmの騨含む)
12に ;｀い黄色 (10VR5/1)粘質土
13灰 黄掲色 (10ヽ R4/2)粘質土

0                       2m

第43図 墳丘盛土断面図 (2)(1/40)

しかしこれらの礫粒が認められるのは、特に天丼石直上に限っている。このようにして締まりの

ある比較的硬い墳丘が構築されている。この版築状の盛土の 1層 (第 31層)か ら器種は不明で

あるが須恵器細片が出土している。

西側では第 2段の上に 2.0～ 5 0cmの礫を含んで東から西へ流れるように堆積する褐色上の

溜まり (第 7ト レンチ西側断面第 37層)が観察された。おそらく後世、墳頂を削平して現状の

第 3段天丼石上盛土南北断面図

―-  88  -―



日
（ち
い
．い
い
日
＋
ヽ
．争

∽

W
TP+122500m

県鉤   m ttg与
1躙 程tる 砂趾 阻 あり

1, 寅橙色 (10YR7/8)粘 土 (ゆ混じり)
12暗灰色 (N3/)粘土
13掲也 (10YR4/4)粘 と (砂混しり)
,4 階Fk責と (25Y42)鼈土ψ混しり)

Ш00g ττI+dこ

こ

15 オリーブ褐色(25YV3)粘土 (砂滉しり)     21 明貨将色 (10YRS/81お ■ (砂混しり,
16 黒櫛色 (10YRVり お土 (砂混しり)        2 オリーブ褐色 (25Y4/31祐貿土 (砂混しり)
17 オリーブ責と (5Y6/3)細 砂            囲 踏褐色 (25Y3/2)粘買上 (確多く含む)
18 にぷい黄捐色 (10YR4/3)砂 混しりお貫土      閉 オリーア掲色(25YVl)祐買上 {砂混しり)
19景褐色 95Y3/21猫土プロック

例 僑色 (10YR4/4)ゆ 混しり粘質土
0 2m

竺

緑黒色 (務GY2/1)土 (現耕■)

研貨褐色 (10YR6/81粘質土 (床■)

協色〈7DYR4/3)砂 質土 (粘性あり

際多く含む)

責櫛色 (10YR5/61ゆ貿生 (粘七あり

責灰色 (わY4/1)剤ゆ
に示い責鶴ζ (10YR5/4)砂 賃上

反色 (SY4/1)綱 砂
によい☆褐色 (loYR5/4)砂 買土

灰オリーブ色 (5Y5/21制 砂

第44図 墳丘第 3段北西コーナー平面図・断面図 (1/40)

平坦な耕作面に造成する際に西側に落とされたものであろう。したがってこの褐色土とそれに混

じる礫はもともと墳頂に施されていたものと想像できる。

墳丘第 1段の基盤土は第 2～ 3段のような版築状ではなく、砂質土を主体とする盛土であ

る。後述するように、奥室に流入した撹乱土を除いて露出した奥壁下面砂質土 (第 6ト レンチ

第 238層)と同じ土質が、南東トレンチ b― b'断面 (第 16層)で確認されている。これから

すると第 1段の盛土は石室を構築する基盤土であると考えられる。ただ違いは奥室のそれがよ

り締まった硬い感触であった。

墳丘第 1段盛土のデータとしては、平成 11年度の試掘調査の際、ちょうど南側第 1段テラス

に当たる個所に設定した試掘坑h63の断面観察の結果がある。このときは現地表面から 1.5m

まで掘り下げ、耕土下に褐色土を基調とする 6層を認めた。現地表面から0.5～ 0,9mで北か

ら南に傾斜する 3層の堆積土の内、上位 2層には淡灰色の微砂が縞状に混じり、それらの下は

灰色細砂で、さらにその下が黄褐色の砂質土であった。灰色細砂の上面 (TP.118.8m)は平坦面

をなし、石室奥壁際の下面にみられた微砂(第 238層)や南東トレンチb― b'(第 16層 )であった。

(3)貼石 (第 45～ 51図 )

貼石は、墳丘西側第 3段、東側第 2段の撹乱された部分を除いて各段の斜面に認められた。
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第46図 墳丘南側前面貼石平面図・立面図 (1/40)
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墳丘第 1段南側では、段の肩部を中心に最大 40,0× 60.Ocm・ 厚さ 10.Ocmの 板石が斜面に貼

り付けられ、それらの間に小石が詰められている。同じような貼石は墳丘第 1段南東コーナー (南

東 トレンチ)で も一部確認できた。東側では第 1段裾部に長さ 50.0～ 70.Ocmの同様の板石が

横置きに貼り付けられていた。これらの貼石は墳丘第 3段で残りがよく、それは東辺でよく観

察される (第 6ト レンチ東側)。 この東辺が北辺と接する部分に設定した北東 トレンチでは、若

干の崩れはみられたが、石積みの隅角の稜線を辿ることができた。北辺では、墳丘第 3段の立

ち上がりは高さ 0,2m残 り、30.0～ 40.Ocmの板状の厚みのある石を傾斜面に貼り付けている。

ここではテラス面にも、大きいもので 300～ 40.Ocm、 小さいものでは 10.Ocm内外の石を葺い

ている。貼石というより傾斜面に沿って石を積む状況である。それより北に下って、第 2段傾

斜面肩部になると、今度は 100～ 15.Ocmの礫が敷き詰められ、第 1段のテラスの石積みを下

から支えるような状況である。第 1段裾近くでは、40,0× 500m、 厚さ 10.0～ 15,Ocmの板

状の石が溝底に横倒しになっており、裾部にかかる断面ではこの石が本来直立していたことを示

す抜けの痕跡があり (第 6ト レンチ北側断面第 108層 )、 それより南側にほぼ水平な堆積層 (第

107層)が認められた。したがっておそらく横倒しの板状の石は、盛上の崩れを防ぐため第 1

段裾に立てられていたのだろう。

墳丘の版築状盛上の傾斜面に施されたこれらの貼石は、直接斜面に貼り付けられるのではなく

暗褐色の粘質土を裏込めのように塗りつけてから貼っている。既に述べた第 7ト レンチ西側断面

第 37層の褐色土も墳頂で同じように施された土であったろう。

貼石として使用されている石は板状の川原石が主体であるが、東側墳丘第 3段 と北側第 2段

テラス面では榛原石の板石がそれぞれ 1枚用いられているのが確認された。

3.外部施設 (第 52～ 54図 )

外部施設としては墳丘裾を取り巻く周溝が墳丘の四周を巡る。南側では墳丘裾に取り付く平坦

部と前面テラス状施設があり、周溝はその間を通る。

(1)周溝

周溝の幅は北狽1で 8.Om、 南側で 5.5m、 西側で 8.5m、 東側では後世の出水により損なわ

れて明確ではないが、ほぼ現里道付近までを考え 9.5m程度と見られる。溝底面は北側 (第 6

トレンチ北側)で T.P,119.8mを測り、これは墳丘第 1段の上面テラスと同一の高さである。東

側 (第 7ト レンチ東側)では TP l19,Omを測り、西側では第 7ト レンチ西側で T.PH7.4m、

第 24ト レンチでは TRH7.Om、 第 23ト レンチでは T,P,H6.9m、 南側では T,P,1170mで、

急峻な背後の尾根から深く断ち切られた北側を除けば、概ね T,P,117.Om前後に揃えられている。

清底面には暗い色合いの粘質土や粘土または砂質土が堆積している。第 7ト レンチ東側断面

図の第 58層、同トレンチ西側断面図の第 64・ 65層、第 6ト レンチ北側断面図の第 103層、

同トレンチ南側の第 296層、第 23ト レンチ断面図第 16・ 18層、第 24ト レンチの断面図第 6・

8層、南側の第 6ト レンチ第 296層である。
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以上の堆積土からわずかながら遺物が出土した。西側の周溝にあたる第 24ト レンチの第 8層

で須恵器杯身・蓋・壷 (第 67図 38～ 43)、 南側の周溝にあたる第 23ト レンチの第 16層では

漆塗籠棺の細片 2点が出土している。同じく南側周溝東半部にあたる第 8ト レンチ東狽1の第 43

層では須恵器の破片 (第 67図 20・ 22・ 23)がまとまって出上した (第 55図 )。

これらの土層より上位の堆積土は中世耕作土とみられ、どの周溝からも土師器・須恵器に加

えて瓦器 。土師器皿などの破片が混入する。特に墳丘北側にあたる第 6ト レンチ北側では、現

地表面より深さ 3.Omに およぶ周溝を埋めて耕作土として利用していった状況が明らかである。

堆積土は土質から見て大きく砂質土・微砂・細砂・粗砂と粘質土・粘土に分けられる。周溝底面

の古墳築造に伴う敷石上に堆積した砂質土 (第 103層)以後、砂層が覆い、その後また粘質土・

粘土が堆積する。これを粘土質と砂質の組み合わせで見ると、T,P,H9.8mか らT P122,3mま

で大きく4回程度の似たような堆積上の組み合わせ (I～Ⅳ)が観察される。そして、 Iと Ⅱ

の間に北側 (山手)か ら小規模な流土があり、同じことはⅢとⅣの間にも認められる。Ⅳより上

位には現代の耕作土の基盤となる粘質土とそれが床土化した上が堆積する。遺物はⅣの土層群で、

瓦器椀、土師器小皿、土師質土釜など中世土器に加えて若干の須恵器片 (甕体部)が出土してい

る。これによってⅣの土層群はすでに中世の耕作土として利用されていたようである。また周溝

が完全に埋没して、現在見る平坦面となるのは中世以後のことと推定される。

(2)平坦面と前面テラス状施設 (第 53図 )

墳丘第 1段裾部の下T,P,H7.6m付近で確認された北から南に傾斜する地山面 (第 311層上面)

には、一連の斜面堆積層 (第 300～ 307層 )がある。このような堆積は、次節の第 3調査区の

棚田造成の断面観察の際に認められた流土の斜面堆積と同様な状況であり、平坦面はこれらの堆

積層の上面 (第 302層上面)を利用したと考えられる。一方、前面テラス状施設は周清を介して、

第 6ト レンチ南端断面にみられるように、一連の粘質土や砂質土 (第 282～ 295層 )をほぼ水

平に積み上げて、墳丘裾部の高さまで嵩上げしている。またこの嵩上げの状況は第 3調査区東

壁南北断面でも観察される。

(3)前面テラス状施設裾石列 (第 52・ 53図 )

テラス状施設の構築土とその南側裾の大石の列石までの間は、後世の開墾によって削られ (第

6ト レンチ南端部断面)、 本来のテラス幅の南北 3.Omほ どの区間が断ち切られた状態となって

いる。テラス盛土上面と列石の下場高さ (T.里 1152m)と では、比高差は 2.2mあ る。そこで

は地山面に O.70～ 1.Om大の大石が据えられていたが、これはテラス法面を擁護し、また古墳

の外域を画する南辺の石列とも考えられる。この石列の位置や比高、それから想定される法面を

考慮すると、テラスの南北幅は 5,Om程度であったとみられる。石室中軸線と裾部が交わる個

所に設定した南西 トレンチでも、やはり同様の裾石の存在が確かめられている。これら検出され

た裾石の東西ラインを東に辿ると、現在の石垣の基礎石がコンクリー トで回めて据えられている

と同じような規模の石に行き当たる。これらの石も本来はこの古墳築造に伴って施工された石の
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オリープ褐色  (23Y4/3)粘 質土 (礫含む)

(75GY6/1)粘 質上 (現排土 )
(10Y2/1)砂質土
(25Y4/6)砂質土
(25Y4/4)砂質土
(10YR4/3)砂 質土 (礫多く含む)
(10YR4/4)砂 質土
(25Y4/3)砂賀土
(10YR4/3)砂 質土
(10YR5/3)砂 質土
(25Y5/3)砂質土
(25Y5/4)砂質土
(25Y4/2)砂質土 (粘性あり)
(25Y4/2)砂質土 (粘性あり)
(25Y3/2)砂質土 (粘性あり)
(SY5/2) 粘質土 (耕土)
(10YR6/8)砂 質土 (床土 )
(10YR7/4)砂 質土 (床土 )
(25Y5/3)砂質土 (粘性あり)
(25Y5/3)砂質土 (砂混 じり)
(10YR6/3)砂 質土 (鉄分少量沈着 )
(25Y5/2)砂質土 (鉄分沈着 )
(25YS/2)砂質土 (砂混しり)
(25Y6/3)砂質土
(5Y4/2) 粘質上
(5Y5/2) 砂質土
(5Y5/2) 砂質土 (炭少量・際含む)
(26Y4/3)砂質上 (や や粘性 炭 (多 )礫 含む)
(25Y4/2)砂質土 (鉄分わずかに沈着 礫含む)
(25Y3々 )砂 質土 (や や粘性あり 礫含む)
(5Y2/2) 砂質土 (漆塗能棺細片出土 )
(25YS/2)砂質土 (粘性あり)
(5Y3/2) 粘質土 (炭 合も)
(2うY4/2)粘質土
(25Y4/4)粘質土
(25Y3/1)粘質上 (礫含む)

1 緑黒色
2 黒色
3 オリープ褐色
4 オリープ褐色
5 にがい☆禍色
6 褐色
7 オリープ褐色
B にバい黄褐色
9 にポい黄褐色
lo 黄褐色
n 黄禍色
12 暗灰黄色
13 暗灰黄色
14 黒褐色
15 灰オリープ色
16 明黄褐色
17 にパい黄燈色
18 黄褐色
19 貢褐色
釣 にぷい黄橙色
21 1旨 灰黄色

22 1害 灰黄色
23 に赤い黄色
24 灰オリープ色
25 灰オリープ色
26 灰オリープ色
27 オリーブ掲色
28 暗灰黄色
29 黒鶴色
30 オリーア黒色
31 暗灰黄色
32 オリーブ黒色
33 暗灰黄色
34 オリープ渇色
35 黒褐色

黒褐色
黒褐色

黄褐色
黒鶴色

(25Y3/2)粘質土 (礫含 t「 )
(25Y3/2)粘質土

第24ト レンチ西壁断面図
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灰黄色 (25Y6/2)砂 質上
灰オリープ色 (5Y5/2)砂 質土
オリーブ禍色 (25Y4/6)砂 質土
黄褐色 (25Y5/6)砂 質土
にホい費褐色 (10YR5/3)砂 質土
灰オリープ色 (5Y6/2)砂 質上
灰色 (5Y6/1)砂 質土
禍色 (75YR4/4)砂 質土 (5mm以 下の自色礫含む)
明褐色 (75YR5/8)砂 質土
にホい黄褐色 (10YR5/4)砂 質上
に示い黄色 (25Y6/3)砂 質上
褐色 (10YR4/6)砂 質土
黄掲色 (25YR5/3)砂 質土
にぶい黄橙色 (10YR6/3)砂 質土
にぶい黄褐色 (loYR5/3)砂 質土
灰オリープ色 (5YS/2)砂 質土
暗灰黄色 (25Y5/2)砂 質土
黄掲色 (25Y5/3)砂 質上
オリープ褐色 (25Y4/4)砂 質土
黄偶色 (25Y5/4)砂 質土
にぶい黄栂色 (loYR5/3)砂 質上 (3cm以下の自色礫含む)
禍色 (10YR4/6)砂 質上 (5mm以 下の自色礫含む)
樹色 (■5YRrt/4)砂 質土
に示い黄褐色 (10YR4/3)砂 質上
冊色 (10YR4/4)砂 質土 (礫含む)
黒協色 (25Y3/2)粘 賀土
オリープ樹色 似5Y4/6)砂 質上 (や や粘性あη)
☆偶色 (ЮYR5/6)粘 質土

オリープ禍色  (25Y4/4)粘 質土 (際含む)
褐色     (loYR4/4)粘 質上 (礫含 b)
暗灰黄色   (25Y4/2)砂 質土 (炭化物・礫含む)
黄褐色    (25Y5/3)粘 質土

暗オリープ禍色 (25Y3/3)
(25Y3/2)砂質土 (炭化物多量に含む)
(25Y3/3)粘質土 (炭化物 lmm程度で

黄褐色

黄褐色

第54図 第23。 24ト レンチおよび第 3調査区東壁断面図 (1/80)

(25Y3/3)粘質土 (炭化物 lmm程度の喋含b)
(25Y5/4)砂質土 (皮化物 礫含む)
(10YR5/6)粘 質土

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

にぶい黄樹色 (10YR4/3)砂 質土
に示い黄tB色 (10YR5/4)砂 質土
に本い黄褐色 (ЮYR5/3)砂 質土
にぷい黄褐色 (10YR3/3〉 砂質上
黄褐色 (10YR5/6)砂 質上
にがい黄褐色 (loYR5/4)砂 質土
褐色 (10YR4/4)砂 質上
梱色 (ЮYR4/4)砂質土
橙色 (75YR6/8)砂 質土 (礫含む)
に示い黄褐色 (10YR5/3)砂 質土
黄掲色 (25Y5/4)砂 質土
灰オリープ色 (5Y5/2)砂 質土
にぶい賀鶴色 (10YR5/3)粘 質土
灰黄色 (25Y6/2)砂 質土
灰オリープ色 (5Y5/2)砂質土
にぷい黄色 (25Y6/3)砂 質土
にぷい黄褐色 (ЮYR5/3)粘質土
にぶい黄鶴色 (10YR5/4)砂 質土
にポい黄褐色 (loYR5/4)砂 質土
灰黄褐色 (10YR5/2)砂 質土
黄褐色 (10YR5/6)砂 質■
に本い黄棚色 (ЮYR5/3)粘質上
にぶい黄色 (25Y6/4)砂 質土
黄灰色 (25Y5/1)砂 質土
拙色 (10YR4/4)粘 質土
暗禍色 (10YR3/4)粘 質土
オリープ偶色 (25Y4/4)砂 質上 (粘性あり)
にぷい黄色 (25Y6/4)砂 質上

0                       4m

N
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オリープ掲色 (25Y4/4)
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灰オリープ色 (5Y5/3)

オリープ褐色 (25Y4/6)
暗オリープ色 (5Y4/3)

(10YR4/6)

暗灰黄色   (25Y4/2)

砂質土 (5mm以下の自色礫含む)
粘質土

砂質土 (5mm以下の自色礫含む)
砂質土 (5mm以下の自色礫含む)
砂質土
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砂質土
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明黄禍色    (10YRS/8)砂質土 (鉄分lt着 )
灰オリープ色  (5Y5/3) 砂質土 (自色際含む)
暗オリープ色  (5Y4/3) 砂質土
黒褐色 (10YR3/2)砂 質土

オリープ褐色  (25Y4/3)粘質土
灰オリープ色  (5Y4/2) 粘質土
暗オリープ褐色 (25Y3/3)砂 質上

(25Y5/6)砂 質上
(10YR3/3)粘 質土

色

色

褐

褐

黄

暗

色

灰

色

色
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0                                      4m

第55図 第 6～第 8ト レンチ断面図 (1/80)
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名残ではないかと思われる。

4.埋 葬施設 (第 56～ 59図 )

(1)石室

切石積横穴式石室で、横口式石椰を奥室とする形状である。石室は、奥壁が墳丘の中心に置かれ、

全体としては南に張り出す。T.Pl19,Omあたりに側壁・奥壁に使用されている石の下面がくる

ので、段築第 1段の上面から 1.Om下がった位置に石室が据えられ、墳丘第 2段から3段によっ

てこの石室が覆われる。石室は奥室、前室、羨道からなり、全長は約 12.Omである。石室の中

軸線と磁北との振れは、N-2° 50′ ―Wであり、ほぼ真南に開口する。計測値は細部で異なるが、

奥室は右側壁で長さ 2.47m、 左側壁で長さ 2.46m、 幅は天丼石では 1.09～ 1.12m、 中程

の垂直壁面で 1.10～ 1.13m、検出最下面で 1.20～ 1.22mである。前室は右側壁で長さ 2.80

m、 左側壁で 2,90m、 幅は天丼石で 1.36m、 中程垂直壁面では 1.41m、 検出最下面では 1.46

mである。奥室・前室ともに撹乱が激しいため実際の床面は損なわれて、明確な高さは押さえが

たい。この前室の南に凝灰岩仕切石によって前室と画される南北長 0.74～ 0.94mの礫敷部分

がある。礫敷部分の幅は前室幅のそれとほぼ同じく 1.46～ 1.50mを測る。

仕切石を前室と羨道の区切りとみるか、仕切石を前室の中のなんらかの区切りとして、側壁の

切石第 1石とそれより南の川原石積み側壁との境を前室と羨道との境とみるか、であるが、便

宣的にここでは後者の捉え方で記述していきたい。

(2)壁面

奥室、前室すべて花南岩切石を使用している。奥壁は 1枚で高さ 1.32～ 1.40m、 幅 1.08

～ 1.14m。 奥室右側壁は第 1石が高さ 132～ 1,36m、 幅 1.62～ 1.64mと 第 2石が高さ

1.39～ 1.40m、 幅 0.82～ 0.88m、 左側壁は第 1石が高さ 1.30～ 1.38m、 幅 1.24～ 1.26

mと第 2石が高さ 1.44m、 幅 1,23mで、縦長のものと横長のものを使用し、左右両側で寸法

の違う 2枚を組み合わせ、ほぼ垂直に立てて構築している。奥室の左右第 1石目の小口上部に

は扉受けの挟りがある。下部は石材の幅が狭く下窄まりになり、扉受けの挟り込みが認められる

のは、天丼石から下 0.9mの ところまでである。

石室入り口の右側壁の第 1石は高さ 1.55m、 幅 120～ 1.27m、 第 2石は高さ 1.62m、

幅 1.20～ 1.23m、 第 3石は高さ 1.55m、 幅 1.43～ 1.54mである。前室左側壁第 1石は

高さ 1.52m、 幅 0。 78～ 0.85m、 第 2石は上半部が欠失し、残存高は 0.85m、 幅 1.41m

を測る。左側壁の第 3石は高さ 1.62m、 幅 1.58mである。

上半部欠失の第 2石の切断面には浅い半円形の撃痕が 9カ所に残る。径は 5.0～ 10.Ocln、 長

さが 5,0～ 6.O cmで、盤で石材を取るために水平に割り取っている。矢跡の大きさからみて江

戸～明治くらいの仕業と考えられる。この側壁はその他の側壁に比べて表面の風化も少なく硬質

であること、天丼石を外し閉塞石の一部を外して持ち出しやすいこと、下半部が残ったのは既に

その高さまで石室内に流入土が溜まって埋没していたことなどから再利用のためこのように割取
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られたと考えられる。左右両側壁の第 1石は、ともに縦長の石材で、ほかの 2石に比べてやや

丈高である。

側壁 。奥壁・天丼石の三者が組み合う部分にも特徴がみられる。天丼石を載せる際、側壁上面

の凹凸を整えるために鋭利な刃物によって削った調整痕が、ほとんどの側壁上面にも認められ、

削り屑の細粒が側壁と天丼石の間に詰まっていた。それが間隙を塞ぎ、結果として天丼石の安定

が保たれている。側石はどれも側辺が丸みをもって窄まる座布団状であるので、側辺と側辺に間

隙が生じている。奥壁と側壁と天丼石の合う隅角は特に空隙が大きい。そのような間隙には、石

が充填されている。前室右側壁の第 2石と第 3石の下部空隙には 1辺 20,Ocmの方形の凝灰岩片、

第 3石 と奥室第 1石の上部の、前室と奥室の天丼石の境の空隙には 15 0cmの花南岩片、奥室第

1石 と第 2石の上部の空隙には厚さ 5,O cmの花南岩片、第 2石 と奥壁の上部空隙には厚さ 2.5

硼の板石 (榛原石)片が詰められている。また前室左側壁では第 1石と第 2石の下部空隙に長

さ 25,Ocm、 幅 10.Ocm以 上の川原礫が詰められていた。第 3石上部では割り取られた第 2石 と

の空隙に詰め、しかも裏込めとした長さ 20.Ocmほ どの川原石が数点認められた。第 3石 と奥室

第 1石の上部の、前室と奥室の天丼石の境の空隙には 1辺 10,Ocmの断面方形の花南岩割石、長

さ 10.0～ 20.O cmの 川原礫数点、第 2石 と奥壁との上部空隙には 10.Ocm大の花南岩片の充填

が認められた。これらの石とともに多くの場合やはり花南岩の石屑が多量に詰められている。

(3)漆喰

詰め石とともに見られたのは、漆喰である。右側壁では奥室の第 1石と第 2石 と天丼石の間

に漆喰の充填、第 2石 と奥壁の接合部上方で 20,Ocmの 範囲にわたって斑状の漆喰の痕跡が認め

られた。また、奥室左側壁では第 1石と第 2石 と天丼石との空隙に 20.Omにわたって漆喰の詰

め込みが、またその下の第 2石中程の側片付近にも 30.Ocm範囲にわたって斑状の漆喰の痕跡が

認められた。同様に第 3石の奥壁寄りで天丼石との空隙には 2.0～ 5,O cmの漆喰の塊が残り、

また奥壁との上部空隙は花南岩屑と漆喰を詰め込んで塞いでいた。詰め石は前室と奥室の壁面の

隙間のあるところには上部下部を問わず行われているが、漆喰が使用されるのは奥室に限られ、

天丼石との空隙に塗りつけて塊となっているばかりでなく、下方では天丼より0.8～ 0,9m下

がった側壁と側壁の接合部を中心に塗布され、それより下には認められない。このことは側壁が

天丼より 1,1～ 1.2mでやや下窄みになり、平坦な内法面ではなくなっていることと合致する。

これ tよ撹乱以前の本来の床面高さを捉える根拠のひとつでもあろう。

(4)側壁・奥壁の石

石室の側壁・奥壁に用いられた石は表面が風化のため剥落する部分が目立つ。特に端部、隅角

の剥落は激しい。また土に埋まった側壁下部の表面は土を取り除くだけでも石の表面が土に付着

して剥がれる状態であった。したがって、顕著な加工痕を認めがたいが、図中に示した奥室の側

壁 。奥壁の下方の稜線以下は粗い叩きではないかと思われる。前室左側壁第 2石の上半部の割

取られた石には幅 10.Ocm単位の縦位の削り痕がある。この石の場合、既に述べたようにほかに
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比べて硬質であり、その分加工痕もよく留められているのであろうか。それほどではないが、前

室右側壁第 2石にも同様の加工の痕跡が上半部にかすかに認められる。右側壁第 1石では中央

に挟られたような陥没があり、これも加工の際の強い叩きの痕かも知れない。奥壁表面には横位

の筋目を挟んで中央は腹を張るように軽く盛り上がり、下方は天丼より 107mの ところで極端

に厚みを減じる。この石の場合はほとんど自然石をそのまま利用している。

以上、前後両石室を構成する石は、天丼石が 1石抜き取られて 2石、側壁各 5石、奥壁 1石であっ

た。扉石は扉受けがあるので、仮に石であれば、盗掘の際破壊されたと思われる。石室内に溜まっ

た盗掘撹乱土に紛れて面をなす凝灰岩の破片や石粒が出土しているので、あるいはそれらが扉石

の材であった可能性も否定できない。

(5)床石

奥室床面に石が敷き詰められていたかどうか、これも敷かれた原位置を保つ石は全く認められ

なかったから事実としては指摘できない。天丼より 1.4m下った面で平面の検出を終えることと

したが、前室から奥室にかけて最終的に幅 0.2m、 長さ 2.8mの小 トレンチを掘り下げ、攪乱の

及んでいる深さを確かめた。しかし奥室で最終確認面より深さ 0.15～ 0.2mに達してもまだ瓦

器片を含む混礫土であり、床石があったにしても、少なくとも中世に相当掘り返されて取り去ら

れたらしい。最終的に掘り下げた面ではもはや奥室側壁の石の下縁が一部露呈したことからする

と、仮に床石があるとしても床石の上に側壁が載るのではなく、両側壁で挟む形であったろう。

奥室から前室にかけて散乱した 5,0～ 45,Oclnの石は、中世の撹乱で当初の位置が乱されてい

るとはいえ、本来は床下の施設に用いられたと考えることもできよう。また、石室内に堆積した

Ⅱ層 〔(10)「石室内堆積土」参照〕や、既に試掘時点で確認した盗掘坑の埋め戻し土から流紋

岩の板石片が出土している。その中には端面や平面を加工した形跡のある破片もあり、隅角をつ

けている破片もあるので、奥室の敷石や側壁と床石、あるいは段差部分の詰め石などに用いられ

た可能性は高い。

(6)天丼石

天丼石は 2石を残すのみであるが、奥室 1石、前室は 2石の計 3石 (前室第 1石が左右両側

壁ともやや高く、この部分だけ庇のような天丼石を考えると4石)であったと思われる。残っ

た 2枚の天丼石の内法面はきわめて平滑である。前室の天丼石は長さ 162m、 幅 1,36m以上、

検出した最大の厚さは 0.8m。 前端面は垂直に立ち上がり、非常に平坦に仕上げられ、内法面

との角度は直角で、稜角は丸みをつけている。端面の高さtよ、045～ 0.53mである。正面か

ら見た場合、内法面はやや西に傾斜する。奥室の天丼石は長さ 2.47m以上で、小口は前室天丼

石より0.lm低 くしつらえ、その分だけ垂直で平坦な端面をなす。両天丼石の中央の間隙から

見た限りにおいては、奥室天丼石は内端部より北上がりの傾斜面となり、そこに前室天丼石の逆

傾斜面が載るが、左側壁上では両者の間に、試掘調査の段階で確認していた幅 3.Ocmほ どの隙間

が認められた。
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(ア )仕切石

前室の南側に設置された凝灰岩板石 2石の側辺を上にして、前室を東西に横断する形で立て

並べた石である。東側のものは幅 0.20m、 長さ 0,40m、 西側のものは幅 0.20～ 0.22m、

長さ 1.02mで ある。高さは遺構損壊のおそれがあったため、O.42mまでしか確認できなかった。

したがって少なくとも0,42m以上の立ち上がりがあると思われる。つまり、この仕切石は厚さ

0.20m、 幅 0.42m以上、長さ 0.40mと 1,00mの直方体の石材を長側辺を上にして立て並ベ

ているのである。後章の石材鑑定から使用された凝灰岩は二上山牡丹洞産 (東側石材)と鹿谷寺

産 (西側石材)と されている。

(8)砂とバラス

仕切石の北側は砂とその表面を覆うバラス (径 5.Ocm以 内の小礫)が敷かれ、バラスは仕切石

より奥室側 0.6mに及び、特に東半部に残っていた。その下の砂は仕切石より奥室側 1,lm、 つ

まり前室のほぼ中央付近まで認められ、ここから南の仕切石に向かって下方に傾斜する形で堆積

し、それより北側には及んでいない。この砂とバラスの上面は奥室側に向かって緩やかな傾斜面

をなしていた。しかし閉塞石上部から北側石室内に流れ込む盗掘の撹乱土 (Ⅱ 層)を除去して現

れたことからみて、これは撹乱によるものと思われ、本来は平坦な面であったろう。したがって

仕切石は北側に盛られた砂の崩れを防ぐための役目も果たしていたのではないかと考えられる。

砂の使用についてはフF水の便が考えられるが、地下を掘り下げて明確な施設を検出するに至らな

かった。

(9)礫敷

仕切石の南側、閉塞石北面までの間 0.8mの空間は長さ 10.Ocm以上の白っぱい川原礫をびっ

しりと敷き詰めた礫敷となっている。礫敷上面高さは仕切石上面から 5.Oclnほ ど低い。この面の

東壁際で須恵器四耳壷 (第 64図)が出土したが、底部以外は盗掘時の落下と思われる閉塞石の

一部 (長さ0.54m、 厚さ 0.2m)に より圧し潰されていた。またその西側では桂甲小札、素環鏡板、

鉄鏃などが出土し、一部は仕切石上面にも及んでいた。これらの鉄製品は礫敷や仕切石に銹着し

ているものも多く、礫とともに取り上げざるを得ない場合もあった。このような出土状態からみ

て須恵器壷・鉄製品類は葬送の時点で礫敷の上に置かれたものと考えられる。

(10)石室内堆積土

石室内には盗掘による撹乱土や流土が閉塞石上方から石室奥に流れ込むように堆積している。

最終的な石室内堆積土の上面は天丼石内法前端 (T.P,120,6m)か ら奥壁下部 (T.Rl19,2m)に

かけて傾斜面をなしている。最終的な検出面を掘り下げた T.P.119.Omの面より下にはまだ撹舌L

層が存在したが、それはもはや側壁の下端部に達して危険なため一部中央に南北のだヽ トレンチを

設けて確認したものである。石室内の堆積土は大きくみて I～Ⅳの 4層に分けられ、その上に

近世～近代の撹乱や埋め戻しと思われるV層が堆積している。

I層は石室に最初に溜まった、礫敷上面にのみ見られる土である。この上に覆われる形で須恵
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器壷や桂甲小札、鉄鏃など、土器。鉄製品が出土し、しかもそれらの遺物はすべて礫敷に密着し、

これより上位の堆積層にみられるような中世遺物は含まない。また閉塞石の一部が盗掘の際に須

恵器大形壼の上に落下したままになったことも幸いして、当初の副葬品の配置状況の一端がこの

ように比較的良好に留められることになったと考えられる。

Ⅱ層は、閉塞石を跨いで前室後方に流れ込む形で堆積する黒色を呈する比較的粘性のある上で

あり、仕切石を越えて北側では砂・バラス上面を覆う。この土からは漆塗籠格、亀甲繋文銀嵌大

刀柄頭、金銅装馬具や飾り金具、銀製帯金具、金糸、ガラス玉、須恵器、流紋岩質溶結凝灰岩板

石などの破片が、中世瓦器碗や土師器小皿とともに出土した。遺物の大半が出土した土層である。

Ⅲ層は、5層に細分される。Ⅱ層の上に堆積する土層 (第 198～ 200層)では、南の T,P,120.4

m付近より前室を経て、奥室前半に流れ込む形で大小の礫が多量に出土した。前室と奥室の境付

近では、この礫の混在する撹乱上が検出面より下にまだ深く及んでいる。奥室と前室の検出面の

下に設け、下層確認のための小 トレンチ (T.Rl19,0～ 1191m)で、その構成土のひとつであ

る第 200層から、礫に混じって瓦器片が出土している。Ⅳ層は最終的に石室を塞いでしまう土

で、 12層程度に分層される。黄色系の色調で混入する礫はⅢ層に比べて少なく、またⅢ層では

礫が南から北に傾斜するように流れ込む形をとっていたのに対して、この土層ではほぼ水平に近

い状態で出土する。Ⅲ・Ⅳ層では古墳に伴った遺物の出土はみられなかった。調査後、石室内の

土 (I～Ⅳ層)は、すべて水洗作業を行った。それによって漆塗籠棺、凝灰岩、花南岩などの細

片や屑が採取されている。しかしその大半はⅡ層を中心とするもので、この点では現地での作業

結果と矛盾しない。

以上の石室内堆積土を最終的に覆うのがV層である。35層ほどに細分されるこの一連の堆積

土は、TP,122.4mで耕土の下に数層を挟んで、版築状盛土を北から南へ削った斜面に盛り上げ

られた堆積状況を示している。TP 120.5mか ら 1208mに かけては 5,0～ 30.Omの礫を多量に

含む土 (第 171層 )がみられ、それらの礫と混在して近世の磁器碗 (第 63図 1)が出土している。

また試掘調査ではこの撹乱盛土中から板石 (榛原石)の破片が出土している。

このように 1層は最初の盗掘の影響を受けてはいるが、葬送時の副葬品配置の位置関係の一面

を比較的よくとどめた土層といえよう。それより上位に堆積する各層には、中世土器の細片に加

えて、近世の磁器碗や近代のガラス片、アルミ製リベットなどが混入する。したがって中世の盗

掘で荒らされて以降近代に至るまで、完全に埋まりきることなく開口状態が続き、それに伴う盗

掘のみならず農作業や開墾に伴う人の出入りがあった可能性がある。

5.閉塞施設 (第 60図 )

仕切石南辺より南へ 0.76mに築かれている。石室側壁第 1石の南に、南北の下場幅 1.4～ 15

m、 上場幅 1.1～ 1.2mにわたって積み上げられている。残存高は 08mで ある。これは外さ

れた天丼石の高さを考えると、その半分弱の高さにすぎない 4～ 5段が残った状態である。お

そらくは 6段程度はあったと思われる。そのうち盗掘の際に 6段 目は完全に取り外され、さら
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に西側では 4段目まで取り外されたようである。閉塞石北面は側壁第 1石と羨道との境に合わ

せている。積み上げた石の大きさは一定しているわけではないが、長さO.35～ 0.55m、幅 0.25

～ 0.40mの長手の自然石を中心に石室側と羨道入口側の両側から積み上げている。

最下段の基礎となる東西の列石は、北面の石室側についてみると長さ0.3～ 0.5mの石をほ

ば西半に横長に並べ、残った東壁との空間には同じ0.5mの石を今度は縦長に並べ、さらにそ

れらとの間に残った空間は0.3m程度の石を縦に充填しておさまりを調整している。さらに 2

段目には西半に長さ 0.9m、 高さ0.3～ 0.4mの横長の石を載せている。その結果東側の 2段

目の石との間に約 1 0cmほ どの高低差が生じるが、その差は 3段目に至って小振りの石を用いて

解消している。それより上位は外されて不明だが、東壁沿いには 2段の石積みが残っていて、

そのひとつがこれまた長さ0,6m以上の横長の石を用いている。つまり、基礎の石の上第 2段

以上の石組みはこのように横長の石とそれによって生じる左右の空隙を 0.3～ 0.4mほ どの石

で詰めて積み上げていく形をとっているようである。

閉塞施設南面は羨道の埋め石を外すことはしなかったので、基底の石まで詳細に観察できな

かったが、ほぼ同様の積み上げであった。これを南北方向の断面でみれば、基底は南北幅約 1.5

m、 それより上は幅約 0.5～ 0.6mの立ち上がりとなって、南北に裾拡がりの安定した形をとっ

ている。

閉塞は石積みだけでなく、以上の北面と南面からの石積みの間に褐色の粘土を段毎に詰め (第

239層 )、 そのうえ石積みの空隙に主に 5,0～ 10 0cmの小礫を充填し、石室を厳重に密封した

状況が窺われる。このように積み上げられた閉塞の一部 (長さO.60m大の石)が、盗掘によっ

て先ほども述べた北側の礫敷上に置かれた須恵器壷の上に落下したのである。

6.羨道 (第 64・ 62図 )

羨道を仕切石からとると約 6.Om、 仕切石南の礫敷の切れる位置、すなわち側壁第 1石南縁

から測れば約 5.Omと なる。羨道幅は北端で 1.5m、 入り口付近ではやや拡がり 1.6mを測る。

羨道部側壁の壁面は、石室側壁第 1石より南 3.5mにかけて小口積みとしている。その幅は0,35

～ 0.55m、 長さ 0.25～ 0.35mと 0.60m以上の二様の石を長辺を羨道の南北辺に直行する

形で用いて積み上げている。入り口付近では、石の長辺を羨道の南北辺に平行する形に積んでい

るものがある。壁面は垂直に立ち上がるが、第 2段テラスに当たる閉塞石部分両側の最も高く

積み上げてあるところでは、最上段の石が壁面より5.0～ 10.Ocm内側に迫り出している。

石積みは、閉塞石両側の第 2段テラスに当たる部分で 6～ 7段、閉塞石南面より 1.2m以南

の第 1テラスに当たる部分では 3～ 4段で、それより南の入り口に向かっては 1～ 2段と考え

られる。前室天丼内法面の高さを考慮すると、第 2段テラスに当たる部分の羨道壁面の石積み

上面は数石外されてしまっているものの、6～ 7段であったと思われる。

羨道側壁は側面では、石室側壁第 1石南面から2.3mの ところに墳丘第 1段テラスから第 2

段に立ち上がる傾斜変換点がくる。傾斜角は 14°程度である。それより南入り口に向かう2.5m
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第61図 羨道埋甕出土状況平面図
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断面図 (1/20)



第62図 羨道西側埋甕内須恵器高杯発見状況平面図・断面図 (1/50)
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第63図 石室内および墳丘撹乱土出土土器実測図 (1/4)

以

札 ヒ___ピ 髯

Ⅷ

廊 (

は

黍

第64図 礫敷上出土須恵器四耳壼実測図 (1/4)

が第 1段テラスとなるが、変換点から 1.Omく らいのところも南に向かって 5～ 6°の傾斜がみ

られる。

閉塞石より南は羨道入り口にかけて現耕土直下に褐色系の粘質土が全体に堆積していた。閉塞

石を覆う盗掘に伴う攪乱土 (第 206層 )を除くとこれらの埋積土が露呈し、南北 1.7mに わたっ

て掘り下げた範囲で第 209層から第 237層を区別した。この埋積土の下でtよ羨道壁面や閉塞

石にもみられた長辺 030～ 0.50m中心とする礫がほぼ全体にわたって出土した。羨道部をま

ずこれらの石で埋め、さらにその上から上記の 29層におよぶ粘質土を積み、羨道部を入り口ま
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0                             20cln

羨道出土須恵器甕実測図 (1/4)
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0                                        20cm

第66図 羨道出土西側埋甕内発見須恵器無蓋高杯実測図 (1/4)

で完全に塞いだようである。しかし第 1段テラス部に相当する羨道の東半部には、これらの石

がみられない 0.5m四方の空間が認められ、代わってここには 5.0～ 15.Oclnの 礫を敷き詰めて

いた。この礫敷の上面の高さは T.P,119.lmである。

礫面より0,4m上では礫面の空間のやや南寄りの東壁際で須恵器甕体部上半が土圧で圧し潰

れた状態で検出された。さらにこの甕の西側の壁際でも同様の甕が完形でやはり埋め置かれた状

態で出土した。いずれの甕も穴を掘ってそこに埋めるというものではなく、羨道を埋めていく過

程で立て置かれた状態であった。東側の甕の底面高さは T,R121.5m、 西側のそれは T,P,121.46

mである。それに相対する西側石の上面と比べて低く、また西側の甕の口縁部上端が後世の耕作

土下面にあたっていたが、西側ではそれよりさらに深く耕作土が及んでいた。これらの甕の残存

状態とその高さからみて、西側甕口縁部上端とこの甕が接する羨道部西側壁上面がほぼ同一の高

さであり、かつその西側壁上面が墳丘第 1段のテラス面とも高さが等しいから、検出された石

積み上面の高さが当初の高さを保ち、同時にテラス面の高さでもあったであろう。

西側の甕には高杯 4個体が横重ねで納められていた。甕の底面から上に向かって高杯 4→高

杯 2→高杯 1→高杯 3(第 66図 )と重ね、口縁部に打ち欠きある高杯 (同図 1・ 2)をそうで

ない高杯 (同図 3・ 4)で上下からはさむ形をとり、脚部でかさなるように積み重ねられている。
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第67図 第 6～ 8・ 23・ 24ト レンチ出土土器実測図 (1/4)

甕の内部全体に黄色土が充満していた。

フ.出土遺物

シシヨツカ古墳からの出土遺物は、盗掘により撹乱され破砕された断片となっているが、葬送

儀礼に伴って配置された状態を比較的乱されることがないまま残ったものも若千あり、それ以外

には周溝の埋積土より出土した遺物がわずかにある。

土器類では須恵器四耳壷、羨道部の須恵器甕、須恵器高杯などがあり、装身具ではガラス玉、

金糸、垂飾部品、銀製帯金具、指環、武器では大 (小)刀、刀子、鉄鏃、刀装具では大刀象嵌柄

頭、同鞘尻金具、責金具、柄巻など、武具では推甲小札類、馬具では鞍金具、轡、鐙、杏葉、雲

∞屠
卦
40

季
41
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第69図  第 6ト レンチ南端撹乱部出土土器実測図 (2)(1/4)

珠 。辻金具、その他の金属製品、容器では漆塗籠棺がある。また埋葬施設の材として特徴的に利

用された流紋岩質溶結凝灰岩 (榛原石)がある。

(1)土器 (第 63～ 69図・表 6～ 11)

土器は、閉塞石から前室にかけて堆積した攪乱土 (第 198～ 207層 )出土の中世土器、須恵

器、前室礫敷上面出土須恵器壷、羨道に埋められた須恵器甕とその 1点に納められた高杯がある。

その中で礫敷の壷、羨道の甕そして甕の中に納められた高杯などは出土状態から、この古墳の葬

送礼に伴って用いられた土器である。また、外部では南北 トレンチや東西 トレンチの周溝堆積土

出土土器、石室盗掘坑堆積土出土土器などがある。

ゝ

比
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表 6 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (1)

図
号
挿
番 器 種 出 土 個 所 層位ほか

法    量 (cm)
特 徴 時  期

口径
底径
(高台径)

器高 ０
他

第
６３
図

l 磁器碗
6ト レンチ前室
上撹乱部

第180
181層

同花文染付碗。畳付無釉。波佐見窯系。 17世紀

2 瓦器碗 力
�
レ
新６閉

第207層 l■2

小さい底部からやや内彎気味に薄い器壁の口縁部がのびる。
端部はわずかに外反し、わずかに内端面をなし細い圏線がめ
ぐる。内底面から口縁部内面にかけて粗いミガキが連弧状に
施されている。底部外面の高台をわずかに残す。炭素吸着は
全面に及ばない。

大和型Ⅲ
‐E

3 瓦器小皿
6ト レンチ
閉塞石北側

第207層 11
平たい底部から厚みのある口縁部が外斜方にのび、端部を九
く仕上げる。口縁部ヨコナデ。底部外面指オサエ。

13～上4世
紀

4
器
皿
師
小
土 チ

レ帥
６
羨 第207層

平坦な底部から短く細い口縁部が外反して立ち上がる。口縁
部ヨコナデ、内底面ナデ、底部外面指オサエのまま。

13世紀

5
器
皿
師
小
土 力
糊
�
鍋
６

閉 第207層
丸みのある底部から回縁部がなめらかにのびる。口縁部ヨコ
ナデ。口縁端部に媒痕あり。

13世紀

6
土師器
小皿 力
潮
レ
新
６

閉 第207層

丸みのある底部からやや内警気味に口縁部が立ち上がる。口
縁部から底部外面に至るまで横方向に密にヘラミガキを重ね
る。内底面のみナデ、一部口縁部からのミガキ。口縁端部に
媒痕あり。

13世紀

7

須恵器
台付重
裾部 力捌
レ
新
６

閉 第207層

裾部上方で段をなし、あまい凸帝が巡り、下方は底部に向かっ
てなだらかに下る。底端面は平坦に接地面となる。凸帯より
上に浅い沈線が巡る。この沈線とその上にもう 1本の浅い沈
線があり、この 2本の沈線の間に高い二等辺三角形の透かし
窓が切つてある。内外面回転ナデ。外面暗灰色、内面灰色、
断面は内部が赤紫色のサンドイッチ状を呈する。胎土には白
色微砂粒を多量に含む。

8
童
小
部

器
ち
は
縁

恵
持
た
口

須
子
ま
壷 ”翔

６

閉 第207層

ゆるやかに斜方にのびる口顕部。回転ナデ。外面暗赤紫色で
暗緑色の釉がかかる。内面は暗緑色の釉が全体にかかる。断
面は赤紫色。

9
須恵器
高イ裾部 力柳
呼
新
６

閉 第207層
端部上下に拡張して稜角をなすが、上端は鋭い。内傾する内
側はやや凹面となる。外面灰色、断面は赤紫色を呈する。

10
須恵器
高イ裾部 力柳
彫
新
６

閉 第207層

端部は上下に拡張し、両端が稜角をなす。端部は外傾して凹
面となり、内面も,喪い四面となる。回転ナデ。外面艶のある
黒色、内面灰色、断面赤紫色で、胎土には白色微砂粒、黒色
粒を含む。

11
須恵器
高杯裾部 力潮
レ
新
６

閉 第207層

外下方に拡がる裾部で、端部は上下に拡張し、両端は稜角を
なす。外端面は内傾して浅い凹面となる。回転ナデ。外面艶
のある黒色、内面灰色、断面は内部が赤紫色となるサンドイッ
チ状を呈する。白色微砂粒、黒色粒を含む。

12
須恵器
高杯裾部

6ト レンチ
閉塞石北側

第207層

瑞部は上限に拡張し、両端は鋭い稜角をなし、タト端面はやや
内傾して浅い凹面となる。回転ナデ。外面灰色で、灰かぶり
がある。内面灰色、断面は内部が赤紫色のサンドイッチ状で
ある。白色微砂粒を含む。

第
６４
図

須恵器
四耳壷

6ト レンチ
閉塞石北側
礫敷上面

第280層

体部
最
大径
5140

口顕部はやや外反気味にのび端部にかけてやや肥厚する。端
部はわずかに内傾し上下に拡張し、よってその内側には浅い
凹状の端面を得る。肩部は内彎して体部に至り、体部はやや
突出する丸底の底部に向かってさらに内彎して下る。体部最
大径は器高全体の半ばやや上にある。基部の少し下の肩部に
先端が下に向く鈎形の把手が付く。把手が残存していたのは
2個所であつたが、同じ高さのほかの位置で把手が剥離した
わずかな痕跡がかろうじて認められ、それを考慮して本来 4
カ所に取り付けられていたとして復原した。内面は日縁部か
ら基部上端まで回転ナデ、それより下方底部に至るまでは同
心円タタキを施す。外面では口縁部は横方向のカキメ、肩部
から底部にかけては全面タタキである。上半は平行タタキ、
中位以下は格子タタキである。その後顎部から底部の上まで
横方向のカキメで、底部にはカキメを施さない。口縁部から
外面肩部にかけて灰被りの痕跡がある。底部外面には径 ■ 5
～ 12 0cmの 円形の分害」圏線の形で焼き台の痕跡が底部中心を
巡って 3個所にある。底部外面・内面にはこの重が出土した
礫敷きに置かれていた鉄製品 (多 くは性甲小札)の破片や錆
が銹着している。内面では底部が淡青色、底部より上は灰色、
外面では口縁部～肩部が青灰色、肩部から底部上までが暗灰
色、底部は淡青灰色。断面は内部が赤紫色となるサンドイッ
チ状を呈する。

匂邑 Ⅱ
1

第

６５

図
1 須恵器甕

6ト レンテ羨道
言卜西側

羨道部埋
土

体部
最大
径
3840

腰高の張りのある体部に外上方にのびる口顎部がつく。肩の
張りが一方に偏し全体としては不均斉な器形である。口縁端
部は肥厚し、下端は若千垂れて稜をなし、上端は外側に軽い
斜めの端面をなす。肩部は大きく内彎して体部上半をを形作
る。体部最大径は器高全体の半ばやや上にくる。その位置か
らほぼ直線的に底部に下った後、底面より4cm上でやや屈曲
する形で丸底の底部に至る。顕部から基部にかけて縦方向の
沈線 2本からなるヘラ記号がある。口縁部内外面を回転ナデ
により仕上げる。内面では頸部下にも及んでいる。外面は基
部から底部に至る全面を平行タタキ、先ほどの底部との屈曲
部まではタタキの後、横方向のカキメで調整する。内面では
頸部下から底部まで同心円タタキを施す。内面は灰色、外面
は口縁部～体部下半が暗灰色、肩部～底部が青灰色、断面は
灰色である。

Ｉ

５

口日殉

４
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表 7 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (2)

図

号

挿

番
器 種 出 土 個 所 層位ほか

法    量 (cm)
特 徴 時  期

口径
底径

(高台径 )
器高 ０
他

須恵器奏
6ト レンチ羨道
部東側

羨道部埋
土

466

体部
最大
径
4930

ほぼ球形の体部に直立気味に立ち上がる顎部そして外反する
口縁部がつく。口縁端部は肥厚し上下に拡張して、特に下縁
は斜め下に突出する稜をなす。曰縁部内外面は回転ナデ調整。
内面は頭部以下底部まで同心円タタキであるが、底面より10
cm上位のあたりから別のタタキ具を用いたためか弧線の間隔
が広い同心円となり、施し方も粗い。底面より165～ 17 0cm
付近では横方向のナデ調整。外面は頸部以下底部に至るまで
格子タタキである。その後頚部から肩部そして体部下半には
細い工具による部分的なスリ消し状のナデ、底部にはそれよ
り密に同様のナデが、さらにこれとは別に体部最大径の位置
より下半にかけて横方向の板状の工具を用いた強いナデ痕が
認められる。上位のものは 1～ 2mmと 幅狭、下位のものは 3
～ 5mmと 幅広である。内面は暗青灰色、外面は全面青灰色で
あるが、日縁部から体部下半にかけてにぶい赤紫色を呈する。
断面は外面にみられたにぶい赤紫色と同様の色調である。

匂邑Ⅱ
4 5

第
６６
図

1

須恵器
無蓋
長脚高杯

第65図 1甕内 脚高
1450

深みのある椀形の杯部に細長い脚が付き、裾拡がりの端部が
段をなす。2段 3方の透かしがある。杯部外面に2条の凸線
が巡る。上下の凸線を整形した後、3本程度の細いヒゴ状の
工具の先端で、右上から左下にかけて長さ 15～ 2 1cmの斜行
線を描く。描き始めは強く山形をなし、左下へ斜めに長く引っ
張り、これを相次いで連続させる。工具を器表面から離さず
次の単位に続けるため、部分的に重複する部分がある。脚部
は上下の透かし窓の間に凹線が 2条巡る。下段の透かし窓の
下縁に凹線の名残と思われる浅い沈線様のナデ痕が認められ
る。窓の切り取り幅は4～ 10mmの範囲で、下段窓の下縁が最
も幅広となる。不部に上縁 8 3cm、 高さ3 3cmの半円状の焼成
後の狭りがある。内面杯部は淡青灰色、脚部は淡灰色、外面
淡灰色、断面灰色。杯部から脚部下方にかけて薄い暗緑色の
釉がかかる。胎上には白色微砂粒を含む。

陶邑Ⅱ‐4

2
須恵器
無蓋
長脚高杯

第65図 1甕内 217
一島
６０

脚

１６

深みのある椀形の杯部に細長い脚が付き、裾拡がりの端部が
段をなす。2段 3方の透かしがある。杯部外面に2条の凸線
が巡る。上下の凸線を整形した後、3本程度の束ねた細ヒゴ
状の工具の先端で右上から左下にかけて 15～ 2 0cmの斜行線
を描く。描き始めは強くやや深く押さえて小さい山形をなし、
それから斜め左下へ長く引つ張る。これを連続して施す。脚
部は上下の透かし窓の間と、下段の透かし窓の下縁の位置に
四線が巡る。透かし窓の切り取り幅は3～ 10mmで下段下端が
最も幅広い。不部は半円状に2段にわたって狭られている。
上段の縁幅はほぼ直径に等しく、下段の幅は 10 8cm、 高さは5C
cmを 測る。内面杯部は淡灰色、脚部は淡灰青色、外面は暗灰
色～淡灰色、断面は内部暗灰色、外面灰色のサンドイッチ状
である。

陶邑Ⅱ -4

3 鶴鑑軸
第65図 1奏内

一島
５０
脚
１５

深みのある椀形の杯部に細長い脚が付き、裾拡がりの端部が
段をなす。2段 3方の透かし窓がある。郭部外面に2条の凸
線が巡る。その上下の凸線を整形した後、3本程度束ねた細
ヒゴ状の工具の先端で右上から左下にかけて長さ10～ 1 6cm
の斜行線を連続して描く。ただし描き始めの3本のヒゴの先
端の痕跡があきらかな部分と簡略された浅い 1本の描き始め
の線のみみられる部分がある。また器表面から離さず続き描
きするところもある。脚部の上下の透かし窓の間に凹線が 2
条、下の透かし窓の下縁の位置に1条巡る。窓の切り取り幅
は 3～ 6mmで下段下縁が最も幅広である。内面不部は灰色、
脚部は淡灰色、外面は灰色～淡灰色、断面は淡灰色で、全体
的に白色微砂粒を含み、2～ 3mmの礫粒も若干混じる。

陶邑Ⅱ -4

4
須恵器無
蓋
長脚高杯

第65図 1奏内 203 脚高
1640

深みのある椀形の不部に細長い脚が付き、据拡がりの端部が
段をなす。2段 3方の透かし窓がある。郭部外面に2条の凸
線巡る。上下の凸線を整形した後、3～ 4本に束ねた細ヒゴ
状の工具の先端で、右上から左下にかけて 15～ 2 1cmの長さ
の斜行線を連続して描く。描き始めは強く小さい山形をつく
り、左下へ斜めに長く引つ張り、これを相次いで施す。しか
し全体としては斜行線は浅く、強く撫でたような印象を受け
る。脚部は上下の透かし窓の間に凹線 2条、下の透かし窓の
下縁やや上に 1条巡らせる。窓の切り取り幅は4～ 9mmで、
下の窓の下縁が最も幅広である。内面は淡青灰色、外面は淡
赤紫色、断面は暗赤灰色で、不部より裾部にかけて濃い緑色
のTHがかかる。

陶邑Ⅱ -4

第
６７
図

1
土師器
小皿
6ト レンチ北側
周溝

第14～ 7層 i巴厚する口縁部が直立気味に立ち上がり、深みのある器。 14世紀 ?

2
土師器
小皿

6 トレンテ北側
周溝

嗚
層

６３

９９

第
口縁部 1段ナデ。端部外面ナデにより軽い面をなす。

12世紀後
半～X3世
紀中頃

3
瓦器碗
底部

6 トレンチJと側
周溝

媚
層

６３

９９

第
内底面に格子状暗文。高台は低い三角形断面。 Ⅱ 2～ 3

4 瓦器碗
6 トレンチ北狽1
周溝

第14～
17層

浅い器で、底部外面に高台の名残の細い粘土紐の貼り付け
内面に渦巻状の粗いミガキ。

Ⅳ l～ 2

5
土師器
高杯脚部

7ト レンチ東側 第47層
ヘラケズリにより断面人角形となる大い軸をなす面取り高
杯 。

平城Ⅲ

6
須恵器
杯蓋
7ト レンチ東側 第56層 比較的平たい天丼部。回転ヘラケズリ、未調整。

7
土師器
小皿

7ト レンチ東側 第47層 回縁部立ち上がりほとんど目立たない円板状の器。 中世

8
瓦器碗
口縁部

7ト レンチ東側 第47層 器壁の薄い器。内面は口縁端部に至るまで横方向に密にミガ
キ。 Ⅲ
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表 8 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (3)

図

号

挿

番 器 種 出 土 個 所 層位ほか
法

特 徴 時 期
口径
底径

(高台径 )
器高 つ
他

9
瓦器碗
口縁部

7ト レンチ東側 第47層
器壁の薄い器。内面は口縁端部に至るまで横方向に密にミガ
キ。

Ⅲ

土師器
篭裾部

7ト レンチ東側 第51層
外面維方向の細かいハケメ。内面はハケメの後ナデ。底端面
はナデ。

3世紀代

11
須忘器
杯身
7ト レンチ西側 第64層 口縁端部丸く、立ち上がりは短く内傾する。 陶邑15

12
土師器杯
口縁部

8 トレンチ東狽J 第34層 内傾し上端面をなす器。杯または皿か。調整不明。
平城Ⅱ～

Ⅲ

13
土師器
郭口縁部

8ト レ ンチ東側 第43層 内傾し上端面をなす器。杯または皿か。調整不明。
平城Ⅱ～

Ⅲ

14

須恵器
長顎重
頭部

8ト レンチ東側 第43層 回転ナデ調整
陶邑Ⅲ～

V

15 鞘鵬
8ト レンチ東側 第34層 甕 Bの把手。

7世紀後半
～8世紀代

土師器
斐口縁部

8ト レンチ東側 第43層 くの字形に短く斜方にのびる口縁部をなす。調整不明c

17
須恵器
郭蓋
8ト レンチ東側 第43層

天丼部丸みがあり、端部は内側に面をなす。天丼部はヘラキ
リのまま。

陶邑Ⅱ 6

器
蓋
恵
郭
須

トレンチ戻狽1 第34層 端部がやや内側へ屈曲する 陶邑Ⅳ 2

須恵器
ITN身底部

8ト レンチ東側 第43層 底部端やや中心寄りに低い高台がつく
陶邑Ⅳ 3
～ 4

須恵器
不身底部

8ト レンチ東側 第43層 底部端に中央寄りの高台がつく
∽邑Ⅳ 2
～ 3

器
身
恵
杯
須

8ト レンチ東側 第43層 底部端から中心寄りに高い高台がつく
陶邑Ⅲ 3
～Ⅳ 2

須恵器
郭身

8ト レンチ東狽I 第43層 151
４０５

・
４‐５

口縁端部丸く仕上げ、やや中央各りにハの字形の高台がつく。
底部外面回転ヘラケズリ。

陶邑Ⅳ 2
～ 3

須恵器無
蓋高不
口縁部

8ト レンチ東狽1 第43層 無蓋高杯。体部外面に文様なく上条の突線巡る。
陶邑12
～ 5

須恵器奏 8ト レンチ東側 第43層
ゆるやかに外反する国縁部、端部は内側に稜、
なす。体部外面平行叩き、部分的に櫛目調整。
叩き後ナデ。

を
弧
面
円
端
面
上
内
た
部
ま
体 陶邑Ⅲ 2

～Ⅳ 2

攀醐
8ト レンチ東狽」 第43層

ゆるやかにタト反する国縁部で、端部が内側に巻き込み、外端
面をなす。

陶邑Ш～

Ⅳ■

須恵器
平瓶把手

8ト レンチ東側 第34層 lth面は四角形に面黒り。
陶邑Ⅲ～

Ⅳ

碗
部
器
底
瓦

8ト レンチ東側 第34層 わずかに高台をとどめる器壁の薄い器。調整不明。
後
世

世

一
初

‐３
半
紀

瓦器碗
底部
8ト レンチ東側 第25層 わずかに高台をとどめる器壁の薄い器。調整不明。

13世紀後
半～14世
紀初

磁器碗 8ト レンチ東側 第34層 青磁碗。波佐見窯系。 18世紀

磁器碗 8ト レンチ東側 第34層 染付碗。波佐見窯系。 18世紀

須恵器
壼底部
8ト レンチ西側 第31層 幅広の高台がハの字形につく。内端面が接地面となる。

陶邑Ⅳ～

V
瓦器碗
口縁部

8ト レンチ西側 第31層
外面口縁部のヨコナデ範囲広く、口縁部以下は指オサエのま
ま。内面粗く疎らにミガキ。

Ⅲ‐3～ Ⅳ 3

瓦器碗
口縁部

8ト レンチ西側 第31層 内底面に粗いミガキ。 Ⅲ 3～ Ⅳ 3

土師器
小皿
口縁部

8 トレンチ西側 第31層
やや肥厚する口縁部をなす、いわゆる「へそ皿Jに みられる
もの。

15世紀

土師器
小皿
8ト レンチ西側 第30層

口縁部は底部からゆるやかに外斜方にのび、端部は丸くおさ
める。

13世紀

土師器
小皿
8ト レンチ西側 第31層

口縁部は底部からゆるやかに外斜方にのび、端部は九くおさ
める。

世紀

瓦器碗
口縁部

23ト レンテ 第5～ 10層 勺面に大く粗いミガキ。
Ш 3～
Ⅳ 3

器
蓋
恵
イ
須

24ト レンチ 第 8層 114 勺面のかえりは口縁端部より下方に張り出す。 陶 邑 Ⅲ ■

器
蓋
恵
イ
須

24ト レンチ 第 8層 天丼部平らに近く、端部の屈曲はゆるやか。 陶邑Ⅳ 3

器
蓋
恵
不
須

24ト レンチ 第 8層 殉面の小さいかえりが口縁端部より下方に出る。
陶邑Ⅲ■
～ 2

器
蓋
恵
郭
須

24ト レンチ 第 8層 内面の小さいかえりが口縁端部より下方に出る。
陶邑Ⅲ■
～ 2

器
身
恵
不
須

24ト レンチ 第 8層
体郡丸みをもつがやや扁平気味。内傾する短い立ち上がりを
もつ。底部外面はヘラケズリ

陶邑15

須恵器
重回縁部

24ト レンチ 第 8層 外反する口縁端部が肥厚し下方に短く伸びる。
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図
号
挿
香

器 種 出 土 個 所 層位ほか
法    量 (cm)

徴特 時 期
口径
底径
(高台径)

器高 ０
他

第
６８
図

土師器
杯身
6ト レンチ南端第２７０．鵜

口縁部が底部から九みをもって斜上方に立ち上がる杯 A。 端
部は軽く巻き込み、内狽1に沈線が巡る。底部外面はヘラケズ

隻:口
縁部以下底部までヨコナデ。口縁部内面に斜放射状暗

平城Ⅱ～

Ⅲ

土師器
杯身
6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
一 曇系譜ダ

底部から丸みをもって斜上方に立ち上がるイ A。 調 平城 I～
V

器
身
師
杯
土

トレンチ南端第２７０．凝
口縁部が底部から丸みをもって斜上方に立ち上がる杯 A。 調
整不明。

平城I～
V

土師器皿 6ト レンチ南端第２７０．凝
口縁部が底部から丸みのもって斜上方に立ち上がる郭 A。 口
縁端部の肥厚小さく目立たず。内外面ヨコナデ。

平城Ⅲ一
V

土師器碗 6ト レンチ南端 第273層 内彎する弧を描いて立つ口縁部をもつ椀 C。 端部内端面をな
す。国縁部ヨコナデ、以下は指オサエ。

平城Ⅲ～
V

土師器椀 トレンチ南端
Я箸270
～276層

内彎する弧を描いて立つ回縁部をもつ椀 C。 端部内端面をな
す。国縁部ヨコナデ、以下は指オサエ。

平城Ⅲ～
V

土師器椀 トレンチ南端
力寺Z7ё
～́ 276'薯

内彎する弧を描いて立つ口縁部をもつ椀 C。 端部内端面をな
す。調整不明。

平城Ⅲ～
V

土師器椀 6ト レンチ南端 第273層 内彎する弧を描いて立つ口縁部をもつ椀 C。 端部内端面をな
す。日縁部ヨコナデ、以下はヘラケズリ。

平城Ⅱ～
V

土朧 椀 6ト レンテ南端 Я
雪270
～ 276層

内彎する弧を描いて立つ口縁部をもつ抗 C。 端部内端面をな
す。国縁部ヨヨナデ、以下は指オサエ。

平城Ⅲ～
V

土師器皿 6ト レンチ南端
身守270
～ 276層

ゆるやかに外反し端部をやや内傾気味に丸く仕上げる皿 A。
調整不明。

平城Ⅲ～
V

土師器皿 6ト レンチ南端 身
署270
～ 276層

ゆるやかに外反し端部をやや内傾気味に九く仕上げる皿 A。
調整不明。

平城Ⅲ～
V

器
蓋
師
杯
土

6ト レンテ南端 第273層 天丼部から滑らかに下る端部を九く仕上げる不Bの蓋。 平城 I～
V

土師器皿
口縁部

6ト レンチ南端 第273層 内彎して立ち上がる口縁端部をもつ皿 Aか。端部は内傾し、
外端面をなす。内外面ヨヨナデ。

平城Ⅳ～
V

土師器郭
または皿
口縁部

6ト レンチ南端 第272層 底部から内彎して立ち上がり、国縁部は弧を描いて外反し、
端部内側に九める杯 Aま たは皿 A。 口縁内面に放射】犬暗文。

平城Ⅲ～

V
土師器杯
または皿
口縁部

6ト レンチ南端 第272層 底部から内彎して立ち上がり、口縁部は弧を描いて外反し、
端部内側に丸めるイ Aま たは皿 A。 調整不明。

平城Ⅳ～

V
土師器
杯身
口縁部

6ト レンチ南端 第272層 底部から内彎して立ち上がり、口縁部は弧を描いて外反し、
端部内側に九める杯 Aま たは皿 A。 調整不明。

平城Ⅳ～

V

土師器甕
口縁部

6ト レンチ南端 第272層 くの字形に外反する国縁部をもつ奏。口縁端部をわずかに巻
き込み外端面をなす。内面に横方向のハケメ、外面ヨコナデ。

半
前
後
紀
紀
世
泄
・８半

土師器奏
口縁部

6ト レンチ南端
層

７０

２７
勉
一

くの字形に外反する国縁部をもつ甕。口縁端部をわずかに巻
き込み外端面をなす。内面に横方向のハケメ、外面不明。

7世紀後半
～8世紀代

土師器甕
口縁部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
一

くの字形に外反する国縁部をもつ奏。口縁端部をわずかに巻
き込み外端面をなす。調整不明。

7世紀後半
～8世紀代

土師器奏
口縁部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
一

くの字形に外反する口縁部をもつ甕。口縁端部をわずかに巻
き込み外端面をなす。調整不明。

7世紀後半
～8世紀代

土師器甕
口縁部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
勉
一

くの字形に外反する口縁部をもつ奏。口縁端部をわずかに巻
き込み外端面をなす。調整不明。

7世紀後半
～8世紀代

絡
部
藍
縁
却
口

6ト レンチ南端
第270～
276層

くの字形に外反する口縁部をもつ甕。口縁端部を内へ折り曲
げる。調整不明。

7世紀後半
～8世紀代

上師器賓
口縁部

6ト レンチ南端 第273層 くの字形に外反し、口縁端部の内側への巻き込みが目立たず、
小さな外端面をなす。口縁部内外をヨコナデ。

～ 9世紀

膊
脚
却
口

6ト レンチ南端第２７０．凝
くの字形に外反し、口縁端部の内側への巻き込みが目立たず、
小さな外端面をなす。口縁部内外をヨコナデ。

～ 9世紀

土師器霊
口縁部

6ト レンチ南端 第273層 くの字形に外反し、口縁端部の内狽Iへの巻き込みが目立たず、
小さな外端面をなす。調整不明。

～ 9世紀

鞘麟
6ト レンチ南端 第273層 132 胃の張った体部に直立する短い口縁部がつく重 A。 口縁部内

外面ヨコナデ。ほか調整不明。
平城 Ⅱ

土師器
重底部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
一

低い高台がつく壼Aの底部。外面に横方向のヘラミガキ残る。平城 I

土師器
壼口縁部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
幾
一

体部から直立気味に立ち上がり口縁端部は外反し、上に軽ψ
端面をなす。口縁部内面ヨコナデ。ほかは調整不明。

7世紀後半
～8世紀代

器
手
師
把
土

6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
一

重または甕 (鍋 )三角状把手。 〕世紀代

土師器
羽釜鍔部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
効
”

口縁部下に水平につく鍔部。
7世祀後半
～8世紀中
頃

土師器羽
釜口縁部

6ト レンチ南端 第273層 外反する口縁部下に鍔がつく。
半
中
後
紀
紀
世
泄
・８頃

土師器羽
釜口縁部

6ト レンチ南端
旧耕土
攪乱盛土 羽金の外反する口縁部。

7世紀後半
～ 8世紀
中頃

土師器甕 6ト レンチ南端第２７０．雛
球形の体部から口縁部が直立気味に立ち上がり、端部は軽く
外反し小さく丸める。顎部内外面はヨコナデ、体部は指オサ
エの後、ナデ。

7世紀前半
～8世紀代

表 9 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (4)
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表10 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (5)

図

号

挿
番 器  種 出 土  個  所 層位ほか

法   量 (cm)
特 徴 時 期

口径
底径
(高台径)

器 高 御
他

須恵器
杯蓋

6ト レンチ南端 第273層 144 端部は内方へ屈曲させている。
陶邑Ⅳ■
～ 2

須恵器
杯蓋
6ト レンチ南端第２７０｛孵

端部は内方へ屈曲させている。
陶邑Ⅳ■
～ 2

須恵器郭
蓋口縁部

6ト レンチ南端 第273層 端部は内方へ屈曲させている。
陶邑Ⅳ l
～ 2

須恵器郭
蓋口縁部

6ト レンチ南端 第273層 端部は内方へ屈曲させている。
陶邑Ⅳ l
～ 2

須恵器イ
身口縁部

6ト レンチ南端 層

７０

２７
勉
一

逆ハの字形に外反する口縁部。
陶邑Ⅲ 3
～Ⅳ

須恵器
郭身
6ト レンチ南端 第273層

ゆるやかにS字形を描いて外反する口縁部。底部端やや内狽I
に幅広の高台がつき、内端面で接地する。底部外面回転ナデ
の際に工具があたつた痕跡あり。

匂邑Ⅳ 3

須恵器
杯身

6ト レンチ南端 第273層
逆ハの字形に外反する高い口縁部。比較的高く細い高台が底
端部付近につく。

陶邑Ⅳ 3
-4

須恵器
杯身

6ト レンチ南端 第273層 100
やや内彎気味に立ち上がる口縁部。底端部に低い幅広の高台
がつく。

陶邑Ⅳ 3

須恵器
杯身

6ト レンチ南端
身守270
-276)署

逆ハの字形に外反する国縁部。底端部よりやや中心寄りに低
い幅広の高台がつく。

陶邑Ⅳ l
～ 2

須恵器
郭身
6ト レンチ南端

第273
～275層 直線的に外反する口縁部。やや幅の狭い高台が底端部につく

陶邑Ⅳ‐3
^ヤ 4

須恵器
杯身
6ト レンチ南端

０”
層

第
２

やや内彎気味に外斜方へのびる口縁部。底端部に直立する幅
広の高台がつく。外端面が接地面となる。

陶邑Ⅳ 3
～ 4

器
身
部

恵
杯
底

須
6ト レンチ南端 第273層

底端部近くに幅広の低い高台が逆ハの字形につく。接地面は
ほぼ平坦。

陶邑Ⅳ 3
ヤヽ4

須恵器
杯身
口縁部

6ト レンチ南端
身与270
-276)蕃 逆ハの字形にゆるやかに外反する口縁部。 陶邑Ⅳ

審勒聰
6ト レンチ南端

身子270
-276)蕃 逆ハの字形にゆるやかに外反する口縁部。 陶邑Ⅳ

須恵器
杯身
口縁部

6ト レンチ南端
第270～
276層

内彎気味に立ち上がる国縁部。 陶邑Ⅳ

須恵器
杯身
口縁部

6ト レンチ南端
第271
272  276
289'唇

111 3字形のカーブを描いて外反する口縁部。
陶邑Ⅲ 2
～Ⅳ

須恵器
不身底部

6ト レンチ南端
第270～
276層

氏端部に低い幅広の高台が逆ハの字形につく。内端面が接地
面となる。

陶邑Ⅳ‐3
～ 4

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
第270
-‐ 276層

直立気味に立ち上がる体部。底端部やや中心寄りに幅広の高
台がつく。接地面は平坦面をなす。

陶邑Ⅳ‐2
-3

器
底
恵
身
須
郭

6ト レンチ南端 第273層 l14 式端部よりやや中心寄りに幅広の高台がつく。接地面は平坦
面をなす。

陶邑Ⅳ 2
～ 3

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
第270
～276層

表端部よりやや中心寄りに幅広の高台がつく。接地面は平坦
面をなす。

陶邑Ⅳ‐2
～ 3

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
０．
層

第

２

式端部よりやや中心寄りに幅広の高台がつく。接地面は平坦
罰をなす。

陶邑Ⅳ 2
～ 3

須恵器
イ身底部

6ト レンチ南端
身守270
～276層

ハの字形に開く細く高い高台が底端部より中′とヽ寄りにつく。
陶邑Ⅳ■
～ 2

須恵器
lTN身底部

6ト レンチ南端
第270
-276娠雪

やや内彎気味に立ち上がる口縁部。底端部に低い幅広の高台
がつく。

陶邑Ⅳ 3

須恵器
不身底部

6ト レンチ南端
第270
～276層

ハの字形に開く細い高台が底端部付近につく。
陶邑Ⅳ 3
～ 4

須恵器
小型壷
底部

6ト レンチ南端
身薯270
-276)詈 底端部に低い高台がつく。 陶邑Ⅳ

須恵器
1/h身底部

6ト レンチ南端
身箸270
-276)詈

底端部に幅広でやや高い高台がハの字形につく。内端面が接
地面となる。

陶邑Ⅳ 3
～ 4

須恵器
邦身底部

6ト レンチ南端 第273層 底端部に低い高台がつく。戦地面は平坦面をなす。 陶邑Ⅳ 3

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
身争270
-276'薯 底端部に低い高台がつく。接地面は平坦面をなす。 陶邑Ⅳ 3

須恵器
ネ身底部

6ト レンチ南端 第273層
ハの字形に開く細くて高い高台が底端部よりやや中心寄りt
つく。

陶邑Ⅳ‐1
～ 2

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端 身
争270
-276'薯

ハの字形の細く低い高台。接地面平坦。
陶邑Ⅳ 3
～ 4

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
身争270
-276層 低く幅広の高台が底端部につく 陶邑Ⅳ 4

須恵器
杯身底部

6ト レンテ南端 第273層 底端部よりやや中心寄りに幅広の高台がつく。
陶邑Ⅳ 2
^‐ 3

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
０．
層

第
２

高台が底端部につく。
陶邑Ⅳ 3
～ 4

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
０．
層

第
２

底端部に低い幅広の高台がつく 陶邑Ⅳ 3
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図
号
挿
番

器 種 出 土 個 所 層位ほか
法    量 (cm)

特 徴 時  期
口径
底径
(高台径)

器高 つ
他

須恵器
杯身底部

6ト レンチ南端
身箸270
～276層 細い高台が底端部付近直立するようにつく。

陶邑Ⅳ 3
～ 4

第
６９
図

l
須恵器壷
口縁部

6ト レンチ南端
第270～
276)署

172 口縁端部上に面をなす短頚壷か。内面に沈線が巡る。

2 幹醐
6ト レンチ南端 第273層 254 短く外反して立ち上がる口縁部。端部内側に面をなす。直口

重の可能性もあり。
陶邑Ⅱ～

Ⅳ

3
須恵器甕
口縁部

6ト レンチ南端 霧な層
外反する口縁部で端部が肥厚し、タト端面をなす。 匂邑Ⅳ

4
須恵器イ
身口縁部

6ト レンチ南端 第273層 ゆるやかに外反する口縁部。鉢の可能性もあり。 陶邑Ⅳ

5
須恵器奏
口縁部

トレンチ南端
第270～
276層

外反する国縁部で端部が月巴厚し、外傾する面をなす。体部外
面平行叩き。 陶邑Ⅳ

6
須恵器奏
口縁都

トレンチ南端
第270～
276層

ゆるやかに外反する国縁部で、端部がわずかに肥厚して内側
に稜をなす。 旬邑Ⅲ

7
須恵器斐
口縁部

トレンチ南端
０、
層

第
２ 外反する国縁部で端部が肥厚し、外傾する面をなす。 陶邑Ⅳ

8
須恵器養
口縁部

6ト レンチ南端 第273層
ゆるやかに外反する頸部から外端面をなす口縁部にいたる。
外面に

'tい

凸線状の上下の条線に挟まれて波状文の文様帝が
ある。 陸５．Ⅱ

9
須恵器奏
口縁部

6ト レンチ南端
０、
層

第
２ 外反する口縁部で端部が月巴厚 し、外傾する面をなす。 陶邑Ⅳ

10
須恵器奏
口縁部

6ト レンチ南端
０．
層

第
２ ゆるやかに外反し、端部丸く仕上げる。

11
須恵器甕
口縁部

6ト レンチ南端
０．
層

第
２ 外反する口縁部の端部が直立して立ち上がり九く仕上げる。

12
須恵器斐
口縁部

6ト レンチ南端
０．
層

第

２ 口縁端部が肥厚し、内傾して上端稜をなすc

13
須恵器鉢
口縁部

6ト レンチ南端
０”
層

第

２ 内彎する口縁部で、端部は九い。 陶邑Ⅳ■
～ 3

須恵器小
型重体部

6ト レンテ南端
０．
層

第
２

体部
最大
径 77
やや肩の張る小型の長頸重の体部。外面に沈線巡る。 陶邑hl

須恵器重
肩部

6ト レンチ南端
０．
層

第

２

体部
最大
径
190

肩の張る体部。広口壷か。 陶邑Ⅲ 3
～Ⅳ 3

須恵器重
体部
6ト レンチ南端

０．
層

第
２

体部
最大
径
194

肩の張る体部。 陶邑Ⅲ 3
～Ⅳ 3

須恵器壺
体部

6ト レンチ南端
第270～
276)冒

体部
最大
径
240

高の張る体部。広口壷か。 陶邑Ⅲ 3
～Ⅳ 3

須恵器重
底部
6ト レンチ南端 身

子270々ヤ

276)蕃 幅の狭い低い高台がハの字形につく。接地面は平坦である。
陶邑Ⅲ 2
3～Ⅳ

須思器五
底部
6ト レンテ南端

身箸270´▼

'7Fl厄

目 112
致

ｏ

叱

る
的高い幅広の高台がハの字形につく。接地面は平坦であ 陶邑Ⅲ 2

3～Ⅳ
須恵器壼
底部
6ト レンチ南端 第273層 氏く小さい高台がハの字形につく。外端部が接地面となる。

陶邑Ⅲ 2
3～Ⅳ

須恵器三
底部
6ト レンチ南端 第273層 幅広の高い高台がハの字形につく。内端部が接地面となる。

陶邑Ⅲ 2
3～Ⅳ

瓦器椀 6 トレンチ南端 第273層 138 専い器壁。椀の九みの形態をとどめる。内外面の調整は不明( Ⅲ-1～ 2
比喬樋

口縁 部
6ト レンチ南端 第273層 薄い器壁。椀の九みの形態をとどめる。内外面の調整は不明。

土師器
小皿
6ト レンチ南端

０．
層

第
２

丸みのある底部から内彎気味にのびる口縁部。端部は丸く仕
上げる。調整不明。

土師器
/1ヽ皿

6ト レンチ南端 第273層 111 深みのある皿。日縁部ヨコナデ。 13世紀

土師器
小皿

6ト レンチ南端
０”
層

第

２
深みのある皿。口縁部強いヨコナデにより外反し端部細く丸
める。 13世紀

磁器碗 6ト レンチ南端 第273層 111 五弁花文碗。畳付無牙由で使用時に畳付をすり減らし。波佐見
窯系。 18世紀

表11 シシヨツカ古墳出土土器観察表 (6)
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撹乱土出土土器 (第 63図 1～ 12)墳丘南斜面の撹乱部分から出土した染付磁器碗 (1)以

外の上器類は、すべて石室内の撹乱土 (第 207層 )よ り出上している。この土層では 13～ 14

世紀の上器 (2～ 6)が、葬送の儀礼に用いられた須恵器の破片 (7～ 12)と ともに出土している。

石室礫敷面出土土器 (第 64図)閉 塞石の北側の礫敷に接地し、ほぼ 1個体が腰高の均斉の

取れた器で 6世紀後半と考えられる。

羨道部出土土器 (第 45・ 46図)羨 道入口から 2.0～ 2.2mで、羨道両側壁際に接して正立

状態で埋められた甕と、西側の甕に納められていた高杯である。これらの上器は、出土状態から

みて葬送の最終的な段階で、一括して埋置されたものである。高杯は脚部が全高に占める割合が、

7470/O(1)、 76.60/O(2)、 763%(3)、 807%(4)と いずれも長脚化のピークを示している。

また透かし窓の切り取りの際についた杯部底面の金属製工具による鋭い刃先の痕跡や砂粒の目立

たない精良な胎土、端部や稜のシャープさと均斉のとれた器形は、製作後ほかに用いられること

なく古墳に納められたものと思われる。これらの土器を一括して 6世紀後半～末とみたい。

周浦出土土器 (第 67図)周 溝内出土の土器はほとんどが中世の耕作土の堆積層から出土し

ているが、周溝の底面で出土した土器もある。撹乱のため残存状態はよくなかったが、墳丘東側

第 1段テラス面の名残と思われる窪みに堆積した、黒褐色砂質土 (第 7ト レンチ東側断面第 53

図第 56層)出土の須恵器杯蓋 (6)、 西側周溝底面の褐色粘質土 (第 7ト レンチ西側断面第 53

図第 64層)出上の須恵器杯身 (11)、 同 24ト レンチの褐色粘質土 (第 54図第 8層)出上の須

恵器 (38～ 43)、 南狽r周溝の黒色土 (第 8ト レンチ東側第 53図第 43層)出土の土師器 (13・

14)、 須恵器 (17・ 19～ 25)がある。これらのうち西側周溝の須恵器杯身 (11)は他に混入

する遺物はなく、古墳の時期の一端を示す 6世紀後半と考えられる。一方、第 8ト レンチの須

恵器は第 6ト レンチの古墳周溝堆積土 (第 278層 )に連続する土質であり、それは周溝の埋没

を示すもので、時期的には 7世紀末～ 8世紀と思われる。24ト レンチもまた同様の須恵器を含

んでいる。その他の土器類は以上の土層より上位の堆積土より出土しており、8世紀以降中世～

近世に至る耕作土に混入したものである。

前面テラス状施設削平盛土出土土器 (第 68・ 69図)第 6ト レンチ南端部テラスを削った後

の盛土中から出土した土師器・須恵器・瓦器などである。

シシヨツカ古墳の南北縦断面を観察するトレンチとして設定した第 6ト レンチでは厚さ 0.4

～ 05mの 新旧耕土・床土を除くと、シシヨツカ古墳の墳丘第 1段裾より南へ 16.Om付近の

T,Pl17.4mか ら、前面テラス状加設裾の 22.Om付近の T,P,H56mに 至る 60m間 に後世の

棚田の拡張状況を示す堆積土が観察される。これら一連の盛土は古墳の前面テラス状施設の盛

土を北から南にかけて斜めに断ち切る形で堆積する。堆積土は黄褐色系の砂質土・粘質土で、

10.0～ 50.Ocm大の石を多量に含んでいる。棚田造成の際の石積みが 4段ほど北側斜面に認め

られる (第 276層 の南斜面に積み上げられた石積み)。 また、その後南へと継ぎ足して棚田の

拡張が行われ (第 272～ 275層 )、 それが最終的に現在の石積みとなっている。これらの堆積
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土からはコンテナ 4杯分の奈良時代の土師器・須恵器、中世の瓦器、近世の磁器碗、縄文時代

サヌカイト製石鏃などが、第 272～ 275層 を中心に出土した。土器は、7世紀後半から 18

世紀に及ぶ土器類で、量的には 8世紀代の土師器・須恵器が圧倒的に多い。しかし 13世紀代の

瓦器や、18世紀の磁器碗が少量ながら出土しているので、この部分の一連の盛土は最終的に近

世の開墾によるものと考えられる。

埋葬施設内出土遺物

第 57図に示した石室内堆積土層の第 207・ 208層より出土した遺物である。これらの土層は、

奥室・前室ともに徹底的に撹乱され、盗掘坑下まで掻き出されて溜まったものである。当然のこ

とながら、本来の副葬位置、共伴状態を保つ遺物ではない。破片の多くは上記の土壌を慎重に水

洗いして採取した。その中で仕切石と閉塞石の間の礫敷に銹着した鏡板、桂甲小札、鉄鏃などの

金属製品は、四耳壺とともに当初の位置を幸うじて保ったと考えられる。

装身具 (第 70図 )

銀製空玉 (1)は厚さ 0。 25 HHlの薄板を用い、径 5～ 6wnの球体を形づくった製品が半割れ状

態となったその破片である。内面に半球体 2つを接合した痕跡が認められる。

嬰略鎖 (2～ 7)|よ直径 0。 92～ 1.69mmの銅線を 2本合わせ、撚って径 1.38～ 2.1 6mmの鎖

としている。一端に 3.5～ 4.OHmの環を得ている破片がある。

金銅製小環 (8)|よ径 1,Ommの銅線を用いて、径 4.0～ 5.04unの環としている。銅線両端の重

なりの状態から撚りが欠けていることが分かる。垂飾に用いられたものと考えられる。

銀製環 (9)は径 0.6 5 Hunの銀製を螺旋状に巻いて径 7.041mの環としたものの破片である。こ

れも垂飾の一部と思われる。

銀製帯飾 (10)は、鈴板に付ける垂飾金具で、ハート形垂飾の円弧をなす肩部から幅 5,04m

の帯状の懸垂部の破片である。肩部には下向する短い髭がまた内側には滴状の飾りが付く。懸垂

部上辺からハート形部の下辺までは 1.1 5cmを測る。他に細破片があるが接合できるものはない。

金銅製指環 (H～ 14)は、幅 8.0～ 9.O mmの金薄板を両端から内側に 1回程度折り曲げて

基盤の銅の薄板に固定させている。表面には5本 /5.Ommの綾杉文を打ち出している。残存長は2.4

cln、 1,3cln、 1.l cln、 1.8cmを測る。

金糸 (図版 115)は金の薄板を幅 1.O mmほ どに裁断した我金を螺旋状に巻いている。幅は太

いもので 5.Ommあ るが、その半分くらいのものもある。また同じものでも幅狭となる部分もある。

最長 15.Oclnに 達する破片がみられる。

ガラス玉 (図版 108)は、扁平な円形のいわゆる粟玉と円筒形の管玉があるが、前者が圧倒

的に多い。濃紺色のものは909点 (う ち完形でないもの 53点を含む)と最多で、径 2.00～ 2.84

11m。 厚さ 1,45～ 1.9 5almと 小形の玉である。緑色は 61点あり、径 2.4041m・ 厚さ 0,941mの小形、

径 2.67～ 2.9741m・ 厚さ 1.82～ 2.7mmの 中形、径 3.95mm。 厚さ 2.2 2mmの大形がある。黄色は

46点で、径 2.54・厚さ 1.1 9mmの小形、径 2.6 7mm。 厚さ 1.6841mの中形、径 3.69mm。 厚さ 2.48
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第70図 装身具類実測図 (1/1)
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第71図  鉄刀・刀子類実測図 (1/2)

lmnの大形がある。青色は 35点あり、径 2.661111n・ 厚さ 1.1841mの小形、径 2.86 1nln・ 厚さ 1.79

11mの中形、径 4.66～ 5.6111m。厚さ2,73～ 3.2 9mmの大形がある。黄緑色は 16点を数え、径 3.17

～ 3.2 4mlll・厚さ 1.53～ 1.66111mの小形と径 4.23～ 4.651nlll・ 厚さ2.15～ 3.4 8nunの大形がある。

それらの総計は 1067点 となる。このほかに、長さ 2.26～ 2.50mn・ 径 1.95～ 1.99nlm・ 孔径

0.80mn前後の濃紺色の管玉 3点がある。

武器類 鉄刀・刀子 。刀装具・鉄鏃などがある。

鉄刀 (第 71図 )

刀身や茎の破片が出土している。(1)は残存長 5.O cln、 最大幅 2.9 cm、 背幅 1.O cmで全体に木

質が残る。背は上に丸みをもつ。錆膨れしているが、破面に 1.Ocln前後の薄い鉄板を数枚重ねて

半身の鉄板とし、これを 2枚合わせて刀身を成している状態がうかがえる。(2)は残存長 4.2cm、
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第72図 刀装具類実測図 (1/1)

最大幅 2.7cm、 背は上に丸みをもつ。破面には 2枚の鉄板を張り合わせて、刀身をなしている様

子がうかがえるが、半身をなす薄い鉄板の枚数は分からない。全体に木質を残す。(3)は残存長 3.5

cln、 最大幅 2.3cm、 背幅 0,8cm、 背は上に丸みをもつ。破面に鉄板を合わせ刀身をなしている状

態がかろうじてうかがえる。木質が全体に残る。(4)は残存長 3.2 cln、 最大幅 2.5 cm、 背幅 0.9cm、

背は上に丸みをもつ。背表面の木質の剥がれたところには鉄板を重ねた合わせ目がかろうじてう

かがえる。(5)は残存長 3.l cm、 残存最大幅 1.9 cln、 背幅 1.3 cm、 刃部を欠く。背は上面が平

坦である。(6)は残存長 6.9cln、 最大幅 2.6cm、 背が欠けているが、背幅 1.Ocm程度と思われる。

破面に鉄板の剥がれた亀裂がみえ、図の反対側には、鉄板の剥がれた痕跡がある。全体に木質残す。

(7)は残存長 4.Ocm、 最大幅 2.5 cm、 背幅 l rocln。 断面は、逆三角形をなし背上面は平坦である。(8)

は残存長 4.Ocm、 最大幅 1.8 cm、 背幅 0.5 cln、 断面逆三角形である。刀子または河ヽ刀の刀身と思

われる。全体に木質を残す。(9)は残存長 4,8 5cm、 最大幅 1.5 cm、 背幅 0.4 cln、 断面は逆三角

形をなす。やはり刀子または小刀ではないかと思われる。(10)は残存長 2.7cm、 最大幅 1.5 cm、
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第73図 象嵌刀装具類実測図 (西山要一原図)(1/2)

背幅 0.5cm、全体に木質を残す。茎部の破片かと思われる。(11)は残存長 1.8cln、最大幅 1.5 cm、

(12)は残存長 2.4 cm、 最大幅 1.l cln、 いずれも茎の破片かと思われる。(13)とよ残存長 4.4 cm、

最大幅 1.9cln、 背幅 0.4 clnの茎の破片である。背上面は平坦である。端部近くに径 0.4 cmの目釘

孔がある。(14)|ま茎の破片で残存長 4.2 cm、 最大幅 2.3 cm、 背幅 0.5 clnで、0.5 cmの 目釘孔が

ある。(15)は残存長 5,7 cm、 最大幅 2.l cm、 背幅 0.8clnの茎端の破片である。茎が尻側に向っ

てやや細くなり、曲線をなす。図の反対側は鉄板の剥がれた痕跡がある。(16)は鞘木片で責金

具の銅板が剥がれた緑青の痕跡がある。

刀子 (第 71図 17～ 19)(17・ 18)は、いずれも刀子の茎部の破片と思われる。(17)は

残存長 3.9cm、 最大幅 1.3clnで、背幅 O.4 clnの 断面長三角形をなす。(18)は茎端部の破片であり、

残存長 3,l cm、 最大幅 1.Oclnで、尻側に至っては 0.5 cm程度にしばむ。(19)は茎から刃部へ移

行する部分の破片で、茎尻へ向ってしばんでいる。関は背、刃ともに軽い角度をもって移行する。

背は刃、茎ともに平造りで、整った長三角形の断面をなしている。刃部幅は 2.Ocm、 茎中央で0.5

cm、 端部で 0.2 5cmと なる。背幅は刃部で 0.4 cm、 茎部で 0.3 cmである。これを包む柄木の木質
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第74図 鉄鏃形式模式図

の上から銀製の錮を施している。錮の長さは 1.4 cm、 幅 1,7 cm、 厚み 0.9clnで断面は整った八角

形をなす。

刀装具 (第 72図) (1)は 鞘の装飾を兼ねた貢金具で、厚さ 0.08cm、 幅 0,7～ 0.8 cmの

金銅製環の縁帯両側に幅 0.2 cmの刻文を、その内側に径 0.4 cmの魚子文を打ち出す。縁帯は、裏

側へ約 0。 l cm折 り返しているが、これは厚さ 0.l cm程度の銅板に固定するためのものである。裏

面には銅板の緑青が残っている。この金の薄板の延長は約 1 5clnを測る。この寸法は第 73図 3

の亀甲繋鳳凰文銀象嵌鞘尻金具の断面によって復原される外周の寸法に合う。(2)は残りは悪

いが 1と 同じく貢金具の破片と思われる。厚さは 0,l cmと やや厚みがある。(3～ 8)は 0,4～

0.5 cm幅の銀製薄板による責金具で、厚みは 0.2～ 0.25clnあ り、内側に巻き込んで鉄芯に被せる。

(4)に鉄芯が残り、(8)には内側に木質が残る。(8)は先の銀象嵌鞘尻金具の八角形断面に合

うかのような屈曲をとどめる。(9～ 12)は銀製刀装具と思われる破片である。接合できず全形

を知りえない。厚さ 0.25～ 0.5cmの薄い銀板を曲げて強く突出する稜や角をつける。(10)の

上半両側は切り込み面であり、(12)の上半の中央には逆台形の小さい切込みがあり、また右側

全体も切り込み面となっているもいずれも透かしの痕跡である。全体に灰色に変色している。(13

～ 26)|ま柄間銀線葛巻の破片である。幅 0.9～ 2.O cm前後と広狭があり、断面は扁平な蒲鉾形

(24・ 25)がみられれるが、大半が三角形である。藝による刻みをつけ山形の浮彫りをなす。刻

みは 5～ 6刻み /5の粗いものから 14～ 15刻み /5の非常に細かいものまである。しかし接合

して残った破片 (26)か らみると必ずしも幅や刻みが揃っている訳ではないようである。銀は

すべてやや暗い灰色に変色している。
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挿図

番号
全長 鏃長 鏃幅 刃厚 顕長 茎長 棘幅

第

75

図

l 6 ll

2 (50) (17) 1,

3 (22)

4 5

広根鏃

細根長顕鏃

表12 シシヨツカ古墳出土鉄鏃計測表

単位cm()内残存寸法

象故刀装具 (第 73図 )亀

甲繋鳳凰文象嵌円頭太刀柄頭

(1～ 2)、 同鞘尻金具 (3)、 雲

龍文象嵌鞘口金具 (4)、 勾玉

文巾頸 (5)が前室から礫敷に

かけての撹乱堆積土中 (第 57

図第 207層 )よ り出土してい

る。現地で出土状態を確認でき

たのは鞘尻金具のみで (第 57

図、図版 36)、 その他は同層の

上を水洗して取り上げた破片で

ある。詳細は、第 2部第 1章

第 4節の「亀甲繋鳳風文象嵌

円頭柄頭」、「亀甲繋鳳凰文象嵌

鞘尻金具」、「勾玉文象嵌巾頸」

を参照されたい。

鉄鏃 仕切石や礫敷の礫に銹着

した状態で出土した鉄鏃は、厚

い錆に覆われて細部を観察でき

る個体は少ない。鏃身以外の頸

部や茎以下の破片は多いが、刃

部と接合できたものはわずかで

あつた。刃部の鏑や厚さなどに

ついても腐食による膨張のため

不明なものが多い。レントゲン

写真と現物を照らし合せて輪郭

を捉え得た鏃身を残すものを中

心として観察した結果、いくつ

かの形状を把握できた (第 74

図)。 広根短頸鏃は、鏃長 6cm

以上、鏃幅 1 6cmの 長三角形を

呈する鏃で、茎までの頸部の長

さは 16～ 1,7 cmと 短い (第

75図 1)。 頸部の長さが同じで

形式
挿図

番号
全長 鏃長 鏃 幅 刃厚 顕 長 茎長 棘幅

A‐ 1

第

75

図

5

(20)

A2

7

8 07

9

0 (86) (55)

(48)

2

5

3 (43) (22)

6 (71) (37)

9

(22)

(32)

A

(22)

(20)

(28) (28)

(52)

(29)

B■

第

76

図

1

2

3 0

4 (69) 0

5 0

6 0

7 l

B2

8

9

(27)

7) 10

C

(34)

(77)

15

(52)

D
(21)

12

E
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第75図 鉄鏃類実測図 (1)(1/2)

鏃身の幅がやや狭い破片があるが、詳細は分からない (第 75図 2～ 4)。 出土した鏃のほとん

どが細根長頸鏃であるが、形状から5つのタイプが認められる (第 75。 76図、表 12)。

A類 :長三角形の鏃で、刃部長は 2.6～ 3.l cm、 関部は直角でそれに続く頸部は 9,1～ 10.1

cmを残すものが確認できる。刃部幅は 0,7～ 1.l clnまで確認できるが、0.7～ 0.9 cmが主体で

0                                        10cm
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第76図 鉄鏃類実測図 (2)(1/2)

ある。茎部に至るにつれて裾広がりになるものや小突起状になるものがある。関部が直角をなす

もの (A-1)と 弱い角をなすもの (A-2)と に分かれる。

B類 :A類に比べて鏃身の短い三角形をとる鏃で、刃部長 2.5 cmに達するものはない。また刃

部幅は 0,9～ 1.l cmの範囲で、A類のそれよリー定した幅をとる。頸部は茎に向って裾広がり

になる個体が認められる。関部は、直角をなすもの (B-1)と弱い角をなすもの (B-2)と

に分かれる。
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第78図 鉄鏃類実測図 (4)(1/2)

C類 :長三角形の関部を欠いて、頸部から膨らみのある刃部へと滑らかに移行する結果、長楕

円形とでもいうべき形状をなす。刃部を上半に求めている。刃部幅は、長三角形鏃と変わりなく、

0,7～ 0.9 clnの範囲におさまる。頸部以下の分かる個体はない。

D類 :C類に比して刃部がさらに短く、短三角形ともいうべき形態をなす。刃部がさらに先端

へと求められるが、三角形状はまだとどめ、0,7～ 0。 9clRの刃部幅も長三角形のそれに等しい。

E類 :三角の形状は認められず、頸部をなす軸の延長上の先端に刃部をつけるとでもいうべき

鏃で、撃形に近い形態をえている。刃部幅は 0,7 cmの ものが確認できる。

本墳出上の鉄鏃は有関長三角形鏃から無関三角形鏃を経て撃形鏃への移り変わりを見て取るこ

とができるが、量的にはA類長三角形鏃を主体とし、B類がこれに次ぐ。鏃身の全形をとどめ

ない破片でもA類が多い。また茎以下に木質や皮巻きを残す断片もみられる (第 77～ 78図 )。

以上のように、刃部から頸部あるいは茎部にかけての破片は茎部以下の破片に比べて少なく、

撹乱で相当数が失われてしまっているとみられる。このため、本来の本数を知ることは難しい。

大きい破片が比較的集中して出土したのは、礫敦を覆う第 207層 (第 57層)が仕切石に西端

にかかる部分で、一部は仕切石に密着していた。また礫敷上で出土した多くの小札の中に鉄鏃の

珍

②
⑫
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破片も含まれているから、本来は武具とともに礫敷の西北隅に置かれた可能性が高いと思われる。

武具

本墳の横口式石椰羨道部の礫敷からは、小札甲 (桂甲)と附属具に使用されたとみられる大小

様々な小札が出土した。このうち、復元が可能な資料は約 250点以上あるが、出土状況の悪さ
などからほとんどの小札が重なりあった状態で出土しておらず、絨・綴に使用される革や組紐な

どの有機質素材も腐蝕により確認が困難を極めたため、小札甲全体を復元することは困難である。

以下では、復元可能な資料を小札形状、絨 。綴孔配列註1、 イデLの大きさから、大きく5つに

分類する。これらの分類から小札甲本体 4領、肩甲、手甲、篠状鉄札を使用した附属具 (籠手

表13 シシヨッカ古墳出土小札型式別数一覧

繊・綴孔 小札大きさ 使用箇所
最小枚数

図版香号
ほぼ完形 上部 下部

打ヽオLtt A

I類 胴部・草摺

0 0 1～ 2
l 5 3～ 16

0 6 17-26
5 2 7 27～ 36

Ⅱ類 胴 部 l 0 37～ 39

Ⅲ類 腰部
1 40-46

3 2 47～ 51

Ⅳ類 草摺裾
4 0 52～ 53

b 1

型式不明 (分類不明片 含む) 0

計

打ヽ本し甲B

I類 胴部・車招
0 55～ 81

b 0 82～ 92
Ⅱ類 草 THB裾 ? 6 3 1■ ～ 118
Ⅲ類 腰部 5 l 3 119^ヤ 127

型式不明 (分類不明片を含む) 11 ll 93-110

/1ヽ札甲C
I類 腰部・草摺

5 0 0 128-132
b 3 2 133-137

4 l 3 138-141
Ⅱ類 腰 部 0 4 X 142～ 146
型式不明 (分類不明片を含む) 5 0 147-160
計

附属具

I類

附属具

11 161^ヤ 195

Ⅱ ‐ 1類 11 5 196´-262
b 3 0 0 263～ 265

I-2類 6 2 0 266～ 271
肛類 3 0 272～ 273
Ⅳ類 0 4 2 274～ 278
V-1頚 2 0 279～ 280
V‐2類 4 0 281～ 283

計

(央窒姓)
I類 不 明

6 4 2 284-294
b 0 l 295

型式不明 (分類不明片を含む) 3 296～ 305
計

総計 566

※最小枚数は綴合わされた 小札枚数で算出

か儒当 ?)、 不明鉄器 (大型札)が復元できる。

小札甲と附属具、不明鉄器に使用されたとみられる小札は総数で 560点以上が確認された。
ただし、その多くが破片であり、小札の特徴的な部分 (頭部・底部形状、絨・綴孔配列など)が

みられない資料も含めていることから、分類が困難な資料も多い。個々の出土量は表 13の とお
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りである。

小札甲A (第 79～ 81図 1～ 54)

小札  頭部形状が半円形を呈する絨孔 2列の小札群で、下揚孔・覆輪孔は 3孔である。下端

は隅切を施すが、丸みを帯びる資料もある。小札は大きさと孔の配列から4類 9種に分類する

ことが可能である。

I類札は第 3絨孔をもたない平札で、札の大きさから4種に細分できる。 a～ d種は、長さ6.0

～ 7.5 cm、 幅 2.0～ 3.2 cmの大きさの幅をもつ小札であり、ほぼ完形での出土数はどれも 10点

ほどであるが、 a種札は塊の状態で出土している。小札塊は a種札が 3段に絨された状態のも

のと、2段のものがあり、一部に絨素材の組紐や布の一部が確認できる (第 79図 1・ 2)。 組紐

はb種本Lの裏面でも確認できる。

Ⅱ類は中間部に第 3絨孔を穿つ平札で、長さ 7.O cln、 幅 2.3 cln程度であり、左上、右上重ね

の資料が一点ずつと頭部がわかるものの 3点が出土している。

Ⅲ類札は腰部に用いられた断面がΩ字に内湾したΩ字型腰札である。完形の資料はないが、小

札幅と孔配置から2種の腰札の存在が想定できる。 a種は復元すれば、長さ 15.Ocln、 幅 2.2 cln

程度の大きさの腰札であろう。 b種の長さは不明だが、 a種よりも長く、幅 2.8～ 3.Ocln程度

の腰本Lである。

Ⅳ類札は草摺最下段に使用される裾札で、緩やかではあるが中間部がΩ字に内湾する。腰札同

様小札の大きさから2種が確認でき、 a種は長さ 7.O cm、 幅 2.4 cm程度である。 b種は完形資

料がないため全長は不明だが幅は3.Ocm程度である。

絨・綴技法/下揚・覆輪  羽存状況の悪さから、絨・綴技法の確認は困難であるが、絨素材

には組組の使用が確認できる (第 79図 16、 第 81図 53)。 下揚技法は平札や裾札に革紐による

革包覆輪 (第二技法)が確認できる (第 80図 24、 第 81図 53)。 また、織物や革と思われるも

のが付着した資料もある (第 80図 24、 第 81図 52)。

以上のことから、絨孔 2列の小札甲Aの小札群には札の大きさが異なる平札・腰札・裾札が 2

種類存在することから2領の小札甲が存在した可能性が考えられる。ただし、腰札、裾札など

の特徴的な小札は分類できたとしても、平札を分類することは困難である。また、小札の出土点

数が破片を含めても 100点程度であることから、小札甲を構成する枚数としてはかなり少なく、

1領分にも満たない。

小札甲B(第 88～ 84図 55～ 127)

小札  頭部形状が偏円形を呈する絨孔 1列の小札群で、下揚 。覆輪孔は 2孔であり、下端は

隅切が施されている。小札は大きさと孔配列から3類 4種に分類することができる。

I類札は第 3絨孔を穿つ、綴孔 2孔×4箇所の平札で、小札の大きさから2種に細分でき、長

さ7,5～ 8.5cm、 幅 2.Ocm程度である。一般的な絨孔 1列の小札にみられるような、第 3絨孔が

小札中間部に穿たれたものではなく、第 2絨孔から間隔をおかずに穿たれているのが特徴である。
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Ⅱ類札は、第 3絨孔をもたない綴孔 2孔×4箇所の平札で、下揚孔が 2列 2孔、合計 4孔穿

たれている。長さ 8 0cm、 幅 2.O cm程度で、一部は I類札や小札甲 Aの平札が付着したものが

ある (第 84図 114・ 118)。

Ⅲ類は断面が逆くの字状に曲がる外反腰札で、長さ 12.5 cm、 幅 1.8 cm程度である。綴孔が 3

孔×4箇所のいわゆる 3綴孔をもつのが特徴であり、附属具札が付着したものもある (第 84図

124)。 他にも 1点のみ出土している小札があり、第 3絨孔が小札中間部に穿たれているものや、

小札頭部が折り曲げられているもの、繊孔が 3孔 ×2列あるもの、下部に無数に穿孔されてい

るものなど、型式不明の小札がある (第 83図 105～ 110)。

絨・綴技法/下揚・覆輪  絨・綴技法や下揚・覆輪技法などは現存状況の悪さから確認する
ことはできないが、絨孔に僅かな組紐の痕跡が認められる。

小札甲 C(第 85～ 86図 128～ 160)

小札  頭部形状が偏円形を呈する絨孔 1列の小札群で、下揚 。覆輪孔は 2孔であり、小札甲
Bの小札と比べ札幅が広い。下端は隅切が施されたものと、丸みを帯びたものがある。小札は大

きさと孔配列から 2類 4種に分類することができる。 I類札は第 3絨孔を穿つ、綴孔 2孔 ×4

箇所の平札で、札の大きさと孔の配置から 3種に細分が可能である。a～ c種まで札幅の大きさ

があまり変わらない一方で、長さは 72～ 10,lcmと 大きなひらきがある。

Ⅱ類札は断面がΩ字を呈する腰札であるが、稜線はあまり明瞭ではなく、内湾幅も小さい。復

元長は 1 6cm程度で、幅は中央部ですばまる形状を示し、頭部や下部の最大値は 30mだが、中
間部では 2 5cm程度である。綴孔は 3孔 ×4箇所の 3綴孔をもつ腰札である。

他にも絨・綴孔の位置が I類札と異/1-る ものや、小札下部に下揚・覆輪孔とみられる多数の穿

孔 (6、 4、 3孔)が施された資料がある (第 86図 152～ 158)。

絨・綴技法/下揚・覆輪  絨・綴技法や下揚・覆輪技法などは小札甲 B同様、良好な資料は
見当たらないが絨孔に僅かな組紐の痕跡が認められる。

附属具札 (第 87～ 91図 161～ 294)

小札  小札甲以外を構成すると考えられる小型札が多数出土している。札形状や絨・綴孔の配
列から 6類 7種に分類することができる。 I類札 (第 87図 161～ 195)は頭部が半円形の絨

孔 2列の平札で、ガ滸L下端は隅切が施されており、下揚孔は 2孔である。長さは 5 0cm、 幅 1.8

cm程度である。資料数は破片を含めて 50点程度と、他の小札に比べて出土数が多い。絨素材に

は組紐が確認できるが、絨・綴技法、下揚 。覆輪技法などは不明である。

Ⅱ類札 (第 88～ 89図 196～ 271)は頭部が偏円形の絨孔 1列の平札で、上幅が広く、下部

ですばまる形状をしめす「上広形」の小札であり、主に肩甲に使用されたと考えられている。小

札下端は隅切が施されており、頭部縁を裏側に少し折り返す「キメダシ」や、底部を表側へ折り

返す「打ち返し」がみられる。絨孔の配列から 2類に、下部の形状からⅡ -1類札を 2種に細

分できる。Ⅱ -1類札は長さ 5 2cm、 幅 2 1cm程度であり、孔配置は絨孔 3孔 × 1列、綴孔は
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3孔 ×2箇所穿たれており、形の分かる資料だけでも 70点以上確認でき、小札群中で出土数が

最も多い小札である。 b種は、 a種と同じ孔配置であるが、下部が右斜めに裁断されており隅切

がみられない。

Ⅱ -2類札は小札頭部に絨孔とみられる孔が 5孔穿たれており、綴孔は 3孔× 2箇所が穿た

れている。

Ⅲ類札 (第 90図 272～ 273)は頭部が偏円形の絨孔 1列の小札で、小札群中で一番小さい。

札の長さは 3.2 cm、 幅 1 7cm程度で、下部は隅切が施されている。孔は絨孔 1列 3孔、綴孔 2

孔× 2箇所が穿たれている。絨素材などは確認できない。

Ⅳ類札 (第 90図 274～ 278)|ま頭部が偏円形の絨孔 1列の小札である。完形での出土例が

ないため、全長は不明だが幅は 1.6 cm程度と、小札甲 Bに使用されるⅢ類札と同様に、絨孔 3

孔× 1列、3綴孔を穿つなど共通する要素がみとめられるが、下部に穿たれた絨孔の配置が異な

ることや、札幅が狭いことから、別個体と考えられる。

V類札 (第 90図 279～ 283)は 頭部が偏円形の絨孔 1列の小札で、札形状がⅡ類札とは逆

に頭部が狭く、下部が広い「下広形」の小札である。第 3絨孔の有無で 2類に分類できる。札
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の長さは 5.5 cm、 頭部幅 2.O cm、 下部幅 2.4硼程度で、下部は隅切が施されている。綴孔は 2

孔×4箇所穿たれている。一部の資料は小札甲 Aの小札や大型札と付着したものがある (第 79

図 14、 第 92図 305)。 絨素材などは確認できない。

絨・綴技法/下揚・覆輪  上記の I～ V類札では、絨技法などの連結方法は、確認することは

できないが、一部の資料では絨素材に組紐が確認できる。

不明鉄器 (大型札)(第 91図 284～ 305)

小札甲、附属具札以外にも大型札が出土している。完形に近い資料からの分類を試みたため、

分類では 2種類を提示するにとどまるが、他にも型式不明の札が 1点づつではあるが出土して

いる。また、帰属不明な断片資料が多数存在することから他の大型札が存在した可能性が考え

られる。 I類札は頭部が偏円形で札全体の形状が扇形になり、下部にいくほどすばまる。 a種

は、出土している大型札のほぼ半数以上を占めており、大きさ最大長 9,Ocm、 最大幅 7.2側、下

端幅が 5.6 cmである。頭部中央に 2孔 × 2列、4孔が穿たれており絨孔の可能性が高く、両端

には左右 2孔 X4箇所の綴孔が、下端には 4孔が穿たれており覆輪・下揚孔であると考えられ

る。また、一部の資料には下部の綴孔付近に 2孔 ×2列、4孔が穿たれている (第 91図 284・

289・ 294)。 b種は a種に比べて一回り大きい資料と考えられるが、頭部の一部しか残存してい

ないため詳細は不明である。絨・綴技法や下揚 。覆輪技法は不明であるが、絨子Lとみられる孔付

近で組紐の痕跡が残る (第 91図 287)。

他にも用途不明な札が多数存在する。断片資料であるため詳細不明だが、298は最大長 7.0

cm、 最大幅 6.5 cm程度のほぼ正方形に近い札であるが、頭部形状が偏円形であるが中央が緩く内

湾する形状を呈している。孔配置は頭部に 2孔× 1列が 2箇所、両端にほぼ均等に 5孔× 1列、

一-  158  -―
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2箇所が穿たれ、下端に 3孔穿たれている。断面は平坦であり、出土点数も完形 1点のみである。

301は頭部偏円形で下端にいくほどすばまる形状を呈し、下端は丸みを帯びる。最大長 8,3 cm、

最大幅 3.l clnを示す。孔配置は、頭部に絨孔とみられる孔が 3孔× 1列穿たれており、綴孔 2

孔×4箇所、下端には 1孔が穿たれている。

302は 断片資料であり、現存長 4.8 cm、 最大幅 4.4 cm、 上部にかけてすばまる形状を呈す。

孔配置は縁に沿うように無数に小孔が穿たれている。

304は最大長 12 0cm、 最大幅 9,Ocm程度の札で、大型札の中で最大である。形状は台形状を

呈しており断面も緩やかに内湾する。孔は縁にそって穿たれているが絨孔か綴孔かは不明である。

絨・綴技法/下揚・覆輪  絨・綴技法や下揚・覆輪技法を留める資料がないことから、詳細は
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第93図 鞍金具類実測図 (象嵌金具西山要一原図)(1/2)

不明であるが、 I類札の絨孔とみられる孔付近で組紐の痕跡が残る資料がある (第 92図 287)。

註 1 万滸L甲の各用語については、内山敏行 (1992「桂甲と付属具について」『観音塚古墳調査報告書』)、 清水

和明 (1993「5 推甲と附属具」『斑鳩藤ノ木古墳第一次発掘調査報告書』)による。(森ナ「|)

馬具  鞍金具、杏葉、雲珠、辻金具、鏡板などの破片がみられるが、ほとんどが遊離している。

鞍金具 (第 93図 )

(1～ 4)とよ鉄地金銅張りの磯金具周縁の鉄帯の断片である。厚さ 0,2～ 0.3 cmの鉄板に同様

の鉄板を重ねて鋲留している。鋲は、(1)が径 0.8 cm、 高さ 0.9 cln、 軸径 0.15～ 0.2cln、 (2)

が径 0.7cm、高さ 0.7 cm、 軸径 0。 l cm、 (3)が径 0.9cm、高さ 0.7 cm、 軸径 0.2～ 0,3clnである。 (1)

は他の 2点に比べて高く突出し、鋲留は 0.9 cm間隔に繁打されている。いずれの鋲にも金張り

が残る。(4)は鋲孔のみを残すが、重ねられていた鉄板の剥がれた円弧状の痕跡が認められる。

(5～ 12)は鞍橋金具の海部に金象嵌を施した破片である。龍文と雲文で飾っている。詳細は第

2部第 1章第 4節の「鞍橋金具」を参照されたい。

その他馬具類 (第 94図 )

(1)は、径 1.2 clnの鉄棒を曲げて径 9.5～ 10.Ocmの円環にした素環鏡板である。立聞はなく

径 0,9clnの鉄棒で得られた正円の環径 3,O clnの 街の端環と引手の環とを直接連結している。 (2)

も鉄芯径 1.Ocmの 引手と鏡板を街により連結する形式と思われる素環鏡板で、芯径 0。 9clnの鉄棒

で得た環径 3.5 clnの 引手の環と街の環が絡んだ断片である。

(3～ 9)は鉄地金銅張りの壷鐙の破片である。(3～ 6)は、幅 2.6 clnの 表面に鍍金を残す鳩

胸金具の破片で、いずれも、裏面に木質を残すので、本心鉄装とみられる。中央が断面三角形で

5立ち上がって隆起し、両端に向って薄く 2nIHlほ どの厚みとなる。縁端より4～ 4.5mmの ところ

に径 3～ 3.5mmの鋲を 1.Ocm間隔で留め木心に固定している。裏面では、両端より内側 3～ 411m

のところで凹みをつけ、そこに木心が装着される。(5)の破片では厚さ 1.Ommの 鉄板の下に 2.0

mllの板を重ね、その下に木質が残り、これらを鋲留している。(7)は鐙に足を入れる壷の口縁部で、

図左下のカーブするところがその内側、右側面の直線ラインが外側となる。端部から内側 4～ 5.0

1nllの ところの縁に沿って、厚さ 1.5 nlmの鉄板を径 3～ 4n41、 長さ 3～ 41unの鋲でその下の木心に
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第94図 馬具類他実測図 (1/2)
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第95図 飾金具類他実測図 (1/2)
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第96図 餃具・鎖類他実測図 (1/2)

口 阻2へ く)4 批0   6   ↑7   18   19   うum
第97図 金製品実測図 (1/1)

留めている。(8・ 9)は壷鐙の踏込み部の側版である。厚さ 1.51n41、 幅 2.7cmの緩やかにカーブ

する鉄板を径 5～ 5,54un、 長さ6mn以上の鋲で本体に 17～ 2,Ocm間 隔、側辺から内側 5mlnの と

ころで留めている。裏面には布目の痕跡が認められる。

(10～ 14)は鉄地金銅張りの杏葉で、(14)以外は鐘形、(14)は棘葉形の破片と思われる。

腐食のため細部は分からないが、鐘形杏葉はどの破片でも、厚さ 4Hlm程度の基盤の鉄板に 341mほ

どの透かしのある別の鉄板を重ね、その上に金銅板を被せ、これを径 5～ 61Ml、 長さ 1.2 cm以上

の鋲で留めている。斜格子の交差するところは必ず鋲留である。立間の鋲は径 8almと 大きい。上

辺 4.Ocm、 高さ 2.2cm、 内側の方孔の幅 1.3clnの立間には方形の吊金具の鉤の部分が銹着してい
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る。そこに残る鋲も立間のそれと同じく大きい。 (14)の棘葉形杏葉は七棘系にみられる肩の張

りに類似し、幅 3.7cmの立聞の裾から左右に肩が延びる部分の破片と考えられる。肩はいったん

隆起して下降する形をとる。鐘形杏葉と同じく文様の交差部には径 8mm、 長さ 1.4 cm以上の鋲を

留め、厚さ 4.5 mmの 鉄板とさらに厚さ 21mの鉄板 2枚を固定している。立聞きの幅は 3 8cm、 内

側の方子L幅は 2.4 cmを 測る。

(15)は鉄地金銅張りの吊釣で本体と鉤とが一体造りである。一辺 4.O cmの方形の釣手板金具

から鉤形金具が延びるが、その付け根部分だけを残して以下は欠けている。鋲留は各辺 3個 と

中央に施されるが、中央と隅角に残る鉄鋲の径は径 7.Ommと大きい。鉄板を重ねて鋲で固定して

いると思われるが、腐食のため見えない。

(16～ 24)は雲珠もしくは辻金具の破片である。いずれも鉄地金銅張りである。 (16)とよ辻

金具と思われる。径 6.5 cmの伏鉢部に幅 36硼の脚が付くもので、その付け根を幅 5,0～ 60

11mの貢金具で留めている。 (17)も 辻金具の断片であり、伏鉢部の径は 5.5 cm程度になる。脚部

付け根に、幅 4.O mmの 責金具の破片が残る。 (18)は辻金具の伏鉢部の破片であり、弧状の一部

を裾に留めている。伏鉢の径が 8.O cm程度の大型品と思われる。(19)は径 4,O cm程度の伏鉢の

裾から 8脚が延びる雲珠の破片である。座金は六角形をなしていたらしくその一角に鋲留があ

り、他の 2箇所の角にも鋲留孔がある。伏鉢部分は圧し潰れている。中央には径 5.O mm前後の

鋲留の痕跡があり、装飾付きの雲珠であった可能性がある。錆が激しいが少なくとも 2枚の鉄

板を重ねているのがうかがえる。(20～ 22)は雲珠の脚部断片である。(20)は幅。長さ共に 3.5

cmで、厚さ 2041mの鉄板を 2枚重ねて径 8,Ommの鋲を用い 4箇所で革帯に留める。 (21)は厚さ

4.041m・ 幅 3.8 cm、 長さ 2.5 cmの 鉄板で、前側辺に沿って径 7.0～ 8.O mmの鋲で革帯に留める。

脚部付け根の表面には貢金具の外れた痕跡が、裏面には責金具の一部が銹着している。(22)とよ

付け根側では幅 4.5 cm、 先端側では幅 3.5 cmを測る脚部の断片である。厚さ 2.041mの鉄板の両側

を斜め下に曲げ、径 8.041mの頭の大きい鋲で革帯にかしめている。(23)とよ伏鉢の破片で立ち上

がりは大きい、(24)は雲珠の脚部の破片で、厚さ 2.O Hlmの 金張りを残す鉄板 2枚とその下に基

盤となる 3.O mmの鉄板 2枚を重ねる。上の 2枚の鉄板の断面が上辺幅 0.9 cm、 下辺幅 1.3 cmの

台形となる。(19)の雲珠の脚部に当るものかと思われる。

飾金具類ほか (第 95図 )

原形を復し難い断片であるので飾金具として説明する。(1～ 15)は鉄地金銅張 り革帯当金

具の破片である。(1)は厚さ 3 0mm、 3,9× 4.8 cmの長方形で、側辺端面はすべて斜辺となり、

長辺に沿って 1.6 cm間 隔で径 8.O mm、 軸長 1,7mの鋲を 3箇所で留めている。表面に鍍金が残

る。(2)は幅 4.O cm、 厚さ 4.O almの鉄板を用いた帯先当金具で、先端両角は丸みを帯びる。側

辺より内側 6011mに径 5.5～ 6.O mmの鋲を 4箇所で留める。表面は凹面となる。(3)も 方形の

帯先当金具で、側辺から内側 8,O mmの ところで、厚さ 2.041mの鉄板 2枚を径 7.5 mmの鋲を用い 1,0

cm間隔で留めている。 (4・ 5)は先端円形となる帯先当金具で、(4)に は厚さ 2.O mmの鉄板の中
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央に径 3.O mmの鋲留孔を残す。側縁は斜め下方に 6 0alm曲げている。(7)は鋲頭の径が 0.9 cm・

高さ 7.O mmと 大きく高い。 (6・ 7)に は裏面に革の痕跡がある。(10)とよ2.O mmと 3.O mmの鉄板

を 2枚重ねている。

(16)は厚さ 2.O mmの鉄板の側辺端面を斜めにカットし、(17～ 20)は、丸みをつけて仕上

げている。 (17・ 18・ 20)は厚さ 1.O mmと薄い。(17)に は裏面に木質を残す。(21)は一端が

弧状となる幅 3.lcm、 最大厚 2.8 mmの鉄地金銅張りで、表面全体に鍍金が残る。鋲留孔はない。

裏面に有機質の付着が見られる。(22)は厚さ 2.O mmの鉄板の側辺端面を斜めにカットするもの

で、径 3.O mmの鋲留孔が側辺に沿って 1.1～ 1.3 cmの 間隔で穿たれている。鋲頭の径は痕跡か

ら 8.Omm。 (23)は 内側にハー ト形透かしの銅製薄板を厚さ 1.5 mmの鉄板に重ね、これを径 3.0

mmの銅製鋲を用いて 3箇所でかしめた革帯先端金具で、幅 4 0mmの銅製貢金具が付く。裏面に

皮革の痕跡を認める。帯先金具あるいは雲珠 。辻金具類の脚部の可能性もある。(24)は、金具

の端部片で、表裏から鋲留めする金銅製品である。 (25)は鉄地金銅張りの歩揺の芯頭である。

最大径 1.O cm、 頂部は球形をなす。底面は剥離痕がある。 (26～ 57)|よ、大小各種の鋲留の例

である。(53)は他の鋲と異なり、短辺 7.5 mm。 長辺 13.041mの 長方形、高さ 3.5 mmの 断面蒲鉾

形の鋲で、銀張りである。(58)は 厚さ 1.0～ 1.5 mmの鉄板の下に布地と木質を重ね、これを径 3.0

mm前後の鋲で留めるが鋲頭は扁平である。(59)は幅 85～ 9.Omm。 厚さ 1.Ommの 弧状の鉄板を

厚さ 2.5 mmの基盤となる鉄板に重ね鋲留している。鋲留孔は弧状帯が直線帯に屈曲する角にある。

餃具・鎖類ほか (第 96図 )

(1～ 3)は餃具である。(1)は長さ 4.5 cm。 幅 4.5 cmの帯先の金銅製餃具である。刺金基軸

径は 5.Ommで、先端は細くなる。革帯飾金具を取り付ける基軸は、長さ 3.7 cm・径 2.Ommである。

輪金の断面は円形であるが、基部に至って側辺面取りをなす。(2)は鉄製で、残存長 3.l cm・ 幅 2.6

硼、輪金の径は先端で 3.O llm・ 基部で 5.O mm弱、刺金軸の長さは 2.O cm・ 径は 4.O mm。 (3)は

地金鉄製で長さ 7 1cm・ 輪金幅 5.5 cm、 基部幅 2.5 cm・ 径 5041mで 、鞍に取り付く叡か。このほ

かに全長 6.3cm、 輪金幅 5.8 cm、 軸径 5.O mmの鈴具がある。指金基軸は金銅製で、幅 2,l cm、 径

4.Ommである (図版 114)。

(4～ 6)とよ鉄地金銅張りの座金である。(4)は幅 3,7 cmのハー ト形に、裾回り径 2.6 cm・ 隆

起部径 1.8 cm。高さ 1.lmの座金で、吊環通し孔がある。(5)もほぼ同様の座金であるが、径 20
～ 2.5 mmの孔をもち、幅 5.0～ 6.O mm。 厚さ 0.5 mmの 吊環の銅製留具 (残存長 1 lcm)が残っ

ている。(6)は、裾回りの径 3 7cm・ 隆起部の径 2.3 cm。 高さ 1.O cmの座金片で、鍍金は剥離

している。

(7～ 13)は、鎖類である。(7)は径 5,0～ 7.O mmの鉄芯を 3本合わせて鍛造し、径 1.4 cm

前後の鉄棒とし、これを曲げて径 90～ 10.Ocmの鉄環としている。素環鏡板の破片か。 (8・ 9)

はいずれも断面長方形の鉄棒を用いて径 48～ 5,O cmの鉄環としている。(8)の断面は40× 5,0

mm、 (9)のそれは 5,0× 8.Ommと後者が太い。雲珠の可能性も考えられるが皮革の痕跡はない。
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(10・ 11)は兵庫鎖である。(10)とよ、径 0,8～ 1,O cm・ 長さ 26.0～ 28.Ocmの鉄棒を二つ折

りにして両端に別の鉄棒を通す径 1.4 cmの環を杵え、その両端以外は接合させた後、さらにその

中央で二つ折りにし、先の両端の環を合わせ、一方、中央で折り曲げた部分にも環を作る。この

ようにして全長 6.5 cmの二重の鉄棒の両端に、互いに直交する環を得ている。(11)は素材とし

ての鉄棒の径が 0.6 cm前後で (10)イこ比べて細く、全長も 18.Ocm程度と短い。いずれも鐙理と

思われる。(12)は径 1.1～ 12mの鉄棒を U字形に曲げたもので、鐙理の鎖の頂部逆 U字形

となる吊金具で、この下に兵庫鎖を吊り下げると考えられる。 (13)は厚さ 0.2～ 0,3cmで、幅

は一端が 3.Ocm、 他端が 3.5 cmの鉄板の、その短辺側で折り曲げて、径 0.7 cm。 残存長 3.5 cmの

鉄棒を通している。通された鉄棒の一端は緩やかに曲げている。用途は不明である。

(14～ 16)は薄い鉄板の側辺に小孔を連ねている。(14)は幅 35～ 3.6 cm。 厚さ 2.O mm前

後の凹みのある鉄板で、端部は丸みをつけ、その端部から内側に 3.0～ 4 0mmの ところで側辺

沿いに径 2.0～ 3.O mmの孔を 1,0～ 1.5 cm間 隔で穿っている。 (15。 16)は厚さ 1.O mmに満た

ない薄い鉄板の側縁を外側に曲げたもので、その側辺から内側 8.O mmの ところに長さ 3.Ommの楕

円形の孔を 4.O mm間隔で穿っている。(15)にはこの孔の列の上下にさらに径 1.O mmの小孔の列

がある。これらの孔は鋲留孔ではなく、なんらかの材質の異なるものを組通しによってこの金属

板に固定するために穿たれている。とすると、用途しては障泥の縁金のようなものが考えられる。

(15・ 16)の側縁の折り曲げ部分に鍍金の残るところがある。

金製品・鋲 (第 97図 )

(1)は厚さ 0.09mm、 (2)は厚さ 0.0 7mm、 (3・ 4)は厚さ 0 1mmの薄い金板である。(1)は 1.0

× 0 9cm、 (2)は 1,2× 1.l cmの方形、(3)は底辺 1.8 cm・ 高さ 5.O mmの三角形で、両斜辺は

端部を切り取らずに残している。(4)は幅 2.4 cm。 高さ 1 2cmの木の葉形に切っている。いず

れにも孔はみられない。

(5)は鉄製の鋲で、鋲頭径 2.O mm弱 。軸径 0.5 mm・ 軸長 6.Ommである。(6～ 10)|よ金製鋲で、

鋲頭径 1.3～ 1.47alm・ 軸厚 0,7～ 0 9mmで下方に窄まり、いずれも断面は下半あたりから多角

形となる。全長は 5,0～ 5.6almで 、鋲頭高 0,7～ 0,8mmで その頂部は平坦もしくは凹んでいる。

石材 (第 98～ 100図 。図版 146)

奈良県室生郡一帯に分布する流紋岩質熔結凝灰岩 (室生安山岩 )、 いわゆる「榛原石」の破片

が石室、羨道、第 6ト レンチ南端の後世の撹乱土より出土している。出土層は石室内堆積土 (第

186～ 207層 )、 削られた墳頂南斜面の現在の耕土下の一連の盛土 (第 6ト レンチ南北断面第

53図第 157～ 172層 )、 さらに、周辺では前面テラス状施設南端の撹乱盛土 (第 6ト レンチ

南北断面南端第 53図第 271～ 276・ 289層)か ら、小片も含め 100数点採取された。その

中には接合可能な破片が 10数点あり、石室内の堆積土から出土した破片が、前面テラス状施設

の南端撹乱土の破片と接合できるものも含まれている。

破片には、側辺の端面や稜角、一部平坦面を削っている痕跡が認められるものがある (第 99
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第98図 石室内撹乱土出土榛原石・アプライト片実測図 (1/4)
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第99図 羨道部撹乱土出土榛原石片実測図 (1/4)

図 1・ 2、 第 100図 8)。 また全周に加工を施す例もある (第 98図 8、 第 100図 7)。 平面的

には三角形 (第 98図 7、 第 99図 3・ 5、 第 100図 10・ 13)の ものや方形であったと思われ

るもの (第 98図 10、 第 99図 1・ 2、 第 100図 1・ 3・ 4)の破片が見られる。厚さは 1.0～ 6.0

cmにわたっているが、2.5～ 4.5 cmが多い。現地調査の時点で採取された破片以外に、室内洗浄

の過程でも小破片が見つかっている。その他の石材としては、板状のアプライ ト片が石室内堆積

土より 1点出土しているほか、仕切石に用いられた例を別として、細片・細粒となった凝灰岩

がコンテナ (57× 33X13cm)に して 4箱分を採取している。一部に面をなすものも認められ

るが、具体的な形状は不明である。破片の中には撹乱土の堆積過程で漆塗籠棺片の朱漆が付着し

た破片や、土圧によって土混じりの凝灰岩の屑に籠の編目そのものの痕跡がとどめられた例もあ

る (図版 118)。

漆塗籠棺 (図版 116、 145)

すべて破片状態で、大は 10,0～ 13.Ocm四方の破片から屑粒のものまで、総量は遺物コンテ

ナにして 8箱程度出土した。石室内堆積土のみならず、外部の周溝埋土、棚田造成に伴う撹乱

土からも出土している。第 23ト レンチでは、周溝の底面に土が溜まり始める頃の堆積土である

第 30層からその細片 2点が出土した。同様の土層は第 8ト レンチでも確認され、そこから須恵

器杯身、甕の破片 (第 67図 22、 24)が出土している。このことは埋葬施設の盗掘または破壊

が少なくとも 8世紀中頃までには行われたとみられる。全形は知りえないが容器の口縁部、体

部または底部、コーナー部分、底部から体部にかけての破片がある。その破片を全て面積計算し
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たところ、全体で 1.O�足らずであった。

これらの破片について復原研究した結果が第 2部第 2章第 5節に掲載されている。

第 2節 駕田古墳

この調査区は平成 13年度第 20ト レンチの東端にあたる。その際の調査ではここには南北清

が検出されていた。しかしトレンチ南側のコンクリー ト擁壁 (高さ3.5m)が、国場整備事業によっ

て取り去られることとなったため、事前に取り外しを行なったところ、その壁面に東西 16.Om

余にわたって古墳の石室正面、墳丘盛土、堀割、石室構築土などが露呈し、その結果新たに古墳

1基が発見されるに至り、約 450.0∬の範囲で調査を実施した。ただし平成 14年度の調査では

埋葬施設の内部調査は行なわず、古墳の規模・形状・残存状況を確認するにとどめ、古墳は回場

整備事業では盛土を行なって保存されることになった (第 101図 )。

1.位置

平成 13年度に調査したシシヨツカ古墳の北東約 50.Omに 張り出す尾根の南端にあたり、シ

シヨツカ古墳に非常に接近している。地籍図には「駕田」とあるので、「駕田古墳」と命名した。

背後には、シシヨツカ古墳の場合と同じく、標高 2389mの 「―の禿」から派生する主尾根に

連なる標高 1866mの 山頂が迫り、背後にこの山を意識して築かれたことは明白である。

2.墳丘 (第 102～ 108図 )

後世の棚田造成により削られて全形をとどめていないが、西側は墳丘から堀割の肩までが確認

できる。墳丘盛土は削られているが高さ 2.Om程度が残り、石室の天丼石が一部露呈した状態

である。捉えられた墳丘の北西コーナーと石室前面との位置関係から、平面形態は東西 15,0～

16.Om、 南北 9.0～ 100mの長方形となる方墳で、周囲には北西から下る尾根の先端を南西～

北東方向に断ち切って掘り込まれた、幅 6.Om程度の掘り割が墳丘の西側そして北側をめぐる。

東側は損なわれて原状をとどめていないが、地形からみて、尾根の西側と北側の二方を大きく逆

L字形に切って堀割とし、その南側に墳丘を築いている。

墳丘の盛土はコンクリー ト擁壁を取り除いて露呈した古墳前面の南側の東西断面 (第 19図 8

-8')と撹乱された墳丘東北部の断面 (同図 5-5')に よって観察した。東西断面では北西か

ら南東にのびる尾根の先端を北東～南西に断ち切ってある程度の平坦面を確保した後、この平坦

面に石室構築の基盤を築く盛土を行なっている (第 19図 8-8'断面図第 198～ 272層 )。 ま

た石室周囲では側石を据えた後、その下半を固定させ (173～ 178層 )、 上半は何層も薄く土を

盛り上げている (第 139～ 172層 )。 墳丘北半部の撹乱部分の断面では層厚 2～ 3cmの粘質土

と砂質土を概ね交互に積み上げる版築状盛土を観察できた。

3.埋葬施設 (第 107図 )

本墳は 1つの墳丘に石室を 2つ同時に並列して築く双室の形態をとっている。規模、主軸、

構造ともに同じ企画のもとに築かれ、墳丘の南北中心軸を挟んで東西に対称的な位置関係をとっ
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ている。石室の前面にはそれぞれ排水暗渠が設けられている。

東石室は損壊が激しく、入口天丼石とその側石が既に取り外されて、側石抜き取り穴だけがそ

の痕跡をとどめ、また 2枚 目の天丼石は東端がそれを支持する側石の内側に落ち込んだ状態で

あった。さらにその天丼石の西側には盗掘の痕跡と思われる礫溜りがあり、北西側斜め上から盗

掘坑を入れて東石室に侵入したことがあったようである。礫に紛れて近世磁器椀 (105・ 106)

が出上しているので、 18世紀前半にはこの盗掘が行なわれたとみられる。

東石室内は天丼まで泥土が溜っていたが、筆者が現場に不在の間に、手違いで現場作業員がこ

の天丼石の下の泥土を床面より 15.Ocmの高さまで掻き出してしまっていた。入り回の両側石の

抜き取り穴の間には板状の凝灰岩の一部が露呈していたが、これが床石の一部であるかどうかは

わからない。全体が露出した南から 2枚目の天丼石の大きさは 1,7m四方・厚さ 0,8mの 自然

石であった。厚みが減じる西端の下では、長さ 30,Ocm・ 厚み 14.Ocmの板状の川原石を側石の

上に置いて内法の高さを整えている。床面の状態を確認するため 10,Ocm四方を掘り込むと、床

面直上 1.0～ 2.O cmの間には赤色顔料が付着し、その上に 2.Ocmほ どの微砂混じりの粘土が堆

平
成
１１
年
度
試
掘
坑
配
７２
　

嘲

「

予6

∞

「
彰
ゝ
亀

ぉ

―-  173  -―



TP
 E
l'

+1
26
00
0m

TP +1
25
00
0m

TP +1
24
00
0m

TP +1
23
00
0m

TP
 E
2'

+1
24
00
0m

TP
+1
23
00
0m

S 
 l
r

TP
+1
23
11
11
0m

TP
+1
22
0的
m

51
島
色
(7
 5
YR
4′
4)
砂
質
上
(床
土
)

6暗
灰
黄
色
(1
5V
5/
,)
砂
質
上

7黄
傷
邑
(B
5ヽ
5/
3)
砂
質
士

S 
オ
リ
ー
ブ
,島
色
(2
5Y
4/
4)
砂
質
土

9黄
協
色
(I
OY
R5
′
6,
砂
質
上

10
に
不
い
黄
褐
色
(1
0ヽ
R5
/3
)砂
質
士

11
13
色
(1
0V
R4
/6
)砂
質
土
(や
や
粘
性
あ
り
)

19
 i
B色
(1
0ゝ
RI
ノ
1)
砂
寅
上

13
暗
灰
儡
色
(3
5Y
1/
e)
砂
質
土
(砂
混
じ
り
)

黒
渇
色
(8
5V
3/
2)
砂
質
土

に
ぶ
い
黄
褐
Ё
(1
0Y
R1
/3
)砂
質
上

暗
灰
黄
色
(]
5V
5/
9)
砂
質
土

暗
灰
黄
邑
(2
5Y
4/
2)
砂
質
上
(や
や
粘
性
あ
り
耕
土
)

93
に
な
い
黄
協
邑
(1
0Y
R3
/4
)砂
質
上
(床
土
) 
  
  
  
  
  
41
黄

掲
色
(9
5Y
5/
4)
砂
質
と
(0
5～
lc
は
の
礫
少
量
混
じ
る
鉄
分
充
着
)

91
褐
色
(1
0V
R4
/6
)砂
質
土
(3
Ⅲ
肥
程
度
の
碑
少
量
混
じ
る
) 
  
  
  
 4
5褐

色
(1
0ゝ
.R
4/
1)
砂
質
上
(0
5～
lc
nの
礫
少
登
混
じ
る
鉄
分
洗
着
顕
著
)

35
掲
色
(1
0Y
R4
/4
)I
r/
質
と
(5
m正
程
度
の
F4
少
豊
混
じ
る
鉄
分
沈
着
) 
  
46
黄
褐
色
(E
5Y
5/
4)
F/
質
土
(鉄
分
沈
着
)

36
暗
灰
色
(a
5
ヽ
5/
3)
砂
質
土
(l
cn
の
確
多
く
混
じ
る
鉄
分
沈
青
) 
  
  
17
に
ポ
い
黄
iS
色
(1
0Y
R4
/3
)砂
質
土
(粘
性
あ
り
05
～
lc
mの
礫
少
豊
混
じ
る

::
悪
保
曇
置E
!雀
ケ蹄
謎
イ彗
朧
鱗
鍵 蒙
温
傘
鉢
亮ち
 
硝
騒
轡1
滑
(9
籠
謎
lI
猛
層 鱗
鱗
量温
挙
慾
亮と
顕
Э

試
悟疫
憂
自花
:蒋
】移
憂
圭
(酌
肥 程
度の
礫多
く混
じ 翻
分充
渤
 
謡
倭嚢
糧
自l
群
彫
3紡
憂主
終
縣
鱗
?識
ぞ譜
繭

0■
暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
土
(鉄
分
沈
着
顕
著
)

65
灰
黄
協
色
(1
0Y
R1
/2
)砂
質
土
(欽
分
洗
着
)

66
暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
土
(0
 3
cn
程
度
の
礫
混
じ
る
鉄
分
流
着
顕
著
)

と 0
9

暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
上

灰
オ
リ
ー
ブ
色
(5
Y4
/2
)粘
質
土

オ
ツ
ー
ブ
褐
色
(2
5Y
4/
3)
砂
質
土
(0
3～
lc
mの
礫
少
量
混
じ
る
)

灰
オ
ツ
ー
ブ
色
(5
Y5
/2
)砂
質
土
(3
～
5m
mの
礫
少
量
混
じ
る
)

灰
オ
リ
ー
ブ
色
(5
Y5
/3
)砂
質
土
(粘
性
あ
り
3～
5Ш
の
礫
少
量
混
じ
る
)

オ
ツ
ー
ブ
黄
色
(5
V6
/3
)砂
質
士

灰
オ
,―
ブ
色
(6
Y4
/2
)粘
質
上
(5
m程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

灰
オ
リ
ー
ブ
色
(7
5Y
4/
2)
粘
質
土
(!
m程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

灰
色
(7
5Y
4/
1)
粘
質
土
(粘
性
強
い
)

10
灰
オ
ツ
ー
ブ
色
(7
5Y
4/
2)
粘
質
土
(5
8a
程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

11
灰
オ
リ
ー
ブ
色
(5
Y4
/2
)砂
質
土
(粘
性
あ
り
5m
m程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

12
オ
ツ
ー
ブ
黒
色
(5
Y3
/1
)粘
質
土
(5
Ш
程
度
の
礫
や
や
多
く
混
じ
る
)

13
鼻
褐
色
(2
5Y
3/
1)
砂
質
土
(粘
性
あ
り
05
～
lc
mの
礫
混
じ
る
)

14
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(6
Y3
/2
)砂
質
上
(粘
性
あ
り
5n
d程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

16
オ
リ
ー
ブ
早
色
(5
V3
/1
)粘
質
土
  
  
  
  
  
  
 

｀

17
灰
色
(7
5Y
4/
1)
砂
質
土
(粘
性
あ
り
l 
Sc
mの
礫
少
量
混
じ
る
)

18
灰
色
(1
0Y
4/
1)
粘
質
土
(粘
性
強
い
■
mの
礫
や
や
多
く
ri
tじ
る
)

10
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(7
5Y
3/
1)
砂
質
土
(粘
性
あ
り
lc
mの
礫
少
量
7i
tじ
る
)

賀
癸
頷
蕊
所
鵬
T糠
土
船
睡
い
■m
の
礫姓
混
じ か
24
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(5
Y3
/1
)砂
質
上
(0
5～
lc
mの
礫
少
量
混
じ
る
)

25
オ
リ
ー
ブ
灰
色
(1
0Y
4/
2)
砂
賓
土
(壮
性
あ
り
)

26
黒
色
(5
Y2
/1
)砂
質
土
(粘
性
あ
り
)

27
黒
i邑
色
(,
5Y
3/
2)
砂
質
上
(粘
性
あ
り
)

28
黒
色
(↑
5Y
2/
1)
粘
質
土
(や
や
粘
性
強
い
)

15
灰
色
(7
5Y
4/
1)
粘
質
上
(0
5ヽ

削 ち ω 図 　 削 Ｆ 削 叫 図 覇 副 図 （ 牌 ） 含 溢 ｅ

滓 ミ ふ

22
灰
色
(5
Y4
/1
)砂
質
土
(1
 5
cЩ
の
礫
少
量
混
じ
る
)

23
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(7
5Y
3/
1)
粘
質
土

オ
ツ
ー
ブ
褐
色
(2
5Y
4/
3)
砂
質
土
(2
00
1年
度
21
ト
レ
ン
チ
埋
戻
し
上
)

W2
に
が
い
黄
掲
色
(1
0Y
R4
/3
)砂
質
土
(表
土
)

暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
上
(耕
■
)

黄
褐
色
(1
0Y
R6
/6
)砂
質
上
(床
■
)

灰
黄
色
(2
5Y
6/
2)
砂
質
土
(耕
士
)

暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
f/
質
土
(耕
土
床
土
混
じ
り
)

に
本
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
上
(耕
土
床
土
混
じ
り
)

黄
掲
色
(1
0Y
R5
/8
)F
/質
土
(床
土
)

工易
題
羞
卦
理

1に
本
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
上
(l
cm
の
礫
多
量
に
混
じ
る
)

2黄
福
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
質
土
(l
c皿
の
渫
多
量
に
混
じ
る
)

3暗
掲
色
(1
0Y
R3
/
4)
砂
質
土
(8
o3
の
礫
わ
ず
か
に
混
じ
る
)

1掲
色
(1
0Y
R4
/0
)砂
質
土
(2
～
5B
 I
Iの
礫
混
じ
る
)

5に
ホ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
上
(5
 d
B程
度
の
際
少
量
に
混
じ
る
)

0掲
色
(1
0Y
R4
/4
)砂
質
土

10
明
黄
福
色
(1
0Y
R6
/8
)砂
質
土
(床
土
)

11
に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
上
(鉄
分
沈
着
)

12
に
示
い
黄
褐
色
(1
0Y
R6
/4
)砂
質
上

13
第
■
層
に
耕
土
ブ
ロ
ッ
ク
混
じ
る

14
日
耕
上

15
に
ボ
い
貢
橙
色
(1
0Y
R6
/4
)砂
質
土
(床
■
)

16
に
示
い
黄
橙
色
(1
0Y
R6
/3
)粘
質
上
(旧
耕
土
混
じ
り
)

17
灰
黄
褐
色
(1
0Y
R6
/2
)粘
質
土

18
灰
自
色
(1
0Y
R7
/1
)粘
質
土
(旧
耕
■
)

10
に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)粘
質
土
(口
耕
土
混
じ
り
)

20
に
ぶ
い
橙
色
(7
 5
YR
6/
4)
粘
質
上
(日
耕
上
混
じ
り
)

21
掲
灰
色
(1
0R
6/
1)
粘
質
土
(旧
耕
■
)

22
第
20
層
に
同
じ

23
褐
灰
色
(1
0R
6/
1)
砂
質
上
(鉄
分
rE
着
旧
耕
土
)

24
第
21
層
に
同
じ

25
明
黄
褐
色
(1
0Y
R7
/6
)粘
質
土

27
黄
灰
色
(2
6Y
6/
1)
粘
質
土
(旧
耕
■
) 
~

2S
明
黄
lE
・
色
(1
0V
R7
/6
)砂
質
土
(鉄
分
沈
着
顕
著
)

0黄
掲
こ
(2
5Y
5/
3)
砂
質
上
(旧
耕
土
炭
混
じ
り
)

10
明
黄
褐
色
(1
0Y
R6
/6
)砂
質
土
(床
土
)

11
に
が
い
黄
協
色
(2
5V
6/
4)
砂
質
上
(l
cm
程
度
の
礫
わ
ず
か
に
混
じ
る
)

12
黒
褐
色
(1
0Y
R3
/1
)粘
質
土
(0
5～
1 
5c
mの
礫
混
じ
る
)

13
に
ぶ
い
黄
福
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
土
(5
11
1程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
)

14
に
ボ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R4
/3
)砂
質
土
(5
11
m程
度
の
礫
少
豊
混
じ
る
)

15
黄
掲
色
(2
5Y
5/
4)
砂
質
土

16
黄
褐
色
(2
5Y
5/
3)
砂
質
土

17
黄
褐
色
(2
5Y
5/
4)
砂
質
土

18
暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
上
(l
cu
程
度
の
礫
混
じ
り
)

19
暗
灰
黄
色
(2
5V
4/
2)
砂
質
土
(耕
土
)

20
に
ホ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
土
(l
cm
の
膜
多
量
に
混
じ
る
)

21
暗
掲
色
(1
0V
R3
/3
)砂
質
土
(わ
ず
力
‖
こ
鉄
分
沈
着
)

22
掲
色
(1
0Y
R4
/4
)砂
質
土
(5
o 
I程
度
の
礫
少
量
混
じ
る
鉄
分
洗
着
)

23
黄
tB
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
質
土
(l
c胆
の
際
多
量
に
混
じ
る
)

24
暗
褐
色
(1
0Y
R3
/4
)砂
質
土
(8
1m
の
礫
わ
ず
か
に
混
じ
る
)

25
褐
色
(1
0Y
R4
/4
)砂
質
土
(1
 5
cm
の
礫
混
じ
る
)

26
オ
リ
ー
ブ
褐
色
(2
5V
4/
4)
砂
質
上
(極
細
粒
で
さ
ら
さ
ら
し
た
感
触
)

27
褐
色
(1
0V
R4
/6
)砂
質
上
(5
n 
tt
程
度
の
礫
炭
混
じ
り
)

29
に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0Y
Rる
/4
)砂
質
■
(5
 o
m程
度
の
礫
少
登
混
じ
る
)

29
に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
■
(1
～
2c
wの
PF
多
量
に
混
じ
る
)

30
褐
色
(1
0Y
R4
/4
)1
/質
土
(0
5～
lc
出
の
礫
多
量
に
混
じ
る
)

31
褐
色
(1
0Y
R4
/6
)砂
質
上
(3
硼
の
礫
混
じ
る
)

32
掲
色
(1
0Y
R4
/6
)砂
質
土
(2
～
S 
II
Bの
礫
混
じ
る
)

33
に
ポ
い
黄
褐
色
(l
oY
R4
/3
)砂
質
土
(l
cm
の
際
少
量
混
じ
る
)

::
撞
Ё
イ
澪
司
監
元
名
券
撰
k°
Ir
/質
上
0 
5c
dの
礫
多
豊
に
混
じ
る
)

36
オ
リ
ー
ブ
偶
色
(2
5Y
4/
4)
砂
質
土
(極
細
粒
で
さ
ら
さ
ら
し
た
感
触
)

37
に
ポ
い
黄
褐
色
(1
0V
R4
/3
)砂
質
上
(部
分
的
に
粘
性
あ
り
)

39
掲
色
(1
0Y
R4
/4
)1
/(
極
細
粒
砂
)

39
黄
福
色
(2
5Y
5/
4)
砂
質
上

10
に
ぶ
い
黄
桐
色
(1
0Y
R4
/3
)砂
(極
細
粒
砂
2～
51
11
の
礫
混
じ
り
)

16 N 
13

TP
+1
22
00
0m

TP
+1
21
00
0m

29
第
9層
に
同
じ

30
に
ボ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/3
)砂
質
土

31
に
ホ
い
掲
色
(7
 5
YR
6/
3)
h1
/質
上
(鉄
分
洗
着
)

32
に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0V
R5
/3
)砂
質
土

33
に
ぶ
い
黄
橙
色
(1
0Y
R6
/4
)砂
質
土

34
黄
橙
色
(7
 5
YR
7/
8)
砂
質
土

35
橙
色
(1
0Y
R6
/8
)砂
質
■
(鉄
分
沈
着
)

30
橙
色
(1
0Y
R6
/8
)●
/質
土
(鉄
分
沈
着
)

37
灰
黄
色
(1
0Y
R5
/2
)砂
質
上

38
に
示
い
t・
k色
(7
 5
YR
7/
4)
砂
質
土

39
黄
協
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
質
土
(鉄
分
沈
着
)

40
に
ポ
い
黄
橙
色
(1
0Y
R6
/3
)砂
質
土

41
灰
黄
色
(1
0Y
R5
/2
)砂
質
土

42
灰
黄
色
(1
0Y
R6
/2
)砂
質
土

43
灰
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/2
)砂
質
土

14
掲
灰
色
(1
0Y
R6
/1
)
砂
質
土

14
偶
灰
色
(1
0Y
R6
/1
)砂
質
土

45
黄
褐
色
(2
 5
YS
/3
)粘
質
士

46
黄
褐
色
(2
5Y
5/
4)
括
質
土

17
に
ポ
い
寅
色
(2
5Y
6/
3)
粘
質
土

48
灰
黄
色
(2
5Y
7/
2)
粘
質
土

19
に
ぶ
い
黄
l・
‐
色
(1
0
VR
6/
S)
砂
質
■

50
に
ぶ
い
黄
橙
色
(1
0Y
R7
/2
)粘
質
土

5と
に
示
い
黄
橙
色
(1
0Y
R6
/3
)粘
質
土

52
灰
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/2
)粘
質
土

53
灰
掲
色
(う
YR
5/
2)
粘
質
土

暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
粘
質
土
(耕
土
)

掲
色
(7
 5
YR
4/
6)
粘
質
土
(床
■
)

黄
掲
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
礫

に
ぶ
い
黄
4島
色
(1
0Y
R4
/3
)粘
質
土
(床
土
)

に
示
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/3
)砂
質
上

に
本
い
黄
掲
色
(1
0V
R5
/4
)砂
質
上
(炭
少
量
混
じ
る
)
26
に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R7
/3
)粘
質
土

54
灰
褐
色
(7
 5
VR
5/
2)
粘
質
土
(模
混
じ
り
)

55
明
黄
協
色
(1
9Y
R7
/6
)砂
質
土

56
に
ぶ
い
黄
橙
色
(1
0Y
R6
/3
)砂
質
土

57
灰
褐
色
(7
 5
YR
6/
2)
砂
質
土

58
褐
灰
色
(7
 5
YR
5/
1)
砂
質
土
(礫
混
じ
り
)

59
掲
灰
色
(1
0Y
R6
/1
)粘
質
上

60
第
58
層
に
同
じ

61
に
ぶ
い
褐
色
(7
5Y
随
/8
)砂
質
土

62
に
ぶ
い
褐
色
(7
 5
VR
6/
8)
砂
質
土

03
黄
灰
色
(2
5Y
6/
1)
粘
質
土

64
浅
黄
色
(2
5Y
7/
4)
砂
質
上

65
灰
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/2
)粘
質
土

66
掲
灰
色
(1
0Y
R5
/1
)粘
質
土

67
褐
灰
色
(7
 5
YR
6/
1)
粘
質
土

68
灰
黄
掲
色
(1
0Y
R6
/2
)砂
質
土

69
褐
灰
色
(1
0Y
R6
/1
)粘
質
土

70
黄
灰
色
(2
5Y
6ハ
)粘
質
土

71
黄
灰
色
(2
 5
YS
/1
)粘
質
上

72
掲
灰
色
(1
0Y
R5
/1
)粘
質
上

73
灰
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/2
)砂
質
土

74
掲
灰
色
(1
0,
R5
/1
)粘
質
上

暗
tB
色
(7
 5
YR
3/
1)
砂
質
土

灰
黄
色
(2
5Y
6/
2)
砂
礫

明
褐
色
(7
 5
YR
6/
8)
砂
質
土

躍
亀
世織
よX
餅
酢
衝 善
瞥
性あ
り
塾生
ュ

17
明
黄
i島
色
(1
0Y
RO
/6
)砂
質
土
(鉄
分
沈
き
)

lS
黄
褐
色
(3
5Y
5/
4)
砂
質
上
(鉄
分
沈
着
)

TP
+1
21
00
0m





E 
7′
  
 7
″

TP
+1
25
00
0m

TP
+1
24
00
0m

TP
+1
23
00
0m

E 
3′
TP
+1
24
00
0m

オ
リ
ー
ブ
掲
色
(ラ
5Y
4/
3)
砂
質
土

暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
土
(耕
■
)

灰
黄
掲
色
(1
9Y
R4
/2
)砂
質
土
(耕
■
)

に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/3
)砂
質
土
(床
■
)

に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)砂
質
上
(床
上
)

暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
土
(1
日
耕
土
)

に
ポ
い
黄
i島
色
(1
0V
R5
/3
)粘
質
土
(床
■
)

黄
掲
色
(2
5Y
5/
3)
砂
質
上

に
ぶ
い
黄
千B
色
(l
oY
R6
/4
)砂
質
上
(床
■
)

黄
褐
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
質
土

80
旱
福
色
(1
0Y
R3
/1
)砂
質
土
(砂
混
じ
り
)

SI
灰
オ
ツ
ー
ブ
色
(5
V4
/2
)砂
質
上

82
暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
土

83
褐
灰
色
(1
0v
R4
/1
)粘
土

84
灰
黄
褐
色
(1
0Y
R4
/2
濡
質
土
(砂
混
じ
り
)

85
灰
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(5
Y3
/2
)粘
質
上

ξ,
繁
畳
8騨
器
詠 機
圭
(砂
多く
混
哺

88
灰
色
(5
Y4
/1
)粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

89
黒
色
(N
15
/0
)砂
質
上
(鉄
分
沈
着
)

90
に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)砂

01
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(5
Y3
/1
)砂
質
土

92
オ
リ
ー
ブ
黒
色
(5
V3
/2
)砂
質
土

98
黒
色
(N
15
/0
)砂
質
土

94
黒
色
(7
5Y
2/
1)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

0う
黒
掲
色
(2
5Y
3/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

96
暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

97
黄
褐
色
(2
5Y
5/
1)
砂
質
士

98
明
福
色
(7
 5
YR
5/
8)
砂
質
上
(鉄
分
沈
着
)

99
黄
掲
色
(2
5Y
6/
3)
砂
質
土
(や
や
粘
性
あ
り
)

10
0暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

と0
1黄
偶
色
(2
5Y
4/
1)
粘
質
上
(砂
混
じ
り
)

10
2暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

10
3暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

10
4灰
色
(5
Y4
/1
)粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

10
5暗
掲
色
(7
 5
VR
3/
3)
砂
質
■
(鉄
分
沈
着
)

10
6暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

10
,黄
褐
0(
25
Y5
/3
)T
b質
土
(砂
混
じ
り
)

10
6暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
粘
質
■
(砂
混
じ
り
)

10
9に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0ヤ
R5
/4
)粘
質
上

11
0暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
粘
質
士

11
1第
98
層
に
同
じ

11
2に
ポ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)粘
質
上
(砂
混
じ
り
)

n3
に
ポ
い
黄
4B
色
(1
0Y
R4
/3
)粘
質
上
(砂
混
じ
り
)

■
4に
ぶ
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/3
)粘
質
土
(砂
混
じ
り
)

11
5黄
褐
色
(2
5Y
5/
3)
粘
質
■
(砂
混
じ
り
)

■
6暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
1/
質
上

H″
に
が
い
黄
色
(2
5Y
6/
3)
砂
質
土

H8
第
n7
層
に
同
じ

■
9に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R4
/3
)砂
質
上

12
0に
本
い
黄
掲
色
(1
0V
R6
/3
)砂
質
土

(や
や
粘
性
あ
り
)

12
1に
示
い
黄
掲
色
(1
0Y
R5
/4
)砂
質
土

12
2に
不
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)砂
質
土

12
3第
12
0層
に
同
じ

暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
土
(緋
と
に
第
4層
が
少
最
混
じ
る
)

掲
色
(1
0Y
R4
_4
)砂
質
土
(耕
上
少
量
混
じ
る
) 
 .
_

褐
色
(1
0Y
R4
/4
)砂
質
土

革
停
e(
25
Y5
/3
)砂
質
■
(耕
土
)

第
5層
に
に
ぶ
い
黄
千島
色
(と
OY
R4
/3
)砂
質
土
(耕
土
混
じ
る
)

に
示
い
黄
褐
色
(1
0V
R5
/4
)砂
質
土

黄
褐
色
(2
5Y
5/
3)
砂
質
土
(第
8層
ブ
ロ
ッ
ク
わ
ず
か
に
混
じ
る
)

明
黄
色
(1
0Y
R6
/6
)粘
質
土

に
ぶ
い
黄
褐
色
(1
0Y
R5
/3
)I
r/
質
上
(床
■
)(
耕
士
混
じ
り
)

12
31

７ ８ ０ １
０ ｎ

‐
３

‐
９ 詢 ２
‐

２
２

２
３

２
４ わ ２
６

２
７

２
８

２
９ 鉤 ３
‐

３
２

３
３

３
４

８
５

３
６

３
７ 酪 ８
９ 岬 ４
‐ ″ ４
３

黄
褐
色
(1
0Y
R5
/8
)砂
質
土
(炭
少
量
混
じ
る
)

灰
オ
リ
ー
プ
色
(5
Y5
/2
)砂
質
土

明
褐
色
(7
 5
YR
5/
6)
砂
質
土

灰
黄
褐
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
土

暗
灰
黄
色
(2
5Y
4/
2)
砂
質
土

に
ぶ
い
黄
t島
色
(l
oY
R5
/3
)砂
質
土

累
饒
監
チ研
じ
裂
・
/q
上

灰
黄
色
(1
0Y
R5
/6
)砂
質
土

ヨ 臨
鍍
纏
綿
落

釜墾
隠
綻 者)

嵌
聾
巽
尉
!,
現
瑠
望
質
上

悟疾
娑雹
場号
碇
,銘
豊
≧
と 灰
黄褐
色
Qo
YR
5/
り
砂 質
土の
混 在

緊
説
縄
シ:1
鰍
錘
洋
蔦離
欺
り

捏景
キ 当
諧
綸
S濃
ど
髄
QO
YR
ツ
9院
じ の

暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
土

暗
灰
黄
色
(2
5Y
5/
2)
砂
質
土
(や
や
粘
性
あ
り
)

オ
リ
ー
ブ
掲
色
(2
5Y
4/
4)
砂
質
土

蟹
君
担
ε
響
男
9聟
g士
と
黒
掲
色
(Ю
VR
3/
D砂
質
土
の
混
在

灰
黄
色
(1
0Y
R5
/2
)砂
質
士

黒
褐
色
(1
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第106図 駕田古墳平面図 (1/250)

積し、それより上は上記の粘泥であった。床石を洗うと暗褐色に沈着した鉄分の付着が確認され

た。おそらく榛原石を使用しているものと思われる。さらに入り口から 5cln間隔に奥行き 2.9m

まで鉄ピンにて床面高を探ると、T,P.122.260～ 122.277mを計測したので、床面はほぼ平坦で

あり、床石は完存していることが分かった。なお石室床面上に堆積した微砂混じりの粘土から長

さ 2.1 lmm・ 径 1.69 mm・ 重量 0.18以下の管玉が 1点が出土した (図版 126)。 黒みを帯びた
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第108図 駕田古墳東西石室前面立面図 (1/40)

赤色のガラス製で、縦縞がある。石室の奥行きはほぼ 2.3mが残る。入り口での石室幅は0,9m・

高さ0.8mの石椰状であり、自然石の平坦面を内側にしている。

西石室は、入口天丼石とおそらく2枚 目の天丼石と思われる一部が露出していた。しかし、

東石室とは異なり、上部に撹乱の痕跡はなく、入口正面に高さ 1.3m・ 幅 1.2mの 自然石を立

てて塞いだ閉塞石が残っていた。右上隅を 0.5m四方に割り取っているので、この部分から盗

掘が行われたようである。このように西石室は原形をよくとどめている。天丼石幅は約 2.Om・

厚さは 0。 7mで、入り国の高さは 2.Om、 左側石は幅 0.6m。高さ 0.95m、 右側石は幅 0.4m・

高さ 1.2mで、閉塞石と両側石の隙間には長さ 25.0～ 30,Ocm。 厚み 10,0～ 20.Ocmの川原

礫を詰めている。また閉塞石の右下にも安定を図るために同様の礫がいくつか詰められていた。

石室は奥行き3.Om程度とみられ、幅。高さともに 1.Om程度で、東石室と同様の石榔状である。

磁北と石室の主軸の北での振れは、東石室が N-6° ―W、 西石室はN-4～ 5° ―Wと推定され、

両石室の中軸線は 2.6～ 2,7mを隔ててほぼ平行している。

恥 |ヽ 1-●工■
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4.排水施設

石室前面では耕作土を除去すると直ちに暗渠の蓋石が露出し、排水溝の掘り方上面が現れ、東

西両石室の前面に南へ排水暗渠が延びていることが判明した。そして、この暗渠の途切れるとこ

ろから南側は傾斜面となっている。東側石室から延びる暗渠は、延長約 5.Omで、南端より北

へ 2.Omの間には既に蓋石はなく、一部に堀方に据えた側石が残るのみであった。蓋石は長辺

25.0～ 50.Ocmの川原石を横長に置いているが、15個の石が原状をとどめていた。蓋石のない

部分では溝の内法は 30,Ocm程度で、掘り方は 50.0～ 70,Ocmである。深さは 20cm程度である。

西側石室から延びる暗渠は、閉塞石下より南端まで約 4.5m、 蓋石の残ることころはなく、

幅 55.0～ 80.Ocmの清の掘り方内側に 35,0～ 60.Ocmの長手の川原石を縦長に置き連ねて側石

としている。清の内法は 20cln程度、深さは 20cm程度である。いずれの暗渠も石室の主軸の延長

線上に位置するが東のそれは中ほどでやや西に振り、西のそれはやや東に振る傾向が認められる。

堀割 幅6.Om・深さ約 1.Om程度で、最初に述べたように、墳丘の西と北の二方で画されている。

南側断面では、堀割の底面に最初に崩落したブロック状の土塊 (第 100～ 138層)が深さ0.5

～ 0,6m堆積した後、基本的にはレンズ状に堆積を繰り返して徐々に埋没する過程が観察され

た(第 69～ 99層 )。 このうち崩落土と思われる第 123。 128層から土師器・須恵器片が出土した。

5。 出土遺物 (第 109図 )

本調査区の出土遺物のうち古墳に伴うものは東石室床面堆積土より出土した管玉のみである

(図版 126)。 それ以外に堀割の埋没過程で混入した第 123・ 128層出土の土師器 。須恵器の破

片がある。このうち形態の判明したのは、第 123層出土の土師器杯身 (104)、 堀割の北側底

面より出土した須恵器小型壷 (96)、 排水施設の検出された古墳前面の平坦面に堆積する床土出

土の瓦器 (97・ 99。 100)、 土師器壼または鍋の把手 (101)、 東側斜面の撹乱堆積土内出土

ぐ十 )

0                                      10cm

第109図  第11調査区出土遺物実測図 (1/4・ 1/2)
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の瓦質羽釜 (102)、 そして墳頂部撹乱石溜りの磁器碗 (105。 106)な どがある。

第 3節 アカハゲ古墳

1.調査前の地形 (第 110～ 112図 )

アカハゲ古墳の墳頂南縁に立つと、南西方向に平石谷開口部への展望が拡がる。そしてこの開

口部を塞ぐように後方に嶽山が答え、その前面には石川を挟んで富田林方面の平野部が展開する。

一方、平石谷開口部 (T,P.102m)に立って谷の内奥を望むと、このアカハゲ古墳の南西側の輪

郭がまず目に飛び込んでくる。仮に、谷伝いに葛城山西麓へ至る古代の往来を想定すると、南に

突出する平石谷右岸の数力所の段丘は、山塊から谷水に下る景観に変化を与え、視覚的効果をも

たらす格好の地形を提供している。そこに仰ぎ見るような古墳を築くのは、自然景観を巧みに取

り込もうとする造形意識が働けば、自然ななりゆきであろう。アカハゲ古墳はその最も顕著な地

点を占めている。

アカハゲ古墳一帯の現状は棚田であり、石室開口部前は疎らに果樹の植え込みがある平坦な畑

地である。墳頂は T,ユ 143.4mの平坦なコンクリート敷き民有地 350∬で、3× 5mのプレハ

ブ物置 2棟、同 3× 6.5m2棟が配置され、その南は墳頂縁辺に沿って栗の木を植えた畑となっ

ている。北側は、府道竹内河南線が南に張り出すカーブにあたる。この府道を越えた北側は、昭

和 39(1964)年の宅地造成によって破壊され、現在は造成頓挫して放置状態になっているが、

本来はT,P。 221.2mの 山頂から南西に下る舌状の山塊が屹立していた。墳頂はその先端にあたる。

したがってアカハゲ古墳の占地には、平成 13年度に調査されたシシヨツカ古墳でみられた山頂

から南下する尾根の稜線下降ラインを意識したような造営プランを再確認できた。ここをほぼ中

心として、東西両側で谷地に下る軽い脊梁が南に延びている。古墳は、その間約 80mの東西に

拡がる空間で尾根の比較的安定した張り出し部を占め、比高差 9m以上、棚田にして 5～ 6段

に整えられた斜面に築かれている。平石谷ではこのような安定した小地形は無駄なく棚田として

利用されるのが一般的であり、後述するように壇上にさらに 3段の墳丘を築いた本墳のような

方墳であれば、棚田としての再利用になおさら好都合であったろう。

石室は、閉塞石上に被る表土と一部前端が露出する天丼石との間、高さ0,35m。 幅 1.20m

をなして開口した状態である。地元の方々によると、1940年代には石室の天丼石が露呈してい

た状況で、それ以後当該地が物置場として利用され始めた頃、府道の高さと合わせるため天丼石

の上に盛土をしたという。そうであれば現在石室を覆う盛土は必ずしも本来の墳丘を反映するも

のではない。平面的にみると西辺は比較的直線的に南に突出するのに対し、東辺は北東～南西の

不明瞭な斜辺となっているのもそのためである。地籍図では墳丘部にあたる棚田に「赤几(=禿 )」、

その南の東西に長い棚田に「塚廻り」の字名がみえ、古墳の範囲をうかがわせる。「アカハゲ」

とは墳丘盛土が露呈して、赤土が見えていた状況を指しているとも考えられる。この範囲では棚

田の縁に集められた礫の中に、榛原石の破片が混じっている個所があり、それを採取するだけで
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座鵬

第■0図 平成15年度調査区位置図 (1/1000)

もコンテナ数箱になった。この種の石は平石谷の飛鳥時代の古墳に用いられる特徴的な石材であ

ることが知られている。おそらく、古墳が開墾に伴って撹乱され農作業の妨げになった結果、各

所に集められたのであろう。

墳丘の南の古墳の壇に相当する棚田は他の部分に較べて、水はけが悪く、秋の収穫期を迎え用

水を流さなくなっても、常に湿地のような状態であった。このことは農業用水には必ずしも関係

なく、東西を谷で画されたアカハゲ古墳の範囲の地下水の浸透による可能性が高く、この水仕舞

いが古墳築造にあたっても課題のひとつであったにちがいない。

平成 11年度に実施した平石谷一帯の試掘調査では、アカハゲ古墳周辺に 12個所の試掘坑を設
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第111図 調査区と地籍の位置関係図

定し古墳の形状、範囲、残存状態の把握に努めた。石室開口部の墳丘周辺では傾斜面や石の集中

個所を認めたが、それより低い棚田でも一部に石の集中するところがあり、古墳の外部施設の可

育旨陛は高まった。ただ墳丘の西辺に設定した試掘坑で南北方向の直線的な地形変換ラインを認め、

従来想定されてきた円墳のイメージは薄らいだが、それでも古墳の範囲は、後世の墳丘盛土の形

状に目を奪われたことも相倹って、石室開口部のある墳丘を中心とする径 10m程度の円墳以上

の規模を想定する根拠は得られなかった。調査担当者として、棚田に反映される方形墳の姿を積

極的に想定できるようになるのは、やはり平成 13年度のシシヨツカ古墳の調査以後のことである。
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2.墳丘

(1)墳丘の形状と規模 (第 113～ 118図 )

墳丘は 3段築成で、形状は横長の方墳を企画している。この墳丘がその南に前もって築かれ

た壇の上に積み上げられるので、一見すれば 4段築成にも見える。壇上面TP135.9～ 136.3m)

と現状墳頂 (T.P.143.4m)との比高差は 7.1～ 7.5mを測る。墳丘の撹乱は各所に及び、各段

のコーナー部分を中心として、当初の輪郭はかなり損なわれていた。最も損壊が激しいのは、3

段目の南側から東側にかけてである。この個所は昭和 40年 (1965)の 調査以後も開墾が行わ

れ、石室構築石材の一部が 3× 4m、 深さ 1.5m以上の不定形に掘り込まれた穴に、廃材や黒

色のビニールゴミ袋の破片と紛れて投棄されていた。しかし、東西・南北の辺を留めるところを

結んで辺長は復原でき、そのラインは墳丘に石を貼る際に用いられた黒褐色の粘土の残る部分を

たどって得られるラインとも合致した。

まず、東西辺長をみていくと、第 1段上場 41.7m・ 下場 44.4m、 第 2段上場 27.5m・ 下

場 32.8m、 第 3段下場 21.7mを得る。南北辺長は南から北へほば水平に延長したラインが尾

根の斜面にあたるところで終えており、数値は一定していない。第 1段西辺では上場 17.5m・

下場 16.Om、 東辺では上場 166m・下場 15,Om、 第 2段西辺では上場 16.5m・ 下場 14.6m、

東辺では上場 11.6m・ 下場 13.5m、 第 3段西辺では下場 14.4m以上、東辺は調査区内では

完全に失われて不明であるが、かろうじて残った土色の変化からすると下場 7.Om以上となる。

得られた数値を比較すると、東西辺長では第 1段から第 3段への縮小率は 66～ 74%である。

南北辺長は第 1段では東側が長く西側が短く、上場と下場は 0,9～ 1.Omの差があり、第 2段

上場下場では 1.lmの差がある。当然、この差は、尾根の張り出し具合が東と西では異なる地

形的制約に起因している。しかし、10m内外の差は、その地形を一定のプランに取り込もうと

する強い企画性がなくては生じ得ない差と考えたい。第 3段は北端が調査区外に及び、下場の

長さ 14.4m以上というしかない。

墳丘第 1段裾から現状の墳頂までの高さは、南辺中央で 7.4m、 東辺中央で 6.6m、 西辺中

央で 6.8mを測る。各段の高さは、第 1段は南辺で 1.6m、 東辺で 1.lm、 西辺で 15m、 第

2段は南辺で 1.8m、 東辺で 1.3m、 西辺で 1,3m、 第 3段は現墳頂から西辺の貼石裾高さと

の比高差 3.4mと なり、第 3段は第 1・ 2段の 2倍程度の高さとなる。東に高く西に低い緩や

かな斜面地で東西のバランスをとって墳丘が構築されていることは、東西周溝底面の高さのわず

かな比高差 02～ 0.3mにも現れている。段の傾斜角を貼石の残るところでみると、第 1段南

側では 40～ 42°、東側では 43°、西側では 35°、第 2段南側では 32°、東側では 44°、西側で

は 42～ 43°、第 3段西側では 45° を測る。

各段の上面はテラスとなる。第 1段では南側で幅 4,Om、 東側と西側では削られてはいるが、

段斜面の傾斜角との関連から、それぞれ幅 4.8m。 4.3mと なる。第 2段のテラスでは同じよ

うに計沢1すると、南側幅 2.3m。 西側幅 3.lmを得る。東側は 2.9mと復原される。
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第114図 第 3調査区断面図観察位置図 (1/500)

(2)墳丘の構造 (第 118図 )

開墾により損なわれ、貼石下の盛土が露呈した部分や、撹乱坑を利用した最ガヽ限度の狭小な補

足 トレンチを設定して、出来る限り現状を損なわない形で墳丘の構築状況を観察することに努め

た。第 1段では、大きく削り取られた南東コーナーの斜面を清掃し、また第 2段上面テラスでは、

石室開口部前の撹乱坑の四面を整えてそれぞれについて断面を観察した。

第 2段の構築状態の一部を反映すると見られるのは、削り取られたその南東コーナーの E7～

20にかかる断面である (I― I'断面)。 第 1段の盛上の上に高さ 1.7mま で積み上げている部

分がみられる (E7にかかる付近 )。 盛土は、大きいまとまりでみると3次に渡っている。第 1

次の盛土は、第 1段盛土面より上に 40～ 90cmの厚みで積み上げられている。断面位置が墳丘

L彦 |☆ΨЪう

⊂上R｀ラS e。 祐
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第115図  アカハゲ古墳詳細図位置関係図
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灰色 (SY5/け 消質上 (仇康)

灰オリーブ色 (SY5/2)砂 質上 (日 tll上 )

灰色 (5YS/1)砂質■ 9口研■)

灰色 (5ヤ5/1)砂 質■ 9日耕■)

にぷい黄掲色 (10YRS/4)お 質上

明黄協色 (10YRS/S)砂 賓上

暗灰貢色 (2 5YS/2)砂 質土

明天lB色 (10YRS/8)粘 質■

晴灰賛色 (2 5YS/2)砂 質上

晴灰資色 (25Y5/2)砂 質土 Q日 ,■ )

灰と (SY5/1)砂質上 9日絣■)

黄鴻色 (10YRS/6)砂 質■ 0日宋■)

暗灰色 (H3/)粘質上 (購石接を■)

衷褐色 (2 5YS/4)砂 質■ (墳丘盛■Fu)

明女栂色 (10YR6/S)粘 質■ (地山)

W

45

暗灰0(N3/)箔質■ (贈石棲着■の剤難したもの)

橙色 (7 SYSた)踏質土ノgッ タ

位色 (7 5YRe/S)猪 質上

灰色 (″ SYS/1)粘 質と

灰色 (7 SY5/1)粘 質土ノロック

仄o(10Y5/け 粘質上

灰0(IOYS/1)渚 質土アElッ ク

黄灰色 (2 5YS/t)粘質土

貨褥色 (2 SV5/3)砂 質とに住色 (7Sヤ R6/8)猶 質とと灰色 (5Y5/1)潜質とのアロックを多教温入

女lB色 (2 SY5/3)砂 賃上に後色 (7 5YRS/8)姑質とと灰色 (SYS/け 箔質上のアロックを多数混入

暗灰資色 (2 5YS/2)猶質とアロッタ

黄将色 (2 SY5/4〉 砂質土

黄lB色 (25Y5/3)猫 質土

にホい黄将色 (10YRS/4)ひ 質上

黄lB色 (2 3YS/4)砂 質土ブElッ ク

灰色 (10YS/1)粘 賓土

にぶい資色 (2 5Ya/4)お 質上

灰オリーブ色 (SYS/2)砂質■ 9日緋■)

灰オリーブ色 (SYS/2)砂質■ (旧絣■)

暗灰黄邑 (2 5YS/2)粘賀上

灰黄色 (25Y5/2)お 質上

明黄IBO(10VRS/6)渚 質■

裕灰色 (10YRS/1)お質t
貨悟色 (19YRS/6)砂賓■ (1日耕■)

灰オリーア色 (SYS/2)砂質上 印回琲上 )

TP+139000m

TP+138000m

TP+137000m

W
TP+141000m

TP+140000m

TP+139000m

18 配杢

1

埋土

アスファルト
主アロッタIE入

東側北壁土層断面図
lS 灰色 (SV4ハ )砂質土 (耕上)
17 灰色 (10Y5/1)砂質■ (耕■)
18 ☆lB色く10YR3/6)砂 質土 (床■)
10 灰資悟色 (10YR4/2)砂 質土 (残土)
20 にぷい黄後色 (,OY16/3)上 (2～ 3∞ のHl多 く合む 道路盛主 )
21 にぷい黄tB色 (10Y15/3)砂質土 (埋段管による撹乱■)
22 灰黄lB色 (10YR4/2)砂質土 (耕■ ,遺物出■)
23 黄灰色 (2 5YS/1)砂 質土 (耕土)
24 協灰色 (10YR5/1)砂質上 (耕土)
25 明格色 (7 SYS/8)砂 質土 (床■)
26 にぷい黄掲色 (10VR5/6)砂 質土 (絣■)
27 灰黄湾色 (IOYR4/2)砂 質土 (盛■)
28 ☆灰色 (2 5YS/ゆ ■ (現絣■)
29 皓灰☆色 (25Y5/2)砂質土 (耕土)
30 1B灰 色 (10VR4/1)砂質土 (旧群土 鉄分洸着)

嗜灰貨0(2 SY4/2)上 (晩絣土 )

黄灰色 (2 5YS/1)と (現耕■)

明lB色 (,SYRS/8)上 (現郎|■ )

にぷい貨lB色 (10YRS/4)上 (現喪■)

☆lB色 (tOYRS/6)砂 質上 (現代盛■)

にホいIH協 色 (10'RS/4)砂 質■ (盛■)

明資IB色 (10YR6/6)砂 質上 (盛■)

灰色 (5Y4/1)土 (現絣上)

明貨
jBO(10YR6/6)粘 賃土 (現床■)

灰色 (5VS/1)粘質■ (耕土)

明黄協色 (10ヤ RS/8)粘 資士 (床■)

灰色 (5Y4/け お質■ (杭腹)

にぷい黄tB色 (lYRS/4)砂質主

贅褐色 (10YRS/6)砂 質■

灰黄褐色 l10YR4/2)砂賓土

にぷい黄経色 (10YR5/4)砂質土 (al含む 盛■)
にぷい黄褐色 (10YRS/3)砂質■ (盛■)

貢灰色 (25Y4/1)砂質上 (霧■)

黄褐色 (10YRS/6)砂質土 (床■)

☆灰色 (2 5YS/1)砂質土 (耕■)

黒栂色 0 0YR3/1)潜上アロック

黄IBtt l10YR5/6)砂質と (床■)

掲灰色 l10VR5/1)砂質上 (耕■)

褐灰色 l10VRS/け 砂質上 (絣■)

☆IB色 (10VRS/6)砂質土 (床■)

福灰色 (10YRS/1)砂質■ (耕■)

黄鵜色 (10YRS/6)砂質■ (床土)

黄福色 (10YR5/6)砂質■ (床■)

にぷい黄褐色 (10YRS/3)砂 質上 (残土)

l jk灰 色(25V5/1)上 (現 lll■)第 3嗣 究区束側北F●1断 i用 (EE)第 28層 に統く
2沖又■ (566/1)lpl質 上 (以上)
aり

'お

色 (7 5YRSノ 61砂質士(現抹■)

1資鴻色(10VR5/8)砂 質■(床土)
S焚灰色 (2う Y6/1)砂 質■ (コ

'上

)

6り ,大tB色 (10VR6/6)砂 質上(床」う

7貨灰色(25Y6/1)砂 質上 (II L)
9り
'偶

色(7 1VR3/6)砂質J=(現床上)

0明 It栂 0(1叫R6/6)粘 質■(床■)
10大灰色(26Y6/1)砂 質■ (Ill■ )

11賞灰色(25V4/1)士 (現羽|■ )

12,Ⅲ灰ヒ (5じ 6/n砂 質土(p,■ )

13明 lB色 (7 5VRS/6)砂質土(段沫上)

14灰色(10Y5/1)砂 賀上(耕■)

1う 灰色(10Y5/1)砂 質上(耕上)

16りi樹色 (7 5VR5/6〕 砂質と (床■)

17り

'IS色

(7 3VItS/6)砂 質と(現床■)

lB仄色(10Y5/1)砂 賀上 (緋上)

19叫灰☆色(2 Sy4/2)砂 質上(現表」う

20灰 t(ヽ 4/)上 (斑411上 )

21灰色(N4/)ヒ (現tll上〕

22灰 0(5Y4/1)砂 質■(411■ )

23 tBttrr(1。 vRS/1)砂 質士〔lSC(75V,4/6)砂 質 :が泥しり、床士化〕

24り 1ズ IB色 (10VR6/6)砂 質す(床 ■)

251P灰 資也(25Y5/2)砂 質上 第3調査lF来側北嗅断面Iに E,第 29脂 に続く
26灰獄也(25Y5/2炒 質上

27A灰 色(25,6/1)砂 Tri
28仄■(7 SV5/1)砂 質上(‖ iや,■ )

29 jtlttr71(1。 vttd/1)IL賓 上 舛3祠 rLI▲ 束ll北 411Vf Fer● に
'妬

40Wに 軌く

30 Attt(10V伐 う/8)林質上 邦3嗣 IL区束側1ヒ rlattlFIEi'第 1層 に続く
olに ぷい択橙色(10YRO/4)Wi質 」:

32灰 ri色 (5V7′ 1)粘質上

331(色 ('5ヾ 0/11砂質 Ji

34灰と (NV)粘 貧 上

3S灰色(5Y5/1)p/質 上(lJ"11)

36灰 trj(?う V5/1)FJ/質 上(飲分少 fit沈 イ〕

37灰色 (10V3/)砂 質上(欲分沈帝〕

381・「灰色(10BG5/1)朴 質上(机 llt)

3つ にぷい黄色(25V6/3)jy/質 t
40蒔灰女色 (つ 5Y5/2)砂 質上 (lJ41日

=)

1'灰 0(5V5/1)砂 質上(1口 耕■)(飲 分洸弁イ〕
42灰色(10Y5/1)砂 質上 (IIlll」 う(払分オイ〕
43灰色(5V5/1)砂質■ (旧り,■ )

44灰色 (5YS/1炒 賓上 (I]〕 i■ )

431t灰 色(OY3/1)粘質上

46晴育灰色(SB3/1)刑質上

47帝需色(5B2/1)お質上(上器州也含〕

48苛灰也(25Y5/け 7/質■

49壮灰色(2 5VS/1)砂 質上

50にホいガ格也(10VR5/4)れ 質上

Sl黄tS色 (25V5/31砂 質上

52研拇色 (75Vう /6)砂質上

03大灰色 (25Vう /1)ht質 上

54女櫛也(10VR5/6)鶏 賓上

55にぷい資橙色(IOYR6/4)It質 と

も6'‖ 緑仄色(7 5CY4/1)砂 父 J=

57,静汗灰色(sBc4/1)II質 上

S8緑灰色 (10CS/1)llj質 J=

59文灰色(25W5/1)ψ Pt上 (飲分洸AVk)

60資灰色(25Y6/1)雅 資■

61女灰色(2 SV6/)4質 上

62カ ワーン灰色 (2 5CV6/1)lr7質 ■(地山)

63緑灰色(7 5GV5/1)砂 】としり/1itt t(地 ‖1)
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TP
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灰貨tB色 (IOYR4/2)砂 質土 (鉄分洸着)

灰費禍色 (10YR4/2)箔 賃上 0日絣土 鉄分沈君)
灰貢lFv色 (10YR4/2)砂質± 9日絣上)

にぷい黄褐色 (10YR4/3)砂 質■

に示い黄褐色 (10YRS/4)砂 質■ (盛■)

明黄褐色 (10YR6/S)お 質上

に示い貢,B色 (10YRS/4)砂 賓土

黄tBO(10,RS/6)砂 質土

18医 色 (10ヤ RS/1)消 士ブtlッ ク

lB灰 色 (10YR6/1)粘質上 (抗笈)

黄lB色 (IOYR5/6)Th質 土

灰色 (HS/)お質■ (杭震)

黒灰色 (SCS/け お質土 (航腹)

☆イB色 (10VRS/8)お賓■ (地tb)
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5調査区断面図

5調査区断面図 (1/80)

西側北壁土層断面図

5区 北壁土層断面図
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第120図 墳丘第 1段西辺および第 2段南辺西半部貼石平面図・立面図 (1/80)

南東コーナーを斜めに削った面となるので、断面図の東側のそれぞれの層界がやや高くなるの

は、正確には北にやや高くなっているのであり、つまり、北から南へ若千傾斜した面が反映され

ていることになる。下層に 15～ 40cmの厚みの粘質土を何度か積み、それより上位に 5～ 1 0cm

厚の砂質土とやはり同じような厚さの粘質土を交互に積んでいる。次いで第 2次の盛土が施さ

れているが、これは層厚 20～ 30mの非常に堅くしまった砂質土を 5～ 6層水平に盛っている。

土圧により下位の粘質土に沈み込んでより安定した上面が得られている。この工程の後、最後の

盛土がなされるが、まず盛られるのは礫を多量に含む粘質土、もしくは砂質土である。この盛土
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墳丘第 2段西辺貼石および第 1段西辺敷石平面図

□敷石レベルより
下の変色部分

墳丘第2段西辺貼石および第 1段西辺敷石立面図

擦原ョ

墳丘第 2段西辺敷石および第 3段西辺貼石平面図

S

墳丘第 2段西辺敷石および第 3段西辺貝占石立面図

TP+140000m    l

第122図 墳丘第 2段西辺 。南辺東半部只占石および第 1段西辺敷石平面図・立面図 (1/80)
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麻___卜 ___眸 _一引       墳丘第 2段東辺貼石および第 1段東辺敷石立面図

第123図  墳丘第 2段南辺東半部 。東辺貼石および第 1段東辺敷石平面図 。立面図・断面図 (1/80)

の上から、それより下の盛土をしっかりと固定させるかのように、最終的に厚さ 70mの粘質土

と砂質土が互層となって積み上げられる。特にその粘質上の部分は赤土のように見え、墳丘第 3

段裾の撹乱個所の露呈した土質に似ている。以上の段の盛土を終えてから側面に黒褐色粘土を用

いて石を貼った様子が、この断面の東斜面によく現れている。ここでは粘土の厚さは 10cm程度

墳丘第 2段南辺東半部貼石立面図

嗚

芍

十
Ｐ
∞
∞
〇
〇
９
Ｂ

‐―-  201  -―



であり、また盛土の崩れを防ぐために厚さ 25cm程度の石を立て据えていた。

石室開口部前の撹乱坑を利用した断面 (G― G'断面)観察も第 2段の構築状態を示し、面

積は狭小ながら、こちらは南北方向からの積み上げ状態が観察できる。これによると観察された

断面には大きく2回の工程がみられた。最初の工程は、 1 0cm以下の薄い層と 10～ 1 5cmの厚い

層を交互に水平に盛り上げ、南狽1をいったん斜面としてから、再びその南側斜面を覆っていくよ

うに厚さ 5cmの土を水平に盛り上げている。ここでも粘質土と砂質土を交互に用いていた。これ

らの盛土は第 1段のそれとは異なり、比較的薄い層を細かく積み重ねている点で、版築状の盛

土といえるかも知れない。この工程を経て、盛土は貼石を施工する前の盛土、つまり墳丘の原形

となる。同じような断面は調査区東側の南西～北東方向の壁面に設定した補足 トレンチ (F― F'

断面中央)でも確認された。そこでは東に傾斜する層界を観察したが、やはりこのラインを挟ん

で 2工程の盛土となっている。これらの断面は南側から東側へと、墳丘の最初の盛土を巡るよ

うにその外側に積み上げられた一連の作業を示すと考えられる。このように少なくとも第 2段

の構築には、前後 2回の過程があったことが知られた。しかしそれが中心から周辺に向かって

積み上げていく単なる過程に過ぎないのか、その間に何か別の工程を挟んでいたのか、それを判

断できる証拠は得られなかった。水平に盛り上げていく各土層の中に、このように前後 2回に

渡る工程が識別され、その層界のラインが石室からみて南と東に傾斜する形となっている。そし

て最初の工程を終えた段階で、墳丘第 2段の土台はできあがっているとみられる。つまり、石

室構築の基礎はこの段階で得られていることになる。

(3)貼石 (第 115～ 123図 )

貼石が良好な状態で残っていたのは第 2段南側で、ここでは段裾からテラス面までほば斜面

全体の様子を掴むことができた。しかし、その他の部分については、各段に裾の貼石だけが残る

状態であった。さらに墳丘のコーナーの貼石については、既に述べたように墳丘角がすべて削ら

れていた関係上、どのように石が貼られていたのか分からない。全体的にみると南側と西狽1の貼

石は、まず墳丘裾に縦長のほば一様な石材を用い、それより上位の貼石の基礎としている。規模

は東側のそれに較べて大きく、均―な材を使用しようとしたことが明らかである。すなわち、墳

丘第 1段西側、第 2段南側、第 3段西側では 50～ 70cm× 30～ 40cmの石が多く使用されてい

るが、第 1段東側や第 2段東側では 50cmを超えるものは非常に少/1-い。貼り方についてみても、

南側から西側にかけては比較的整然としているが、東狽Jは雑然とした印象を受ける。また西に低

く東に高い地形に制約されるので、西側の段の高さを束に延長すると、どうしても段そのものの

立ち上がりが東側では際立たなくなる。このことからみて、平石谷開口部に面する南西側の側面

が、ここでは重視されざるを得ない地形となるのである。

貼石の良好に残る部分についてみると、特に、最初に据えられる石は基本的に直方体の石を選

んでおり、これを縦位置と横位置で据える。墳丘第 2段南辺を例にとると、中軸線より西では、

W2・ W5。 W7・ W9、 東側では E3・ E5、 第 1段西側では Sll・ S13・ S15。 S17な どに縦位置
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で用い、その間を横位置で貼る傾向が認められる。作業の区切りとして何か目印のようにそうす

るのであろうか。南辺の縦位置の石の部分を少し浮かせて裏面を見てみたが、黒褐色粘土が存在

するだけで、特段注目されるような事実はなかった。

貼石と敷石の施工上の関係を示唆するものとして、第 2段南側や西側の裾の貼石に水平方向

に変色部分が認められる石がある (第 1段西側南北の S14～ 17に かかる貼石、第 2段西側南

北の Sll～ 12にかかる貼石、第 2段南側東西の W2～ 3、 4～ 6にかかる貼石 )。 この変色の

ラインは 1段目で T,P,136.5～ 136.7m、 2段目でT,P,137.9～ 138.Omを測り、ほぼ一定して

いる。このことから石が貼られた後、テラス面が整えられ、その上に石が敷かれたので、貼石の

側面の下部はある程度埋まり、それより上位は露呈したままになったため風化により変色したと

考えられる。

貼石の残る部分には、墳丘の構造で述べた黒褐色の粘土が必ず用いられている (第 119～

122図のトーンで示した部分)。 石はこの粘土に押しつけて貼られている。また、貼石が外れた

部分でもこの粘土の残るところがある。粘土は貼石をより強固に固定させるために用いられたよ

うである。貼石の中にはいわゆる榛原石が散見される。しかしそれは特にこの石材でなければな

らないというような状態ではなく、大きさもまちまちである。一般に石室内に用いられるのがこ

れまでの調査で判明しているので、おそらくその余りを外部にも用いたと考えたい。

(4)敷石 (第 122～ 123図 )

各段上面のテラスに石を敷き詰めたもので、第 1段 。第 2段の北西隅、第 1段の北東隅にお

いて検出された。第 1段北西隅では 7.OM、 第 2段北西隅では 6.8∬、第 1段北東隅では 15,8

だが開墾から免れて残っていた。第 1段北西隅の敷石は T,P.1382～ 138.5m、 第 2段北西隅

のそれは TP.140.1～ 140.4m、 第 1段北東隅のそれは T,P,138.3～ 138.6mで、全体的にみ

て北から南へ若干傾斜面をなす。第 1段北西隅のこの高さと、貼石のところで述べた石の一部

に変色部分がみられる高さとを較べると、0.30～ 0.50mの高低差が生じている。このことか

らすると南北方向のテラス面の高さは必ずしも水平ではなく、北から南に下がる地形の緩傾斜面

に合わせている。それは単に合わせていたというにとどまらず、石敷きの雨水などを始末する上

では、若千の勾配をつけたほうが水はけに都合がよい。さりとてこの程度の傾斜なら、水平な段

と平坦なテラスのイメージが損なわれるほどのこともない。後述する排水施設 1の底面高をみ

ても第 1段テラスに高さを合わせているので、テラス面の滞水をできるかぎり南に落とそうと

する意図が施工段階から働いていたとみられる。

第 1段と第 2段の北西隅、第 1段北東隅に敷き詰められた石に共通するのは、20cm大の石が

多用されていること、風化して砂状になった石が認められること、必ずしも石の平たい面を揃え

てはいないことである。またこれらの 3個所の敷石を比較してみると、最も丁寧に密に整えて

施工しているのは第 2段北西隅であり、また第 1段北西隅では石と石の間にやや隙間が目立つが、

この南端の一部に 2段 目と同様に密に敷き詰めた部分が残るので、本来は 2段日とほば同じよ
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うな丁寧な施工が行われていたと考えられる。これに対して第 1段北東隅では石の大きさがま

ちまちであることに加えて、敷石間の凹凸が激しく、用いられている石も大振りの 40cmを超え

るものを乱雑に置いている。よって前 2個所にみられたような平坦面とする意識は薄い。ここ

では貼石裾の傾斜角が比較的に緩くなっていることとも相倹って、テラス面から段斜面への変換

は一見すると気づかないほど漸次的に移行する。

以上の 3個所以外の敷石は耕地開墾の過程でほとんど取り去られたようである。ただ貼石と

同様、石を固定する黒褐色粘土はここにも使用されており、そのわずかな痕跡が各所に認められ

たことも含めて、敷石は本来少なくとも第 1・ 2段のテラス全面に施されていたと考えたい。

3.外部施設

外部施設としては墳丘の土台となる壇、その上面に墳丘裾を三方からを取り巻く周清がある。

(1)壇 (第 121図 )

墳丘の南に南北約 25m、 東西は東が農道によって削られ、崖面となり、西は谷地への傾斜面

までの余地を勘案すると、少なくとも70mを測る。また東では第 5調査区、西では第 1調査区

の東西トレンチでいずれも谷地への傾斜変換部を捉え、これをそれぞれ南へ延長し、壇の東西ラ

インを交わるところから見て少なくとも70mを下回ることはない。壇上面の東端は T.ユ 136.3

m、 西端は T.P.135。 9m、 南辺での地山面と盛土面の境は、東半で T.P,135.5～ 135,7m、 西半

で T,P,134.3～ 134.7mであり、東端と西端の比高差は 1.4mで、この高低差を盛土によって

克服し、水平な壇造成を行っている。壇の盛土を南北方向で見た場合 (第 116図中央土層断面

図)、 地山面は南端で T.ユ 134.8m、 北端で T,P,135,Omとゴヒから南へ緩やかに傾斜し、その上に

厚さ 35～ 50cmの粘質土 (第 132層)が堆積している。土質は均―で、サヌカイト剥片が出土

し、壇の盛土以前の堆積土と思われる。これより上に壇の盛土が行われている (同図壇盛土模式

図)。 それは大きくd-3→ d-2→ d-1の 順に積み上げられ、d-4で 南の斜面を補強し

て壇の盛土は完了する。 d-1の 盛土の過程でも南側を先に土手状に盛り上げておいて、それ

によって低くなった北側を盛る傾向がみられる。その結果、北側の墳丘裾寄りに浅い凹部ができ

たが、これが周溝となって、墳丘構築後そこに徐々にレンズ状に粘質土 (c)が溜まっていった。

その後は棚田の中に埋没し、耕土・旧耕土などのブロックが混じる後世の耕作土 (b)、 さらに

その南端に石積みして棚田を造成した際の盛土 (a)に覆われた。

壇の造成に用いられている土やその盛り方は、墳丘で観察されたものとはまったく異なってい

る。粘質土が主体であるが、墳丘にみられるような互層状ではなく、大部分が土塊状となっている。

礫は特に東半部に混入が著しい。上記の壇盛土以前の 132層は壇より南、すなわち第 3調査区

南トレンチではまったく認められず、そこでは地山だけとなっていること、また地山の土質に似

ていることから、礫まじりの地山を削って、それを盛土として用いた可含旨l■が高い。また、谷地

に近い傾斜面への地滑りを防止するためか、事前に横木を強いてからその上に土を盛った形跡が

壇南側の断面で確認された (図版 56参照)。
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